
時議長〈掛

現i

.，、

ＺＺＺＺｾＺづ
1日

圃品回

ノ、 月 競

や

噛

v
e
 

，

楠

札

}

骨

叫

、でミ

Ｚｾｾ＠



:G明? :

日英米特許四O個・賞用新案整録六O個併用

式野氏防災発よ今戸

東

〔 特 許 大 野 式 シ ャ ッ タ ー 〕

主 要

大 野 式 シ

製

ヤ

ロ

ロロ

ヴ タ -

大 野 式 ル ー プ ル シ ヤ ッ タ -

大 野 式 融 金 付 自 動 閉 鎖 戸

大 野 式 工 場 用 軸 承

大 野 式 轄 子 入 軸 箆 • 戸 車

各 種 防 火 扉 ・ 銅 製 建 具 類

際 用 特 殊 機 械 類 設 計 製 作

京 市

株 式

株 式

曾 枇

一一一一一担｣ＺＺＺ］ 苦 ｀ ト ｾ＼Ｍ一 一一一 一

大 森 区 新 井 宿

合 iiH: 不 二 製 作 所

犬 野 製 作

七 丁

提 携

所

目

東京市芝直三田四園町二番地・電話三国( 町議:

取付出張員随所・大阪市此花区上沼島中二 ・電li ' i福島( 45) 五八八



曾 告

今 回 本 協 曾 常 務 、 評 議 員 八 木 憲 一 氏 、 評 議

員 村 井 進 氏 ハ 辞 退 サ レ マ シ タ ノ ヂ 定 欽 第 十

九 俊 二 依 リ 昭 和 十 三 年 六 月 一 日 開 曾 ノ 評 議

員 合 ニ 於 テ 之 ガ 補 選 ニ 付 協 議 シ マ シ タ 結 果

定 欽 第 十 九 僚 但 書 ニ 依 リ 本 年 末 攻 選 期 迄 評

議 員 ノ 補 選 ハ 行 ハ ザ ノ レ コ ト ニ 決 議 ナ リ マ シ

タ

向 同 日 常 務 ノ 補 選 執 行 致 シ マ シ タ 結 果 左ノ

通 嘗 選 致 サ レ マ シ タ

常 務 ( 編 輯 ) ri 'f 議員 棚 橋 諒 氏
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市阪大

夫手口}路伊

昭和五年大阪i li に於て初めてJ也 下鋭道の斗: 事を起してより i誌を 1; 討する事八年、此の II.¥J 昭

手11八年五月に的問、心許可橋Il rJ を1m通し、 flfl :t ll イー年十月には難波まで延長、廷に本年四月十ト

日に 刊望の船田、大王寺川を開通させる運びに至つにものである o 従米の十年川 、難波 11¥1

が延長 Ｔ Ｎ Ｑ 粁 、 新 ｴｊｾ 刻 ｦｾ 波 、 天王子 ＧＨＭ ｉ ｕｉ が ＳＮ 4粁、介; 十約問、天王苛=1111 7.5粁の路線延長であ

るo 又従?/( の梅田、 難波1l¥J に新し く大岡 1111・、動物同前、天 王ミ12を加lへて合計八つの停留場

が完成され?こ認である。

梅 岡 よ り難 波に至る直 ＱＱＱＱ は見 ｾｉ 波の御堂筋 ｭ 路の完成に先立って工事を進めにｉ｢ ｍ 係から 凡

て鋼矢板ￍＺＧ使 ｭ せる開侃式工 Ｎ 法が月 ｊ ひられ Ｗ こが 、 新総医 ｉ ｾ ｪｬ に於ては鋼抗による問掘式工法

の外に 、 盤気 ｭ 画式 、小 野式 、 Ｑｮｾ 餓筋扶型等の新工法が保 ｦｉｪ され 、 又大国ｉｬ ｉｔ 停留場部分に

於ては全部路商能工を施せる等可成り新しい試みがなされて居る。 以 下前i曜に之等特殊二工

法に就いて述べて見?こい と思ふ。

難波元II IT三丁 口よ り敷津町一丁目に至る 410 米の闘! 日には腿斜桝画工法が川ひられ1: 。

滑 J d是|道工事付え; 忍

本書併 母 国

此の医11%1は地機刷係もあるが特に迫

路幅付も 比較的抜 く雨側には 人家 が

術集して居るので従来の鋼矢板打込

みの騒音によって沿道の人々に迷惑

を掛けない械にと. id 、試みでもあっ
｣［Ｎ ｟ ｾそＷＢＧＢＢ

ＱＺ 。 即 ち幅 ＱＰ 米長さ Ｒ Ｙ 米の ｴｾｴ 画 ＱＴ ［Ｉ 与

を下げ之を連結して一貫しに隆道と

しにものである。従米陸気掛両工法

小

野

え

エ

法

?関是シ

は橋梁や建築物の J，長礎工事には j必々

川ひられて川るが、ょを 41η 米の延

ｾ・に辿出 占 し而 ｪ かも融通の効力、な ｌ 、OJl).

mI : ' 通す事なので t，tI，'1泊111Jr: のit Uの

"食ひj主ひが心配されにものであるが

質l探には7象想外に灯系山県に H¥?/( ト.つ

ＱＺ 。 向 ｴｾ ｴ ｬ 長官 官 分には ｾＩｪ Ｗ ｫ Ｑ 年 ｕ ｩｬｴ 入モル

VI  

タル塗防7k I:' J t j ひ? こが試験的に各ttp

画匂l こ具つ に防水制を伎mして比?こ



羽b型無銭筋隊道工法

ｴ もｾｾ ｾ の内の一主主は全然防 水無し の物を試み

結果 ｩ こ於て防水を施せるものと遜色ない ー 必 ｾＪ

ｾ奉げに事は皮 肉である。

東四保三丁目 tこは52米の短区間ではあるが

小野よ工. 法が用ひられに。之は北海道帝大数

民汁、野Ii，y".士の考案になるもので試強的に係)IJ

しTこものである o RjJ ち水射法によ って工型釧

を打ち込み、ー ケF9i の竪坑より水平抜掘り式

に掘り進み、{Di桁紫材を電気鋒綾し内部より

1昆凝土を充I毘せるものである。之によればニU¥'I の餓杭がそのま "'1控逝躯韓の' 骨組となり 、

又 Ｗ ｫ 千抜掘式なので路商交通に何等の支ｾｪＭ ｾ ｉ ｾ を外えさな いと 云五 、 のが特徴である ｯ ｾＩｪ ノ ｊ ｜Ｎ￨して

は構築完成後グラウチングポンプを使川 してセメン ト注入を行つに。

天王寺停留場の西方旭 11ITに於ては延長.80米のIt¥l に無銭筋扶型陸迫力 ; nj ひ られてJ . r i る。此

の令官分は互線を設ける矯

1.1-1央粧が設けられな い事

と時局柄銭筋を使nJ しな

い陛道と しての試みであ

る。施工順序は| 薗示の如

t 初めに開掘によって勾

扶部を完成し| 直ちに上部

土砂の担戻しを行ひ、共

の後抜掘りによって (fll] 1¥'11  

最後に道床の出凝土ぞれ

つ にものである。餓捌不

足の現欣に鑑み将来の延

長線には此の型 がJ-IJ ひら

れる 事であち ぅ。

三たに新設停留場に就い

て述べて見Tこい。大岡町

停留場は第一蹴線( 南方

一一一我孫子〉と第三脱税

ぐ太同11I f一三f l-P，) との分

l技軌であり 、村正1:1:1方商か

ら天王寺及び玉出方面へ

V I 2  
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のれ直通 t 玉川、 大同町I l 日の折返

しO1 脚とを) ，主礎として; 淀川されで

あ る 。 即ち 二 木 の 品 Ｉ ｾｾ ＿ � 廊を Ｚｳ ｗ 列

し問側歩廊に は ー 抗手 ｾｪｾ 、 三 脱税の

北行列車を、) R(tlIWォ廊には ー批悦

三 脱税の南行列車及び 三 佐和 Ｚｪｾ のｭﾭ

返し刈 Ｚ ｱＧ［ ｻｦｾ庁けるやうにしである

此の配置に依れば一蹴線三統制乗

換存の大部分は同一歩廊J-_に於て

乗換へをなし得るのである。 1，¥J 此

の 同方向同 一歩廊配 置を昂つ＿ こ ｾｾ ｬ
動物園前停留場乗降場階段里遺筋

係から大岡11問主: 却場南方に於て三枕f:)i! がー脱線北行t名手JAの下を削る所討すれ工間交叉の j l予を )1え

って居る。大同町 Ｈｩ［ 刊恋ーは乗換ＨうＺ官場と云ょ、黙に即日 ｩ を世い＿こので判 ｩ 干 ｈｾ 札前 Ｑｭ も比較的

狭 〈、叉停留場全開の{ 上 トー接的i句、も /+II -IJ.::る 丈簡明賛m向きに ;z立J十され て炉『る。噌商を白タ

イ ｊ レ一式 にし＿こ黒点、杭 ｻｦＤ辻骨ｾ ｾのまＧＺ＾Ｈこ ラツ カ ＭＱ 汲イ ーｊＧ ￨ せる ｾｾￎ 等従オく御堂筋の手千件［却場と

は さ た〈趣きの異つにものとなっ＿こ ｯ 将来郊外 ｊ 也の作 ｗｉｾｩＨ ま大鴨之に Ｑ 枚つにものとなるであ

らう。

動物 蒲 ￯ｬ￭ ｈｽ 切 壌は ｦｴｾ 似 ｪ 治 ｩ 架昨 ｗＡ 壌の ｦ 象〉とであつ にも のが諸極の事 情 から 地下になっ ｔ こも

ので ｺｶ 廊配 世も初 ｪ めての ＱＱ Ｑ ￏｻょが川ひ られて居 る。 天王寸 Ｒ 動物闘に近い ｉ ｾｍ 係から ｔ ｩｦ ｦ 而 仕上

動物園前停留場乗降ｾ墜欝

げにラスモザイクを 川ひ弁聞の動物模械をモ

ザイクで :Kは して見?こ。向近い将来に於て南

海蝕迅ー平野和 Ａｪｾ と地下迫による山保連新が 州ｾ Ｈ

る議定である。

Ｚ天疋王寸寺 Ｒイ引Ｈ ，日作 ，づ千タ Ｇｊ ｾ宇 ｾＺ吋［

大B除闘h討l門で共に問千ηf 餓;泊誼をを?干有初J司j肋め f弁干叫fi何柿可前if[ 勾何l外冠I平Jド王の

集合型則 ｾ ￎ e なつて万日; る附僻係Zゆカか苫ら作官仰i号窃窃:3- の規f偵吏、

仕 Ａｫ Ｑｪ 共七に大ｼ似 ｶ似 ｬ反正ぷ刊 ｔ甘而 ｉｪ の 話点 ｅ 玄玄Ｚｾ刷［鈴 刺 ｨ討 ｬ と して将列来七共支附附r虫無!正t  

き事をを ｾ ｉｉ 附 ｲ根， ｚＱ として ｊ立立む［十されに 。 乗降毎 ｬ こは一

本の品 ＱＡＮ ＧＮ Ａ ｾｈ ｩｧ と 一 本の壁附 ［Ａ� 廊とを並べ 三 線

開U紘となってか; る。現在は阿' 1J
附丈が使}I J さ

れてかＺるが 、 近々に来の ｾｴ Ｎ Ｑ ｾ件も完成する橡定

である。 同11
J ｾｴＱ ｊ ＨＮＧＨ Ｑｉ ＱＱ は東西 ＴＷ 米南 北 ＳＴ 米の 大

JJi' (llrJであ る が之は現花大l坂餓迫と直接地下連

絡が完成して照る 以外に』寄付 Ｈ Ｑを ｦｾＩｾ 天王寺 牒の

3  V I  



-/ " よj

天王寺停留街来降協階段

完成主d突って同騨及び| 収不n南 海 雨

餓迫とも A 絡するやうに計脅され

である。民に阿倍野橋の架後及び

千i}. I ' j 可道路面の完成の政r にはT↑i電

南海 上 川 Ｊｪ ｾ とも完全な述絡が ｈｾ ， ＿Ａ＼Ｚ

るであらう。現ず ｦＺ 西 ｲＫ Ｇ 附 ｉ ｾｾ 央から

路 l白i員 r[1 にH'，て居るご股のHi 入口

は共の泊めの物で、約 ?! <:i !i 電 と 南

ｴ ｲＮ 人 Ｑ Ｍ ｟ ｏｉｈ ｪｾ�［ 此 の ｾｉ Ｇ， 入 ｮ 刷側まで引

込まれる計課ーになってか} る。乗 降

毎より ｲ ｬ ｾ ｾ併に至る附段には夫々 ー

Ｉｩｾｙ 江のご人ＩＧ，Ｚエスカレ ー タ ー が配 泣きれであるが終 ＿Ａ＼ＺＱ 守秘騨と の連絡 口に克に Ｍ Ｉ志士樹立さ

れる議定である。

従来御堂筋の名作 ｗｉ 場は大部分力Ｚ中央線樹帯に ｾｈ 入口をｈＭ ｜ して居＿こので風雨の吹 込 を考

慮して周| 刻をプリズム 1ii'i 了・で司包 (1 1- :  ＱＱ Ｇｈｴ＾保つにものであるが 、 新 ｴＺ ｊｪ ｾ に於ては凡 て狭 い歩道

上 に1+' ，入門がある低め前I白i 人家の

見通し を巧! 註 して吹以: しの杉とし

にo 1Ijj; 犬王寺停切場の '1
1
央 /i '，入円

丈は道路・ ｉｉ ｾｉ 二 川 るのでイ ＱＱ Ｑ 了引 Ｔ り

としてある 。

以 ト新 制 IJ 王1: ¥1に附する概111告を述

べ 1: のであるが、新記iU高.1:¥1のIJ i1通

によってん Ｑ［ ，反南二 ｉｴ の仲ｾ 11
1
心が完"i':

lこれlj ばれ大! 日正i li地 下倣辺も之によ

って初めて賀 川 的 似11立を殻押し件

るものと云へょう。向; Y iil ;V.k: ，犬 主

寺山の純建設費はがj 一千五 ( i寓闘

であってよを路線 l 米岱りにして

見 ると 約 四 千三 ( 1) L十 闘となる 。

V I 4  
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自 治 制 五 十 周 年 争 迎 へ て 明 日 の 大 堺 市 へ 企 園
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士

口

新 堺 市 総 合 t実 現 幻 ut

自治市IJ 護11i せら れて

五十周年、堺市亦可 i i!Jl J

賓施以米五十年の，; 己念

すべき ＺＧ＼ｆｾ 迎へて 、四

十五年li 日の風1:11に見る.

かげもないまで憾朽し

.  1こ市雌合も 、本年五十

高闘を投じて躍進の意

気 出 溢する近代 思潮ｾ

表現べ主新i !i 臓合の起

工を見んとして居る市

政に附興し 1: 人々は顧

みて今克ながら ffi 快1nf: ::I: :なるものがあるであらう o Jf 々は必に光人が営々として築き来つ

にi !i 政の業院に到してうに 3 感謝に土佐えないものがめる。

この喜ばし c広義める機千? に本誌をかりで、 ill: W- (I'.) 産業相li I i 大! 日正に隣4t して、ヲlE臨のj全

ｊ てにある堺 市 の拘 ｜￯ Ａｩ ｾ !・;!1: ト. の川出及建築(1'. )施設に就て述べることは主主ち 1! l f : ? ; t ではあるまい

排 ￯Ａ ｩ が夙に ￭ｬ ・ ＷＱ ・文化 の ｊ 也 として ｾｩｦ し 、 次で純然＿こる自治郎 ￯Ａｩ として、 よ 〈自山に院 ｪｦ 穫

を抱擁し、南位舶の iJ 米繁〈 常時r J 本に於ける杭iff _'-. の中心地であっ 7ここと は史来・に l明か

な事責であるが 、 徳 川氏 の ｩｬＧ ｩｉ 或ｾｩＡ文京に依って ￯ Ａｩ 況の不僚を ｊ 討米し＿こが 、市制賓 施 以来前後

五同に瓦ってi !i 域の蹴取を断行 し今 円に 宅って、 そのj黄表五( ! 三高五千坪、 人口十五高 五

千を擁する本邦l吊指の大都市として雌; TIをするに王つに。その1: ¥l 1j ; . み来つに過去に於ては幾

多の岡郊と数々の災.，与に iiji 迦しにのであるが、就 'i叫止も大なる災状= ( まr J H不I i 九年九月二十一

ＱＱ 失 ｾ ｮ と し て起つに ｍｍｶ ｧ の大風 水持 て ｊ めら う。

この米合的・の風水禍lまれ風大l災を 1到j し栴潮i! i 何に溢れー制に L て貰に仁14惨な欣態を現出

し? このである。

7.1判長之れが復興 l三地jili して以外4、ネ; 年を 以 て阿成をお: 過し、今次支那事鑓の非常時局に

ｼ 原子＿して 、 或は諸 材料 の暴騰に 、 非 常時 の粧附 統ＺＡｊｬ ｊ に、 ｝おま 物資 の 制限 に種々な ｾｾ ｉ 闘に遊

過し? こが、既定の剖li !i 計輩事業は勿論復興の諸事業を着々として進められ、 日に月に近代
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都市としての而円を殻柿しつ〉躍進を続けてゐる。

死ｾに最近の ￭ｬｩｬｬ ｬ 石十Ａの ￯ ｬ ｔ 域編入は［符米のＮＡｊＧ ｾ ￯ ｬ ｩ 工業地域とれ属地域に相常の効果を粛らすで

あらうと思ょ、。更に特筆すべきは、 目下大阪I f 出こ於て六百三十八高闘のE 貨を投じて事業

質施中の三賀海岸埋立商積四十七高坪並に港湾修築であるが、之れが完成の撲に於ては商

工業の護達、人口の異常な檎力11、財政経酬の鑓化等市政の 1-，に著しい健4立を招米すること

は明かである口

斯〈の如〈今や堺市は一大飛躍の勇敢な行進的を演奏 しつ〉あるが、之れに 11岡地じして行

すべき諸般の施設計重を必要とするのである。その ｾ ｉ ｬ でおｾ｜ 市 計 君主 と建築的 ｬｪ￭ｊＡ 設に附して述

べんとするのであるが、 その前に - -Y!t. 既定計- 霊の概要とその進捗の程度ーを記述する。

堺市が大正十二年逸平〈も都市計・霊の警鐘が両日了されて以来、市民の深い ｾ ｉｮｪｬ�ｾ と存方 ｲ ｴＧｩ ｩ

の協力に依って、近代都市計霊の基本を鴛すべき川j全地域は昭和二年に指定を見て 、誌に

都市建築物の統]IJ IJ と土地使刑の根本方針を確立しにのであっ 1: 。更に風致地区の指定及我

が闘に於て始めて究施Ｍｴｴられ＿ こ ｴｬ ＭＺ 用 地 域内の定地［ｊ ￬ｬ ｊ 以地ｾの指定を見 ｔ こ外 、 向勝の柿築に

運河の新設に、防潮堤の築造に、土地区 ［ Ａｴｉ ｊ ｾ ｊｬ ｲｲ 事業に線、制二 千二百四十蔦闘の ￉Ｑ そを擁し

て共の賀行に13って府るのであるが、何分にも堺市の成問入7象ri ーは二ドi高闘を H-'，ないので

都 ilT計聾特別j舵の全部に亙って制限満度徴牧 1ンても年'1fti十寓闘に足らぬのである。: j t J r の如

き財政のみを以てしては到底前記の大事業主: ' !yi( 行することは存易なことではない。放に堺

市の都市計聾は閥、府及市が泊f然ー轄となって事業の遂行に過iili して居るのであって 、111

路の如きは二十七線中僅か数紘を践すのみとなり 、 ｾｽｪｩ 倒堤は既に完了し 、 ご ｉ ｾ 地直 ｬ ｾｉ ｊ ｾ 差別ち

十 組 合 が あ れ 外 に 都 市 計主主事業 としての元三賓の土地戸到l整理も既に地場工事は終了し

日下向路の築造中である。叉目下続行中の大阪港との 延長耕を保つ? こめに幅トi六十米の迎会M

事業がある。

而して建築の復興事業 に於ては畏〈も、明治天皇、II pj 志皇太后を 初め奉り、常時県木下

にわ? こらせふれ? こ大正天皇、共の他の皇族各下1殿下の行コド砕を 辱 うし fこ111紺める 、w: 1下・

ｾ誇る ￯ ｬｩ 立排水族 ｩＰＱ も商目を新＿こにして 一 再現し＿このを ｫｦｉ めとして 、 イ串佼の十五校も、 ￯ li 

小 皐佼 ｾｉｉ［Ｇ Ｎ主及三貞小皐佼の復興 ｾｉｾ 余〈外 凡 て完成或は工 Ｚ｝［ ｝Ｇ， Ｚ Ｑ いであっ て 前記 二校も設 計ーが ｦ で

ある。同書tff f、火葬場は平・〈竣成 し、市民病院も本年七月完成の後史である。

ＮＯｊ Ｇ ｮ 削除合は既に設計も完了し既に市街地建 築 物法に依るｽｦ ｾｦＹ ＮＺＱ Ｑ 事の認可を交り 、 叉餓鋼｝Ｇ，

何物の許可のもと lこ若手の運びに至るべきは| リj かであるが、非常時の餓銅使 JIJ ;J iI J限の? こめ

に全部の完成は共の時期未定であ るが、使j : j J餓鋼の六削除の許可を受けて近〈起工を見る

のである。斯〈して漸次耐火建築の増加を見ることは都市構築の賀質上喜ばしい。以十: の

如く堺市は都市的施設充買に異常の力を致して照るのであって、 1-*に者H¥市計費: 事業に司王つ

ては 人口 十五院内外の都i l'i として全開に類例を見ない大事業を:' lj i( 行 して尻ーるのである 。

然しな力以都i I T の瑳展Tこるや一 日も停止するものでない殊に堺市の躍進は更に その勢
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を暴 しう すべきを以て、之勾: に !I Il' WQ; し、或は" 刊止して諸般の施設計主をなし市政の設展保

興を期せねばならぬ口

Ｉ｜Ｚ［づ｟ｵ ￧ ー に考ふべきは防空 ｾ ｴ 庖設である 。 現 代の ｻ￭ ｪ｜ｔ ｉｩ は防空を度外脱して存在は許きれな

い 。従って 現 時の者 Ａ ｉｔ Ａｪ 計需は肋 ［ｾｾｾｭ ｊ ｻｪ 担金考 ｬ 出Ｚせきずる部 ｔ Ａｪ ｾ 十 聾はその存在の意義を有せな い

とせられるに至つに。者! mj計・;! ぞがこの新しい 要求を込めて行はれて始めて都市防空の使命

力;ii せられるのである。既に法悦の改正を見? こ外今次の事鑓 は虫[1貨に之れを物語ってゐる

現ノ ト 何れの同に於ても都 市 計 Ｇ Ｚ ｦＡｾを軍的要求に順 ｹＡｦ せしめるにめに適切な計設が進められ

てゐる。本製の被害を受けに一英閉が 1933年 T own and Country  Planning Act を殻ギli し?この も

防不問題を多分に考ぽせられ? こ名り!ミである。

防水の都市 的 施設は町々ある口 即 ち何路及ＧｻＡ�場等の空襲 ｩｬｬ 日 ｾｴ 1-，よりの計子!?: 、延いては之

れが地方計百l: 的にも十分: : } ? 5 @: せらるべく 、或は 1ft:要建築物の集中防JI: 、 人口符度の訓告1) ，

!!Xは '-n要工場の分ii士号l-J11: 等何れも 11宅要問すべき問題であるが、新倒的針策は都市の不燃化

である 。砂くとも現 (r: の我が阿の都市、殊に堺市の如き不燃建築物の三四を数ふるに過ぎ

ない木造' 宋厚. の都市に木製せ られに場合、共の惨北l: や思ひ4三ばに過ぎるものがある o 1:rに

都市の不燃化は火災は勿論'J;宅鎚: こ 、illi 訓に 、或は防符 にあっ て もその根本をなすものであ

る限 ｨ 大に之れが奨附 ｬ に閥次 ｉ ､ Ｈ ｩｊ｟ｾは全 ｽｊ 1 t ' 仰がねばならぬのである。この槻黙に於て堺

市の如き ー側革める場合に i lj 政のj見高Lをさへ徐恕せられる木浩問朽雌舎をして安全な不燃

建築物 fこらしめることは市民は J 亡より同家が進んで態管! せしむべき問題であらうと思ふの

であるが 、 非常時局に於る岡策 Ｑ Ｇ ，段飾 ｈ 吏 川 制臥の初 ｉｬｾ 下にあるの色亦 ＱＱ Ｚ むを得ないのであ

る。此の黙に於ては李ひ市民的| ぬま商工:7i 令公イri 以前既に相前工秤ー進んで居つ fこ閥係上今

や所々工事ーをｪＮｦｵめつ〉ある。ノ ｪ 、接佼にあっては共の ｦ ，｜ｾ浩方針として校合は財政の防 ｬ 係上原

ｦＡｬ Ｉ として木造三階建とし 、 計 ＱＯ ｦＮ Ｇ ｴｹＮｾＨ ま凡て全 ｾ ￬ ｩＧＡ の 牧苓せらるべき建築商杭を有する不燃構造

1こる餓官' 的筋、或は餓絞i 1コンク リー ト」 となっ? このであるから 此貼訪定施設の一助とな

り作るであらう 。

ぷＺはノ ト ｬｩ Ｎ ｩ ｊ の有 ｾｉｔ ｬｪ ｾ 十曹 Ｚ Ｑ 頁域の術張に 作 」、何路 の 計 く ＿でと地域 、 地 Ｑ 瓦の確立である。 即 ち木年

三 月胤 ｉｉ ｬ ｦ 、 ｉ ｉ ｾ ［ ，吾川 、 ｹ￭ 古応 ｈ 、 金 ｉ［ Ｈ， ｪ 村 、 北八円 ｊ 、 羽 ｩ ｬ ･Ｎ、村 、 五附昨村 、 う て美本 ｊ ＱｴＧ場 ｬ 都 ￯ｉｊ ｾ Ｇ Ｑ ‘

ｩ ｲｬｾｦ ，耐えに編入せられま互に ｭｦｯ￬ 王城の二倍以上に述するに五つ ｔ このである。 市 ｦｨ ｪｪ 也 建築物法の

油 川を，告いで諸般の制作を遂げ、必要な施設をせねばならぬ。 殊に困刻! なるは堺市内需何

初日の路帆姉張計需である。堺市に於りる道路は慨して幅員狭ノj 、、路幅は不定不規則j である

から 、之等を 一定の幅凸に披張盤四するの必要がある。本計需とその賀行は如何なる方法

に11'( 忍べきかは研究を要する問題ーであって、今直ちに行ふはE 額の先月i 1 t ' 要して堺市財政

の; 午さな い所で寄与易ならぎる問題であるカヘ Tli・111地建築物法に於げる建築総指定構の殻動

に待つもその一つの方法として汚へられる o I " l れにしても牌米遂行すべき施設である。

よれ と閥 肺 し て 二 ｽＩ ｊＮｷＺ す べきは「シビックセンタ ー 」の計震であ る 「シ ビツクセンタ ｾ ｊ
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は買に都市の特性を構成する上 iこ重大な閥係を有するばかりでなしその構築の如何は市

民生活 ｬ こ著る しい 影響を粛すものである。堺市の現在に於ては「シピック セ ング ｾ ｊ と見

るべき所がな い。幸にして這般堺市瓦町tこして都市計霊路線の幅員十三間と八聞の街角、

二千八百坪の地 を新市臨合敷地に決定せられ、銭筋四階建で高塔頂部まで地上三十五米、

延七千百九十二平方米の近代都市を表象する偉大なものである。

本建築が竣工を見てその雄姿を現はしに撲に於ては必するや環境に大きな鑓化を来すであ

らうことは想像に ｾｈ な い 。故にこの十六高 市 民の大殿堂を 中心 とする「シピックセンタ

戸」の計聾を有つことは有意義であり叉最も必要なことであると思ふ。

叉都市の美! 聞と級化の問題も堺市として主要なる事柄である。近時都市の整美 と去ふ こ

と し 緑化 の問題が識者の ILrJ に盛に論議尚 11呂せられて来て居るが、事責現在の者lliriから少

くとも都市醜を去ることは必要である 。も とより都市美な S 問題は須ら く都市を織成 する

イ干ゆる要素 lこ欄れて、それが全開としての統一調和均簡を保つ綜合美を形成してそこに始

めて都市美としての良債を殻何し得るも のではあるが、先づ先決問題として断背看板類の

取締iから始めねばならぬ。級化の問題も ー商都市美の;主要な要素をな すも ので、生前環境

の改善、腫位の向上、防火防主に重大な閥係を有つものである。

堺市に於ける樹木の分布J伏態は、商肢を以ての調布に依ればi!T全商杭 の 7 1"パ ーセント

後である。欧米の都市は多< . 10- 30 1"パ { セン トJ 1立の樹木蔽地商杭を有つのが普通であ

る口故にその増加を岡るべく H午年十月 一回究施し、更に本年四月第二回を大阪府、大限市

堺市、ギ'rj } j 包市の共同主催、内務符、厚生省後援の もとに聞かれに線化運動は相首の効果を

皐げ、今後五ヶ年l: rJ の檎組事業として賀地せられるので、i !i J:1!:にも その精iji l!I ; Ffl {l { : J - けられ

児l ir も級化 の必要を認識するに至るであらう。

殊に産業都市堺は工業地域の大なるものカ勺') るから 、工業地の線化問題は衛生保健上の

見地から 重 要な事項と して取扱ひ、公閣の施設 と相倹って無味乾燥な工業地の出現を防が

ねばならぬ。

ヨ たは 地 域 に 針する施設であるが 、 住居地域はｾ付 ｩ にあっては相官 ［ 幽 ｪ 遂な所が多いが今 ｩ ｮＺ ｬ

の都市計垂直域繍張に ff{ って更にその範聞を術大 し? こと見ることが出氷る 。

工業地域に就ては、堺市が近時天王寺堺線十三 1: J l 道路同道十六蹴線の開通に依り原料製

品の運搬に釘{問のt条件を4 =1.. 備す与に至って続々産業の躍進に拍車 をかりで来? このであ る。

従ってその生 産の基 礎をなす べき 堺市都市計 書 工 業 地肢 は南方耳原 、 湊の 一 帯及 ｾｪｬｬｬ 石の一

部と 三賓の臨海地一帯を合せて 164寓坪であるが、耳原¥l lj " の工業地域は既に数例の大工場

連 捨 建設せられ叉せられんとして居る 。三賀の 工 業 地域 ｾ Ａ Ｎ ｉ 418.  OOOsl
i

は事業費百十八高八

千闘を以て堺市執行の三 ヶ年檎続事業と して都市計設がトト三保 lこ依る こと地阿設リ整X!1¥をな し

道跨水路の改肢以外に地区一聞の地揚工. 事を 行ひ直ちに工場建設般地? こり得る準備を 整ひ

師に地揚工事: も完了 し、従米の低昔話: 地は而i 目を 一新し て立に整然? こる理想的工業地域の /:1-'，
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現を見るに至つにo Ｑ 昔ｾＡま その西部の隣綾 地 三 イー八関 上Ｇドも早晩同拡の ｊ 伏態を ｊｆＮ す右に至るべ

し これに Ｉ ｭ へて 別 ［金大阪府に於て事業 Ｇｬ ＧｩＺＮ 六 Ｇ ｾ ｉ 三 十八高 閲を投じて商杭四十 七高士ｼ 三のＡ｟ｦ ｬｬ 立

と大工業継の修築を敢行し 、 之れが大刈ｼ阪波階と の 述紺ををｾ f似米つ f仁こめに申材耐lb弘r占H員::l i六.τZ十米の三賀運河をを
?  

D問; 泊日磐して大工業地としてのb施白設をを? う完吉備せしめつ〉ある o このt主担迎!リ虫u珍立;司功i

j減或の指定3を? 見るべ〈し、 か〈て迂逃i成せられる 三 E託:ト一一.鵠の工業地妓純線、l両白函T砧は1笠芝に百六十五寓士坪
ド

に述し、工業都市を誇る川崎市の! J H : u: 工業地域百三 十五寓主1': を遥かに凌駕し、本 邦ffti に見

る大工業地 域となり、期借修築完成の暁は、 一大物資輸送港として京大使命を 果すベ 〈非

常な期作を有つものである。

この工業地域を民にそのｻ削 ￚｾ 琵何せしむるにめには 、 或る粍度住宅商人 ￎ ，Ｚ等のもと入を抑

11"J せしむ べき方策を制す・るの必要がある。 さいにして今問改正を見? こ市街地建築物法の専用

工業地院の泊77; な指定を li.-;.-I ると )1，:に 、 1行.

ならぬ口而してt餓並迅i '或L或主は}似I¥J仙U仇L迅lf机j泉i の引込、工業川水、 !J ;{ 動力の低Wt な供給、排水施設等工業

地域とし ての必要な施設計・繋を要すべきは勿論である。かくして建築物の統制を行ひ工場

問致に力めば秩序整然Tこる工場俳-v: の 休刊裂を呈するの 円も迫害純米ではあるまい。

之 れ lこ作って必要なるは工業従業[ l の11: 古川題でめる 。工業従業oは一部の人を除いて

は工壌を刷れて tl: み得ない。先年大陸 1"，l i+の訓侭に依る大i波i !i の大工場数百七十の誹，j1¥:¥こ

見るに、 その大部分は徒t J ; ーでー十I 1lj ・以 Î ! より辿到して昂ることが分るので工場と従業L 1 住宅

とは分離して考え得ないのである。

叉更に緊要な問題はノj 、製佼の敷地計千日: の 1m出で ある。

この問題は何れの都 di に於ても最も市: 要 にして財政的にも容易なら F る四期f:の作ふもの

である。年々人口の楠 );11¥こ作」、就星第児-ij¥・の檎}mは筑々 ノj 、墜佼の狭| 酵を来し新設に次ぐに新

設の己 むない ｍ 況に置かれてゐる 。 財政の ｾｴｦ さない ￯ｬ 川｛村に於ては二部教育の弊存を認め

ながら向忍ばねはならぬ現ilkである。

市 111 j ' 村は事齢児iii の 増}mにつれて共の!ff・なと 好まぎるとに論なしノj、墜佼の設備を充質

せしめて行かねばならぬ。堺市亦然りであって、年々の事齢児註の増)mは昭和六年より十

一年に至る統; 十に見れば四 百四十人であっ て、一撃級平均六十人とすれば八事級とな り人

口の 増加 に比すれば十一「 パ ーセント 」の比率を以て児 ii ' t の精力11 を示してゐる 。前記の増

加 率［ｾ以てすれば二年徐に 一 校の新設を必要とするに至るのである。

前記三宮方商に於ける 所要撃校教に就て見るに 、現 布一校を有つのみであるが、かの腕

?と fこる大地域に建築物の充貫しに場合を想主IJ して、共の人口と児 li' t に治下症するノj 、製佼敷地

の計 ｅ 牲を儲立する こと は Ｇ ｉ ｾ 公然な措置である。

私 の 調n に依れば、偶然少くとも同方商 tこは少くとも二校を 要する。 即ち従来堺市の工

場護連の趨勢、工場の単位敷地面もh 工業地域に於げる住宅、孫商.jl人，;んi

ｴ路谷 、 公国主宰の両砧割合の算定に依り且つ 人口 の分布石 ｾｦ 象想、して大差な いと 認め得るのであ
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る。共の人口は現在を合して三高五千人は包擁する主思よ、。

更に現在に於けるノj 、墜佼分布の賀AAよりして東南部は住居地としての張達につれて、八

口の激増を見ること明白であるから 、東部にも近 〈一校を増設するの必要を認める。

三費方面に於ては幸ひ土地区割整理事業執行 中であり叉将来施行せらるべきであるから

強め墜佼扱地を保有し得る、東南部に於て同様の方法に於て用意するを泊切 t 認める。

Ｚ［ＷＨは将来の人口と健全な位居地の問題であるが 、 今日都市に於げる住宅環達の賓 ａａｾ 見

るに、市内は勿論郊外と雌も管利本位の貸家住宅に 、無理解な家主は空地を法的制限の制

度に純i少し、空気の流通不良、日 光射入め不充分な不衛生極まる住宅の蹴庖跳梁を見るこ

とは貨に寒心に: l ' 1;t えな し、o i吹に位居問題は何時のときに於ても一日も等閑に附し得ない東

要な問題である 、市町村は宜し〈位宅の改善統制に力 を致 し、 或は健康住宅の絞営に、或

は分譲住宅の施設に低利資金を前期して 、 市民に範ｾ示すことは時宜に油しに鹿置なりと

信子るものである。

或は之 れを土地区 ｾ ｊ 整 ｴ Ｎ ｬｈ組合に於て経営するも可 、 又都市計 ｭ 事業としてー園地の住宅

経営を行ふも可である。この事業の執行者は市町村長に行ふを不可とする場合は行政憾に

あらさ' る財図法人の如きものに特許して施行せしなるこどもなし得るのである。資金の調

達は現下非常時局に於ては困難なるべきも好機に之れが計重を進める ことカ Z必要 であらう

筆者ーは昭和十一年現布布施市に包含せられTこが元のノj 、阪町長鈴木義仲氏の依鳴を受げて

我が闘に於げる最初の都市計撃事業として、一閤地位宅経替の百十聾 に賞り、住宅敷五十棟

工費約二十高闘を以て完成せしめにのであるが、之れが時機に投じて ｆｾｉ 込数四倍の多きに

速し?このである。

すJt し住宅の良惑は構造そのものは勿論であるが環境の如何に依るものである。即ち H. 宅

敷地に空地 を多〈採ることが第一要1
L

I:である。堺都市計婁区域内に於て堺市の南方南併記x

道ｂｴｲ寺鐸の東側医域十寓 一 千坪の住宅地の一部は、土地所有荷の ー 要望ｾ北として 、 Ｎ ､￮ 何 地

建築物法第十四僚ノ二の規定に依る民地々区を情定せられ、敷地内に許すべ き京地の披小

限度を＿十分の六と定めて 、 その 地区の快油 の ｦ ＮＡｋＱＧＢￎに ｴｦ しにのであ Ｗ ｊ て 百 十践 はＺＧￋ ｾｸ Ｑ の ｬｬｩｬｴ

タとであっ? こ。今同市街地建築物法が改11: : : せられて、 i 1: 府専川上也医及室地々 j高及高度地! 高の

制度 ＡｊＧ 聞かれにので 、 首・局符は宜し〈泊 ￭ｬｾ［ の ニ Ｑ Ｚ 地 に封して十旨定の ￭ ｬ むｼ刻を繍 ｬｪ 長し、 健全な れ Ｚ

民地の構成を計主主せらるべきである。

殊に堺市に於ては、既に始ど人口は他手II の域に達してゐるのみでなく 、1'i1¥i lil i 原見IJ とし

てその殻達につれて人 口の分不li 砂動の行はれるを常とするのであるから 、今問の都i l日一l ill-

ｬ 高城の繊張と相舵へて合耳目的住宅地強展の計霊を樹立するの必要 ｾＱＱ 有感する。

共他者1¥市計費事業と してなすべきものに 、下水道共他騒々あるべきも、一般施設として

中 央 ー市 場の計費 、 娯繁場 、 遊閑 地 の施設繊 ｾ ｬ ｾ 、 臨ヲｽ底 ＺＨｉ ｜Ａ，場 、 不 Ｊ［ｴ ￍ ｾ Ｑ 三 地 の改 ｩ 午 、 交通機 ｉｾｍ の

統制等がある。
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建築の問題に於ても 、前述の如 t 風水害に依る復興中、 rll 脳会新築が最後としてJ J ! に綿

米の市勢護展に仲ひイ串佼の増設計輩、中等製伎の製紙増)J II に伴i 、敷地及技会の増設、体

染病院の改築問題、居場改築、相遅れでは公併堂新築の問題も起るであらう。堺市の建築

や多事であり、共の財政や多難である。

最後に私が、堺市建築の事業に詰って技術者として常に念頭に置〈ものは、従来の復興

諸建築 物は勿論将米 の建築 左側 ｩ も、共の 表現は時代 思潮ｾ殻時せしめ 、 構造は堺市財政を

考ほして現時建築技術J 二の最新を求めて無駄を行き竪zl e: で低廉な工費を. 1 ; 1 ，て施工すること

である。元来建築物の表現は常に他の文化に率先し尖端を行くものであるから、通二々は常

に印刷物を通して或は貨物に依り最新の知識とその教義に吸々? こる所以もそこにある。我

が市街地建築物法も建築技術の jis速に 11国催して、常に改正を行ひ枇合の情勢に油合せしめ

柿浩方 ｬ 師に於ては可及的責任 ｦｴ な柿迭を排し ＱＡＡｾ 駄を除去するに不断の努力が梯はれであるを

見ても 、建築技術が如何に日進月t T - の茜しいかを窺知し得るであら う口之れを構造上に於

て例せは、ノ ｪ 、撃校の ｾｉｉ［ 堂が餓筋「コンクリート ｪ の場合昨日の設計に於て餓筋の強度が千

二両庖/糎平方が、今日は千四百砥/糎平方となって、共の{ 誌ではそこに無駄のある不縦約

なものとなり了るのである。 一部人士は建築物の意匠表現に於ても一向に考慮することな

〈不調和不均衡な ｪ ｬ Ｉ｜ 態を 見の がして枝葉米首 ｪ のみ勝泥するの感がある。兵 ｲｵｾ 達識の士は宜

し〈この黙留意せられにい。

以上私が堺市の過去と現献を見て、常に考慮しつ〉ある一端を述べ? このであるが、その

大部の施設計主主は ｅ ＺｴｓＺｾ要すべし財政計註の樹立をなし泊首な財源を求めるに非ぎれば

賀行に診し得ないちのも多々ある、放にその確立を待って財政の許す純凶に於て漸進的に

そのJ主現を耐り、大場市への飛躍的の殻展を期待して11: まぬものである。
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布 施 市 に 於 け る 長 屋 住 宅

I 序
- =豊田

""・

)11 

松

勝

森

健

修 太

布施市内に於りる借家性宅の情況及び傾向 と家賃、地代等の開係{ f 調 ff し、共の都市住

宅的性質に倒して究明する目的を以て、昨昭和112年下牛期に於て大阪府建築斜に新築出願

し?こる書類により調停. しにもので、 それ以後引続き調任研究 rj-Iのものであ ります が、ー雌

その型態的調停. を完了しにので此! 起に読者諸氏の御教示を乞ふ次第でありま す。

尚本調査は布施i' ! i 内に於げる借家全開の捌併をな す事が受賞であるかも安uれませんが、

時11日手数等の閥係で抽出を試みましに。

(  1  )  大阪府 出 願の書類に依つ＿こ ｾ ｊ ＧｪＺは前記し＿こ所でありますが 、 共の ｉ ～ ｝ 新 築のもののみ

lこ限つ にので琵来の住宅には少しもよ、れて居りません。

(  2  )  借家中陪j 白共の他 を除き借家住宅に限つにことは、ilij 記の如¥1-1¥願書類に依つに

ので新築後の或る時期に於て借家人に依り油首にP c fi山に改造される事もあります。

(  3  )  借家住宅中長屋住宅の調併を主と し、 一戸建は只数的制作のみとしまし? こ。何故

なら一戸建の中には借家と借家ならぎるものとあれその*IJ ¥) 1] は11¥1.9J i書類のみにてな し得

ないのみなら宇都市住宅的傾向 は、長屋t l : 宅に於て一戸建のもの以，I-_l こ顕著であると考へ

られますo 勿論長屋の 中1: も必す・しも借家でなく 、長屋の中の一戸に家主自身が居tl:する

事もある詩ですo 之等に就いては円下調俗中でありますが、 ぞれにしても 向且つ都市住宅

的又は借 家住宅 的見地 より之れ等ノ ｪ 、 散の混入は 、 決して制作の紡県に不都合を予 ｦＨす 棋な ｾ ｽ［Ｚ

はないと信じられます。

( 4)  敷地の防! 係で例へば三角地等の ft め、可成り不整形なプランカ ;11¥1々 見出 され、之

はｼ訂 Ａ口 奥行品数等のｩｪＱ ｾ￰ 1f:のJ宗主主に不正確となる対lt ひがあるので行時しましに。然し之の符

略しに数は全調作o蚊の近々 1%依でしに。

(  5  )  制作阪域は勿論布施市内 で、且つ それを問点 l白( にIJ-;;: 分しましにc 之れは極々 f象備

調布の結果、之の問 ) ] 1印ーがそれ ぞれ可成りの共通し Tこ特徴営持つものである事が解つに結

果であります 。 Ｈ地 ｬ ｩ［ｾｲ 参 ＡＡＨｏ ｊ［Ｉ，｟ｉＧ｟ の ｦ 削 Ｇ｛ Ｚの下に品 Ｇｊｈ Ｑｾ Ｈ 鍬レＡこもので 、云 まＮＮ，［ tl ll 同制作で iY)

ｨ 共の 需に ｩ たしてが ｦ 果が偏つにものとなるｾＧｾ念はないものと ｊｉＵ へ ます 。 むしろ蒐錐の煩

雑さが少なくなるｾ与制を有するときへＺＺｩＱへられます口次に前摘 ｊ 也 ｪ ｩ［ ， ｜ ｪ に就いて各方 ｦｦｩ ｩ の説 明

をして置きます O

ａ 方商。大 Ｔ 山 本 ＴＷｩｬ がイ ｉ ｪ 施瞬て ー分れて南へ走る尚 同組 、 俊 Ｑｾ 主停留 所 を ｉ ｪ ｾ 心としてｾｾのＭＪ凶
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に跨る地区で 11I f名主しでは北蛇卒、永手11、;及

び大平寺を含む範凶で、之の越りは大l E 14{ド

高回線の開通後急: 激に護民し? こ nlj で家内工業

が目立つて多い所であります ｯ 才 ｫ ［ｦ ｬｾ は特 ｬ こ最

近育ノξ スの開通に依って日下躍に護展しっ、

ある所でありますo

B 方商。ノj 、阪Il li から南出i 悶糾、長瀬停官IF!貯

に述し、向その凶南方ー郁を合めにもので、

ｉｬ ｬｦ 名としては 芭 小 Ｑ ｉ 反 Ｑ Ｑｉ ｦ 琵ノ ｪ 、オ日ｾＺ村 留踊 刀村芭

長瀬川の一部が之れに属し、今日仏，J 111闘趣味

の濃厚な地域で 、 殊に桁 ｪ 根川 ｐｾｉｾ Jじ干i J ' キネ湖、を

11
1
心とする 変庄西方而は i_fj < より之の近隣稀

な良水を出す匿域である 1君、高級住宅地化し

て来 fこ所・でーあり、 14-i 頼停ff刊If 附近は日大専: j " ]

ｬｾ ｪＩのイバｲＺに依って雌にイ ｔ 家が建築されつ〉あれ郊外住宅 地 の感じのする所でありま す 。

之の中のノj、l仮Il lj は古くから都市的琵展を粧て米Tこ所ーであり、之の広域中に合めるのは安常

でな い様ですが、 i1i から殻民してゐ? こt.: けで新築される住宅は極めて少い? こめ、長々の調

不正に於ては大して支附がないので地域の附係、1-.11支りに之の中に色合しておきましに。

C 方| 断。大謹白布施! 日l を之れに12てるも't りでし? こが、部々制作の結果その i いから南端の

大平寺を A方面に編入し、北端の森河内を D方耐へ編入しましに。之の方1mは布施寸i の .1
1

最も古くから殻述しに所で、 ｦＮＧｾｾ 川時代にはが ｬ 内水車 ｬｩｬ と餓瓶の産地として有名な鹿であっ ｔ こ

様で、明治中期頃迄は之の附近は盛に綿の栽土庁が行はれてゐ? こ様です O それ以後種々の手

工業品叉はII需工業品の生産で栄え今日に及んで居 h 人口人家共に布施iUの約4 8 %をしめ

て照ります o 1iむこの，方面の一部は大阪都i li 計512委員舎に依って、不良住宅地医色目されて

居る所ーがある事も参考迄に記して置きます o そして性宅の質は他の三方商より幾ちか劣っ

てゐる様です。之れに就いては又後に書きますo

D 方面。之れは前に普いに C 方面から編入されに森河内、7:Aぴ11i ) ，泡市東北方一帯の市街

地建築物法一令官泊J i J  J血を之の iJ l に合めにもので、概して前記しに B 方商の如〈未Tご野趣盟

かな場所でありますが、! 益々可成り) (111工場が必ずf: し、共の他は殆ど回 :I: I H去って差支へ

ない科ですが 、 最近大ｼ吹から術 ｬｲ ｮ 方｛印ーへ泊十る放射路紘のｾＨ，ｪ係し 他 の 三 方商に於げる 地

代の杭術的 ｉｾｍ 係で伐んにノ ｪ 、 工場Ｎ｜立に借家 Ｑ ＱＺ宅 の建設を児て府ります ｏ

2  大阪市内住宅との比較

二人1I反i li の術Jilfii¥i li のが1< 云はれてゐる 布地ili は、今日 一般に考へられてゐるサテラ イト
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- シティ ーと は凡そ縁遠いもので、大阪市と相隣媛せる事は勿論その境界は庚 〈とも 一本

の道路、狭い所は全〈 一- 本の幾何事的線僚によって相接し、共の|口iに何等特徴ある医界は

なく殊に大軌沿線の如きは、 起賠上本町六丁目からノj 、l坂町まで金 〈人家で埋め られ恐らく

不用意な 人は車窓から大阪市と布施市の医界を指示し得る人は殆ど無いでゐらう程外視は

大阪市と相接し相似して居りますが、共の雨市に充満する都市の構成細胞にる住家に就い

て仔細に見るとき吾々は非常な相遣を見出します。今其の湘i主戦 lごついて記して見ます。

l 聯 敷

通話・な名斡がないのでこんな字を首て〉みにのですが、長:&. - .r東IIJ にili ってゐる 戸数の

事で 、 普 通何戸建と 云は れて ゐる 所 の戸の聯税数の ｾＰＺ 味 です。よれは出 Ｍ ａ ｨＧ ，品ｼに見 ら れる械

に 大阪 市に於ては Ｈ大阪府建築課調査 、 昭和 ｉｉ 年度 〉 長屋の 中山戸ｾ として浩られるものが 最

も 多 〈約 ＳＵ ＮＥ を し めてゐるのにま ｊ し て 、布 施可 ｩ に於ては二 ｦｩｾ が放も多〈 約 ＴＰ ＮＥ をしめて

ゐる情態であり、勿論之れは Ｑｾｾ ， ｬｪ ともその Ｍ ､ｩ 内
緋数 多ヨル長 長抹JKゑ

の方| 百に依って異りますが、布施 i li に於ては. %
40 

大' "守
の1n立は異つでも各方I古i ｾ Ｑ ，Ｚ 二戸建の最も秀でてゐ

1  

神地帯←
.、

る製占は王手々 調夜中立外とし? 二月}f です o Ｈ表参 ｭｾＩ 30 

f，!，j 三戸建が耐l 1'i共に 日立って少ないのは、-dit(;

に忌 まれ る慣習のあるにめである事は 、今ムE7北
20 

ｉ ｬｊ ｪ ｾ 要 し な い 事と 思 ひ ます ｯ 之の ｩ 齢数の相違は

一 見 大 しに 事ではな い校です が 、 盆 地 側係ｾ ｾ の
} o 

iで¥_
令

他 Ｊｾｪ 生的 或は 使 ひ勝手等ｾＥへ合せるとロ ｦｊ 点り ぅ4

:;: D: 要な 問題で あ り、 二 ケ建が凶ケ控に種々 の貼li
3tt Z 凶 ゑ 大 七 J¥ 九

で優る ＴＺ ｊＺ￬Ｚは勿論であります ｯ 次に 一 戸建のｾｾで
;匹 陪i

すが、たｼ仮 ｬ ＨｦＱｉ￬ｬＺ 令説の ［ｶ ， Ｇ￰ Ｑｴ に ｈｾ ると 一 戸建は必

厚. の約4. 55'6に過ぎませんが、布施" di に於ては約 4. 0  

ＴＰ ＮＥ になって居り結くべき ｾ ｈ ｪ 主であります。然

し此の 一戸 建とえっても布施 di に於ては所謂懸
，30  

:f.lノj、十1"'. ととにでも ありそ うなも のは少な し 約 8

害IJは長尾を一戸 -r:: げ千切っ? こ棋なものに過ぎな
主0

いものであり 、且つ) j il: 併諜の制作は醤市内の新

醤現存住宅 tこ就いて なさ れに ものであ ります か
10 

。
，f  

、d

¥、、、、

ら、之 の比較は首を失 して ゐるかも 9.: 11れない と

メ

、

、

j旦ひます。八参考迄 lこfi 己し? こに過ぎませんげれ

4.5  6  8  ｾ ｉｏ＠ 15 20 .2S  3 0  

共、浩しイli 施-di に於てえ|坂府iIi I:令却でなされに

畳 時 数 。

と同級の部d1正をなしにとしても 、矢振り大阪市 第 2  闘
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主の差は驚異的なものであらう事は想、像されますo M故なら 布施ili が新興都ili であるにり

に、古い住 家程悶悶誹 ｾ ｾｬ 帯び＿こゆっくりとし＿こ一戸建が多〈 、新しいも の程長屋が多 いと

想像する事はvとして無即な事ではないのでありますから 。

2 階 教

大阪市内に於ては全嘘として平屋ーよ り二附建の方が多 〈、 i li の中心 を雌れるにしにがっ

て逆に平家の方が多くなってゐる械であります。例へば天満署内では 二階建は平屋の約三

倍であるの ｬ 二 、 Ｇｉｾ 本署内では逆に七割となれこれが荷 ｪ ｽｪ 包 ￯ ｬｔ に於 ては更に 阿 割に下って大

阪市内のどの方商よりも平尾の多〈 建ってゐる 事になると 思はれます。中 二階建は今の川・

極 め て 少 し 市 街 地 建 築 物 法施行後新築のものは971 ど有りません。之は此の町の習慣とし

て古くから中二附が少い絞ですが、之れは既に古〈から何か原悶があっ Tこのであらうと場

へて居りま す。

5 畳 敷

之れ に就い てはさ十三ひ東京il i内並に大阪市内のj j ) ;'d伐があるので、 それに合せて| 酋l表を作成

してみ Tこものが第二闘で す。此慮に於ても又東京や大阪に比して相違が見出されるのであ

ります。之の相泣の原因と考へられるものの一つに丙4:mlilTの統，¥- 1 " と訴々 のものとの封象の

相違であり ます 。即ち前者は一戸建も合まれて照り 、叉前記しに桜な二附建が後手f より断

然多い事が務られます。思 i 、に前二者のダ イヤ グラムの ll l J 折執が、平屋と二階屋の医分 ι軸

に首 るのではないかと; ; / 1 ) へられます O それは布地市に於ては他の同都市の然かも哲住宅に

比し、同 じ一戸にして品数を多 くする fこめの. 7J l 11百型の合王111. 化 に隔段の返歩が議想されるか

らで す。 悲 しそうであるとすると之のダ イヤ グラムから平屋ピけに就いて考へる し 布 施

市に於て は他の隔都市 より ー桁fごりつまり 三帖t: け島教が多くなってゐる事になるわりで

すが、之の 11¥1の事情に附しては他日 を期し? こいと 思ひます。

4 結 語

以上布施市のK 屋住宅に就いて大阪Tli のそれと 比較して書いてうK まし? こ。勿論知iい黙に

なれば ま? ごまにあるわりであり ます。之れ等の事怖から想像して、先十布施i li が大阪市に

比して地代の低い事や従って利i問率の良い事などが515へもれますが、然しそれにげでは大

|波Tli より 一戸建二戸建が非常に多〈 二附建の k ，Wに少いJ ; ! U山にはならないと考へます。そ

の 他 こんな事が考へ得られると ｽｾＮ ｬ 、 のです。それは木 Ｚ Ｑ 仮 ￯ ｬｩ に比し て経 ｴ 内的 に 非常に零細川

家主或は地主力 Z比較的に多いと云』、事であり ます。 これに附して東京市内 ( 三回母性合小島氏

論文、昭如 9 11二 12 )1 披〉に於りるものと比較し工みにかつにのですが、紙! 古Iの都合上割愛す

る事に致しまし t:。

5 平面型に就いて

( 1 ) 間 ロ と 奥 行

ｉｉｊｉ 口 と奥行の剖伐は長 屋調 子千に合ってその質と型態の ，ｾＮＧ ｾ住上非常に ｲ ｦＮｩ Ｚ要なもの でありま
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すが、今までに之の統計は筆者等主主聞にして聞かない のであ ります。そ して普通に は品数

或は坪数等・で調作ーされてゐ ます然し これは不適訴の核です。何故なら説教の同じ家は決し

て同質或は質の近似を示さない事は、之が投のない常、即ち浴常i先商所或は床の1: 日の有無

炊 事壌の ＱＸｩ 狭ｾ自民 ｬ 現し＿こ 事になるから です 。 向 叉 ｊ 県教の差カ ［ ＮＷ ｰ 而必Ａの 差を 示さない事は、

説 明石 ＿要しな い程です 。 Ｓ 主 砂［ｉｪに徴してみ ｔ こ所に依つでも、 ー ｉＺｗｾ 三 川口 のものとこ Ｑ ＱｉＱ Ｑ Ｚｮ口 の

もの、 或は二1: 1"1々 口色 二1m牛1m口のもので、若し奥行が同じ場合 lこは各々前者は後者より

建築費に於て二割前後低いにも拘 ら宇品教に於ては始ど縫化を見ないのであり ます 。又街

生的観黙から見ても、採光商通風陶もst 等1:'11 口の相違が非常な相違を生じて居ります。岩々

は此鹿に於て長屋調奈に於けるI l 日口調在を提唱し fこい次第です。長- 屋調奈に於りる 主主数調

奈よ りはまに件数調貨の方が有効でありますが、賓際問題として坪数調査は非常に JIi 介1;'

矯め、技術者の調査を除い てはl E献を期し難い紙射があ ります。此虚に於ても liIl n並に奥

行調任は泊首であり、且っ き 十三ひな事に大祇の長展が ￥ｾｾＡ 敷である事も 向 ー 居間違ひの少いも

のとする便利lがあるわりであります 。勿論それにしても 1¥l 日の単位が東京111I 京Il rJ の蒸あり

得るわりであり向之れに 「小1l'. 1中」の板1: 日などの付いTこものが問には有り得るわりで、-n]'

成復雑な寸法まで有りますが 、 行々が採っ ｔ こ方法に於ては Ｒ Ｑｬ日々口と云よ、場合 、 Ｑ ＲＩｾ から

ＱＵ ｒ まで ＱＵｒ から ＱＸＩｾ までを Ｒ Ｑｬ ｗ Ｎｦ三としまし＿こ。之れでノトの場合立程不都合を感じません

でし＿こが、之の ＱＺ 日口幅｛Ｑの 区分に就いては 向今後間 究の険 地のある ｾ ｊｈ 盟、ひます 。奥行に

就いても同様 ｩｊ ｬＱ ｬＩ ｜Ｎ する事にしましに 。然し ょの際奥行を主屋 ｦｾ けの奥行とし便所等の失Ｏｊ｜

物ｾ除きまし＿こ 。便 所 の少し長い短かし 、 ｦ ごりで建物杢開の奥行に相速を生じ＿こ如 ｏ ＮＡ，える

のを蛾つにf . S であります。そして前面部の突出は、 その先端迄を inlJl くする事にしましに。

斯〈してイli 施i J i・を四方商に併l蹴計しにものが 両行動11' 鰍ill :t l 1間目別r平成川 河l

第三1，';.1であります o 之の表により各方面に非常男行 11s向 4 附 51側 副ι51 巾目

な羽 i遠のある事が見附されますが、以下之れに

ついて少し詳しく書いて見る事にします o Il II J:1 

に ｈｾ 、てみますと ａ 、 ｃ 同方面は可成り相似し

て 居 れ んに二¥Hl 々口のもの最多数で殊に A 方

l酎で は7 4 %を占めて居ります。りれ共 A 方[白I は

C 方商に 比し てー11開三1:11口の ものが断然少な〈

なって周ります。叉奥行に就いてみますと A 方

面では五I l II奥行のものが最 も多 〈四 、五 IlII のも

のが之に次で居りますが、 C 方商では問、五1111

のものが最も多< 56% です。之は二|日l 口々 一Il日

午nll 口を問はす・問、五I l 日々 口が最も多い? こめで

之れに依ってみても C 方耐は A 方面より幾らか

VI  1 6  
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住宅質の悪い事力; % へられます。次t ;""B 及び D方面でありますが、此慮では前記二方面と

越しく異り共にー ｉ ｪｗ ｉ ｾ ｉ ｉ ｜ｉ 日のものは符無であり ＱＱ 日 口は非常にＡ古代 、 殊に ｄ 方商の如きは践

し、物程多くなり、長屋で三IIWi 三1m口と云へば一寸想像に刻h 、様なものですが、之れが最も

多数を占めて民り非常に高級 ｋ 屋を思はしめますが、奥ＱｪＩ｝ リ の去を見ますと ｪ ｬ ￴ Ｇ ， ｾｩ［ に浅く最

大四、五ILfl から ii むj 、三1m乍で平均四1mであります。故に 一戸首り建坪にすれば大しに差は

なく矢張り倭ノj 、性宅である事に縫りはありません。之れに比すれば B 方面の方が徐裕のあ

る平商の多い事が想像されますo 結局 D 方[ 印. は間護未1': R 向く耕地整理区割整理等が行は

れす3醤中l道に媛して列欣に建築されて行け占梨に他 ならないのであります。之慮に於て矢

張り都市的な現象として11日口の縮少化と云ふ事が去へる様ですo

( 2 )  テイ厄カ) 1 " ・フラン

我凶家族制度も維新後の，D: 激なる資本制的設展 l二作って次

第に封建制的大家族を次第に縮少し 、単一家政へ移って行き

之れと共に都市自身に於ては、都市居住者の ｾｉｾ 大多数を占め

る移住者の家族が始めからそうしにものとして出張して来Tこ

事、力11之最近の生産機構のもにらし? こ所の寸立大衆の粧倒的

均等化は者llil i仕宅、然かもその中の借家住宅は次第にその型

式の単純化1 : ;i ー化合理化へと設展し一定の大きさ及一定の型

式恥ωへ叫の沈附成されつ〉功叩あれるM ωそ初の一つ引と山古し H川!

見られ＿仁こゴ ｦ所所川叶 ＧＮｾ泊ｼ 目 Ｑ 泊 ｢ 圧陪三 ｃｴ 第ｻ白 ｌ 四 ｼ凶｛的副｜Ｙ Ｑ 参 ＮｬＡ Ｑｴ烈Ｈ代ｻりＩ と栴される ご玄広乞: 闘から炊事 f(!: 

ぴ

場物世まで平同I { t ' 縦断し Tこ土1mの 消 滅 ( r都市住宅の研究J 西

山.a:; 建築接研究 i2年4月〉と今一つはそれに依って生子る炊事

場位置の移動のにめ 、建物前面からの保光がダfIど不可能な? こ

め第四| 函|に児られる 「中の間」の消滅であります。その鴬に

挫の.II¥J が同凶の如〈 三段になる事なく殆ど線、て第五岡の如〈

一段になって居ります。此の現象は布施市に脱らす・大|奴全Tli

に於ても見受げられる所であります。

きて最後に布施r 1i に於りるティピカル ・プランでありますが

之は前にも書いに如 < B D方面に於ては 11¥1 口の幅員が二、

五 ＱＱ 日 以上の ｍＧＨｾ 、ものが多いにめプランが可成 ｨ 自 ｲ ｬｬ になり

典型と云へるものが有りませんo それに封して A 、 C 方i i 1iに

於ては大多数が二間々 口であるにめプランの構成に一定の制

限を生じ、 その矯めに第五闘の如〈奥六帖と表2 . : BM及炊事壌

の組合せ方に依り五種類が考へられます。( 之の際奥八帖及

共の他 に四Ipli 聞 を使ょ、事は一つの民例も生時きにめ1 "i1ij 告) そし

第 4 園
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てこの五臨の中 A 方商に於てはd型のもの最も多< ｾ，Ａ Ａ これに

火ぎ C 方面に於ては c 型最も多 〈他のものは何れも少〈これ

に次ぐものはーHWI三IlJ l口のものに なっ て居り ます。それは第

六闘に示す綴なものになって屑ります D 此虚に至つては、吾

々建築行政に撹はる 者に とって、 之を 以て之の方簡の典型と

して護表するにはいさ〉か培路し Tこし、程劣質でありますが、

有脇市又は大阪市 に於ても 、便所は装先栽の片側に設げられ

るのが普通でありますから . 之の際、之の一戸の彩光岡杭は

l坪に満? こないものとなるわけであります 。然か も庇の出や

便所の突出 を 考 へ る し 最 も 向きの良い場合で も、日 !lqj 伏態

は極めて不良 となるわけでー。之 れは ごIl ¥ll ln口のものと 比べる

t 非常な相違であり ます。然るにも拘らす' 恐 らく nn口に依る

心人血キ河口弘之平翫)

+ 土 問

+ 2 帖

+ 6 帖

第 6 潤

累年統計が係られにならば斯種のものが可成りの程度に於て漸地しつ〉あると云ょ、事が示

されるであらうと考へます。

今日同民誼佼，事主髄f女等の/ i rj題の亜大化せる機千? か〉る位宅の劣質も又問題で有らねば

なりません。之の改良に就いては粧術的. 法iljll 的或は技術的幾多の問題が有りませう 、げ

れ共共の前に 一服:か 〉る 事態を地( < 所の諸事情、 :! irz に諸原因に就いて究明する事こそ今日

営 々に耕せられに重大問題であらねばならぬと考へるものであり ます O

備考 l 東京のものは、 ｊｬ ｕ 江市役所 、東 京市住宅調査Ｈ昭 和 Ｖ ｾ 同月〉に 依 ｨ 大阪のもの は 、大阪府

制: 合課 1'I.t 地調査より見1: i 5 大阪市内の住宅 J ( 昭和9"1ュ3Jl ) に依る 。
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大 阪 府 下 に 於 け る 都 市 計 董

松 井 清 之 助

建築計Ｚｲｴ［Ｚに従事する朽の布 ｾｬ￯ ｬｩ ｾ ｉ Ｇｪ ＡｾＺ に附する Ｚ ｊＧｬｊＡＮ併は似めて必嬰なるにＮｹ，リはらす 、 従ＺＩｪＭｅ fi.:々

等閑に附せられてゐるのは誠に泣憾である。

都 ￯ ｬｩ と は如 ［ ｬ ｩｊなるものか都市計 ｩ ＡｾＺ とは如何なる料 ｩｪ ｩ ｬｩｬｬ Ｇ ft> .fi j:つてなされるものか、と 言 」、 一

般的慨念は我々市民としても多少は興味? 以て ー肱心得泣くべきであるが、之等に闘する

説明は 他 にも多く見交げられるを以て、こ〉では之をヂ Ｇ￬ ｬ ｾ 告し 、 也桜建築制係 ［ 討の事務上必

嬰なる n. 盟的事項のみを選ぴて相li li 計費及同事業一覧表として憎め Tこものである o 表中都

i l日121E及同事業の項円中で伏; 定後の鑓更、共の他|判断説明"! { ( . : t l ' inl 告し? こが詳ー制は J(f 版、i li

役所等にイ ｊ 御ｽＡＨｾ介助Ａｦ ￮ へれば幸で‘ある 。

都 市 計 主 一 覧 ( 昭利 13{l o4)1 1  11 現ω

大 阪 都 市 計 壷 匿 域

Ｈ 都市 言 ｪ Ｎ ￮ｴＺＺ法適用 〕 翻 ｬ￯ ｬｩ ，ｪＧ ｉ Ｇｬ ｾ ｩ Ｎ長 ｴ￟Ｒ 係ノ規定こ依リ 大 阪 ￯ ｬｪ ヲ 指 定Ｈ セ ラ レタルモノト者倣ス 〉 大 Ｎ ＹＮ ＱＮ

l ヨリ 施行λ 8 . 法律第36披

〈い7t 城 主民 〉主 〕 大阪都市 ;li'iln.;; 域決 定認可、大 .1 1. 4. 24、内 l羽織内大臣公告

〈以成内市町村名 〉 大阪市、三 島'1m，火岡町、-r皇 村、 1!.'.¥J能'1，11庄 内村、1加 担村、 小曾根村、 rH政息村、

市間島村、-IIJ M内君s守口町、 '1
'
河 内郡安村、J i . 破村、 災田村

( ?行街地栓築物法) 0 大 9. 12. 1 ヨ リ 大 蜘 =i 盗用、大 9. 11. 17 勅令第5<:0成

; 車 用/

O 大. Ｑ Ｓ Ｎ Ｔ Ｎ 卜 ヨリ尚Ａ蕊ＧＱ ｭ 、東成邪 ノ各全部 、 三 ＮｾｾＧＯｭ ，次回町 、 千里村 、 ｴｕｔ 能型 ＱＱ 庄内村

ｉ 沙津村 、 小 ｆ ｦ 繰村 、 中岐島村 、 ｉ 有ＧｾＧＡｬ島村 、 必 ｩ ｮｦ 内郡守口町 、 Ｇｉ Ｇ￬ｮ ｦ 内君 ＱＱ 実村 、 瓜破

村、欠 岡村二週月J

大 13.3. 13. 内務官告示第 126獄

( 備 考 )0 来}1X.官11) 走路1削! 日各PIJ 村ノ、大. 14: 4. 1. ヨリ大阪ili -'0 編 入

0 都市計量E及同事業決定中こノ、告書夏ヲ省略 z 以ド閃 ジ

地級 Ｎ地 ｊ，Ｎ ｄ ｾ C版 域) 1  

指 定 麹 更 年 ) 1 日 | 都 市 計 笠 決 近 年 ) 1 Ii 都ifj ;n致事業決定年 ) 1 日

0 防火地民指定 10 k 阪市民政正設計内 閣認
( 第 吋玖: 事業) C以 H 宇t民〉

大 12. 10. 1 ョリ 施 行 | 可、公告ヲ市長 ニ 訓令

大 12.7. 13. I 大 8. 12. 23.

O i . 卸寄ノ :新設 .&U主張. 街路鋪袋工事、E寄幅整理

地行年度f刷、決・定認可

内務省告示第227貌 |  内務省司11 11第857披
大 .10.3. 19  内閣総坦大臣公告

0 防火地隠這 IJjl 鑓fl ! :

昭11. 4. 4. 内閣認可

大 . 9 卜2 1. ｾ 布 ヲ告 示 大 l  

蜘 告示第 l撚 1

0 街 孫 ノ 新 設 伽 〈 阪糊 遁〉 附 行年度認可

可 I  

大. 10，7. 1. 内閣総理大臣公告

1 9  V I  



昭 11. 4.29. ョリ施行 P 高速度交遁機関路線決定 P街 路 ノ新設憤築‘ 街路卦I i 装工事・E制 雄 理、

問;;: 4:  9. - ¥ 認 可 | 鰍吹築、施行年度湖、決 定 釘

内務省告示第 l附 i  大 15. 3. 29. ¥ 大 13.1 1.29 内閣総理大臣公官

|  内閣総理大臣公告 I  ( 姥屋川附近事業〕

OZTTT?思Z可 ド 街 E山 河 、 下 水 道 、 公 ド 街 路 / 新 設 慨 ( 寝屋川線) 、施 併 皮 刻 、

昭 13. 4. 3 ヨリ 施行 I f語、墓地、 決 定 I  i皇j) 1l ヲ認可
け

自13.3.14. I  昭 3. 5. 29 内閣認可 |  昭 2. 4. 11 内閣総理大臣公告

内務省告示第89披 |  昭 3. 5. 31 内務大臣公告 I  ( 大阪騨附近繋理事業) C以 1・各項〉

O 地域指定 トo 河川改修〈紳崎川本線〉 わ 街 路 ノ 新 制 築 ( 御堂 筋 線 外 〉 並 胞 併 度制

大 14.5. 1 . ョリ施行 |  決 定 |  境変這加決定

大 14. 4. 6. I  昭 7. 10.28 内閣認可 |  昭 3 う22 内閣認可. . . •• 
内務省公示第 66減 l  昭 工 11 う内務大臣公告 | 昭 3. 5. 26 内務大臣公告

0地 域 腕 10街 路 ( 梅 回 開1酬 〉及 10
街路新設改築〈梅岡綾部! 線〉、 執行年度創・

昭
. 5.4. 19 内閣認可 |  土地区創世屯〔大阪甥前) I  '鑓変 ( 温))0)

1  " H n  1  昭. 9.3. 31 . 内閣認可
昭 .5.7. 1 . ョリ施行 |  、追加 |  

昭 5 6 7 |  昭 9. 3. 31 内閣認可 |  昭 9. 4. 21 内務省告示第m務

内務大臣公告 |  昭 . 9. 4. 2 1.

0 地滅型登首f

内務省告示第 228盟主

昭 .6. 10.3 内閣認可 10街 路 ( ! ) X 紳闘道、船津橋

昭 6. 11.1. 3 リ飽行
筋 線〉温 )) (l

日召 . 6. 10. 8.
昭 11. 4. .16. 内閣認可

内務大臣公告
昭 . 11.5. 8.

0 地 成績 変

内務省告示第292銃

昭 7. 7.20. 内閣認可 10街 路 〈曾根崎東西線〕土

0 土地区制整理 〈大阪寝前〉ヲ事業 トシ三年以

内= 施行 7 昭 . 10. 4. 22. 命 令

昭 10. 4. 24 内務 省 告示第 302盟主

( 第2次事業〉

0 街路/ 新設機築. 運河/ 新設憤築. 執行年度

事j 決定、昭 .7. 10.28 内閣認可

昭 .7. 11. 14. 内務大臣公告

Ｈ第 Ｓ 今 ｾ Ｑ ｊ￯ ｾ 長〕

昭 7. B. 10. ヨ リ施行

昭 7. 7. 27

地区制強理〔大阪騨商問 10第3叫 L染〈街路、 既定街路由Ii袋、 橋梁改築、

2土地臥創設堤) i l i )) 日 |  運河〉 、 執行 年 度刻、 決定

内務大臣公告

O 地域追加哲盛夏

昭. 11.う . 18 内閣認可

昭. 11. 6. 10. ヨリ路行

昭 11.5.2 1.

内務省告示第325獄

。地域這加後更

昭 . 12. 2. 23. 内閣認可

昭 12. 3. 18. ョリ施行

昭 . 12.2. 26

内務省告示第97盟主

O 待Jjl l米指定地指定

昭 .1 1. 6. 10 ョリ施行

昭 . 11. 6. 5.  

大阪府告示第 591盟主

O風 致地阪指定

昭 . 8. 4. 10. 内閣認可

昭 .8. 4. 17.

内務大臣公告

V I 2 0  

昭 . 12. 10. 7. 内閣認可

昭 .12. 10. 23

内務省告示第638盟主

昭 . 12. 3. 2 内閣認可

昭 .12.3. ＱＰＮ 内務省告 示 第 Ｑ Ｑ Ｕｾ 泥

( 商法度交遜機附〉

0 高速度交? I I I 機除! . 施行年度' 制決定

昭 4. 6. 14 内閣認可

之ガ執行 7 大阪市= 待言1-

昭 . 4. 12. 28. 内務大臣公告

CF7)d . 益事業) ( 以ド各項〉

O ド水道、施行年度制. 認可

大. 11. 6. 3. 内閣総時大臣公告

otお2矧ド水道卒業. 施行年度割、決定認可

大 13. 5.29. 内閣総司大臣公告

0 第3矧下水道事業. 施行年度刻、決定

昭 .3.3.28. 内閣認可

昭 . 3. 3. 31. 内務大臣公告

0 ド水島理事-3ふ 執 行 11三皮刻、決定

昭. 6. 1. 13 内閣認可

昭 6. 1. 19. 内務大臣公告



0 美喜u也阪指定

昭 9. 12. 7. 内閣認可

昭 . 9. 12. 18.  

内務省告示第610滅

0 第 う矧ド7R遁事業‘ 執行年度刻、決 定

昭. 12. 3. 27. 内閣認可

昭 . 12.3. 30 内務 省 告示第 16: 銑

( 府知事執行事業) ( 以 l' 各賞〉

。市街地m築物法施行

令 第 11係 ノ;規定= 依

J ! . 建築物ノ高ノ品低

限度ノ阪城 f旨定

0 街 路 ノ新設被築 ( 10放射 路線〉 、施行年度刻、

這 力日決定認可

火 .1円5. 6. 1川0 内閣綬

Jl?i. 11. 1. 13. 

大阪府令司 ｾ Ｕ ｾ 虎

O 河川号吹lc11修彦〈紳i崎ば崎f川本 Jμ川¥1り〉 、執行年度i胤 決定

昭 . 7. 10. 28 内閣認可

昭 .7. 11. 5. 内務大臣公告

O 街 路 O E代総〉 、運河( 敷i宰淫 i-I1J ) ｾ 執行年

度予戸tl . 決 定

昭 . 11. 4. 16 内閣認可

昭 . 11.5. 8  内務省公示第298主主

( 街路墓地事業〕

。街路( 卒野瓜破線、曾線漏妻子悶線) .  

墓地Ｈｾじ墓 地Ｎ南墓地 〉 、 執行年度創 Ｎ 決定

ｾｬ Ｎ＠ 13.3.10. 内閣認可

l筒. 13.3. 19 内務省告示第 ¥02盟主

堺 都 市 計 壷 匡 域

( 都市言I'j)l:法適用 〉都市立1護法第211華ノ規定= 依リ堺市ヲ指定

大 . 12.7. 1. ヨリ 施行. 大. 12.5.29. 刺令第276鋭

( 阪 城 決 定 )0 堺都市宮nt i: 阪 城決定 / 件認可、大 . 14.2. 12 内閣総城大臣公告

Ｐ 堺都市 計 ｩｬｾ 区域 紛夏 、 昭 Ｎ ＱＳＮＳＮＲＲ 内務省告 示第 ＱＰＳ 批

。芯域内市町付名 〕 堺市 . 泉 11: ; 昔日涜寺町、五箇荘村、育者鳥村、協尾村( 八回j f I : 村地内ノ 飛地 ヲ除 ク入

l弘田J . 南河 内郡金附村. 北八 1' -村. 中河 内郡天美村 、 布宏、村

( 事 街地注築物荒) 0 大 15. 10. 1 ヨ リ堺市= 適用 ・大 15. 6. 8 勅令 第 154鋭

0 大. 15. 11. 1. ョリ紳石村. 演寺町二適用

大 15. 10.  13. 内務省告示第 150盟主

( 備 考 ) 0 昭 13.2. I1 紳石村ヲ堺市= 編入

Ｐ 都市 言 Ｑ ・ￌｴＧｴ ｾ ￟ｾ 域 型空変ノ 、堺市 、 涜寺町以外ノ ｬ 町村 Ｗ［Ｇ 阜 ＱＱ ｜Ｑ セルモノ

地域、地以〈阪域) 1  

指定後更年 Ｉｊ Ｎｎｾ ｜ I 都 市 計 笠 決 定 年 )j ¥'¥ 

0 地域指定 10 街路決定認可

昭 .2. 10.27. 内閣認 可 | 大 . 15. 3. 29

都市計量E事業決定年月日

0 街 路、執行年度刻、決定認可

昭 .2. 1.24. 内閣総理大臣公告

昭 .2. 11. 15 ョリ 施行

昭 2. 11. I  

内務大臣公告

O 地域型替変

内閣線、環太匝公告

0 土地区創整理 ( 浅管 ¥1¥町、

香ケ 岡町外〉決定

0 街路( 主住宅小野臥総 入 執 行 "¥三度 割. ，邑 IJII 後 夏

昭. ヲ . 3. 31. 内閣認可

昭 . 7. 1. 27. 内閣認可

昭 .7.3. 1. ヨリ施行

昭 .9. 4. 2 1. 内務省告示第227披

昭 .6. 4.10. 内閣認可

( 府知事執行事業〉

問 . 6.4. 16. 内務大臣公告 l  

10防潮堤. 執 行 1F. 皮制. 決定

2 1  VI  



昭 .7.2. 1  

内務大臣公告

O 地域温 加 鎚 変

昭 .9. 12.12. 内閣認 可

0 1坊潮堤決定

昭 . 10. 3. 28. 内閣認 可

昭 . 10. 4. 11 .

内務省告示第222競

|  昭 . 10. 3. 28. 内閣認 可

昭 . 10.4.1 1. 内務省告示貫'5222盟主

0 街 硲 ( 古川松屋線外) 、執 行 年 度 刻、決 定

昭 . 10.3.28. 内閣認 可

昭 .10. 1. 6. ョリ施行 ＱＰ 街 路 〈 堺摂ｾｉＺ［公園線外Ｉ I  昭 ＮＱＰＮＴＮＱ ＱＮ内 務省告示第 ＲＲ ＮｂＵｊｾ

昭 9. 12. 17. I  土地問リ野里( 元三賀村) 10街 路 ( 三 制l陽 線 外〕、執行年度刻、決 定

内務省告 示 第607減 |  這 JJI]

OJ也城壁壁D. ' :

昭 12. 3. 27. 内閣認可

昭 12. 4. 6.

内務省 告示第 ＲＰＵ ｾ 成

O風 致地民指定

昭 7. 11. 18. 内閣認 可

昭 . 7. 12. 12.

内務大臣公告

O 市 街地E霊祭防法施行

令 第 14除ノ 2 ノ規定

= 依ル阪城指定

( 空地ノ 最小限度〉

H召 8.6. 1 . ョリ施行

H召 8. 5. 22

大阪府令t M3減

開 .10. 3. 28. 内閣認 n

昭 10. 4. 1 1.

内務省告示第227獄

。街路〈大沼古市総〉

運河( 三資運河) i阜力日

昭 . 11. 4.  16 内閣認可

昭 . 11.5.8.

内務官告示 第293奴

昭 . 10.3. 28 内閣認可

昭 10. 4. 11. 内務 省 告示第 226盟主

0 土地区宣IJ 監 理 ( 元三安村) ヲ事業 トシ3年 以

内= 施行ヲ昭. 10.4. 11. 命 令

昭 .10.4. 13 内務省告示 第2445J}t

( 府知事執行事業〉

。街路( 三賞詰宝寺線〉 、執行! 1F.皮 制、決 定

I!i{ .  10. 12.3 内閣認可

昭 . 10. 12. 13. 内務省告 示 第614減

( 府知事執行事業〉

。 街 ｊ 杏Ｈ大演古市線 、 堺綴ｾｉＺ［公園線 Ｉ 、 漣河Ｈ三

資運河〉 、執行年度割、決定

昭 . 11. 4.16. 内閣認 可

昭 . ＱＱＮＵＮＸＮ 内務含 告示第 ＲＹＹ Ｓｴｾ

0 街 1寄( 三' r l i ' 向陽線〉、執行年度刻、決 定

昭 . 12.3.27. 内閣認 可

昭. 12 3. 30 内務省告示 第 170奴

岸 和 国 都 市 計 壷 匡 域

( 都市言I'g[ 法適用 J 郁 子11計 霊法 第2篠/ 規定二依リ岸和問，h・7 指 定

日召 .3. 1. 1. ョリ施行、 昭 .2. 12.  14.  ｾｕｽ 令書草 ＳＵＶ 披

n¥l ， 域 決 定 〉 岸和岡 部 di ; i H在阪域決定、昭 . 5.4. 15 内閣認 可、昭 5.4. 19. 内務大臣公告

Ｐ｜ＧＧＧＺ 域 内市町村名 〉洋 平 ｮ 岡市 、 泉ｾｬＺ［ ￯ ｬＱｬ忠岡村 、和 泉町ノ ｬ 古 Ｑｉ ( 大字小 131) 、泉南古g春 木町、佐 野')11‘ 貝

島長町、 111 i直町 / 1古11、 南 扮 守 村、土 生 郷 村、ヰf !Jt 管 村

( 事街地注築物清) u 昭 3. 4. 1 ヨ リ 岸 和 岡 市 二 制、昭 3.3. 14 勅 令 第28淑

0 令官nl 傑 ノ 規定 二依リ 岸和岡市ヲ指定、昭 .3.4. 1. ョリ施行

問 ＮＳＮＳＮＱＵＮ 内 務省令官事 Ｖ ￯ｊ［ｾ

O H召. 10.4. 11 ヨリ忠岡村、春 木 町、 貝塚町、北 rl' 泊 村. 佐野』丁 / 各会11日及入木村、

、 ｉｬｬｩ 直ド村 、 南 掃守 村、 土 主 主郷村ノ各 ｬ 昔日Ｈ 品 ｦｾ 原道小楽街道 ｊｉ 叩 ＱＱ 焼界線以 西 、 立主

= 同境 界 線以*40 メート ノレ/ 区 域 ) . =. 適用

昭 .10. 3. 22. 内務省告示第 145盟主

0 布 告示 第 145iJ)t rl' I 貝塚 町全 部 j ヲ「貝塚 町 ( 笹木品村/ 阪城ヲ 除ク ) j . =. 攻ム 、

n召. 10. 5.25. 内務 省 告示第350披

( 市 街地位 築 物 法) 昭和1311"内務省令 第 蜘 「岸和岡市」ヲ 印l リ同市ノ区域 三 割 シ テ ハ 刷17  ｾ ｆＭ内務
; 歯周種別l 縫 M

省 令 第 ｬ 誠及第 Ｒｾ 成各附 Ｉ｜ｉｊ Ｏ各第 Ｒｾ 頁Ｏ規定ヲ［盗用セズ

V I 2 2  



昭 . 10. 3. 16. 内務省令第 14盟主

( 備 考 ) 0 昭. 10. 4. 15. 木島村ヲ 貝獄町= 合併

0 昭 . 10. 7. l. llli 直上、下雨村 7 合併シ 山直町トナ ノレ

O 昭 . 12.4. 1. 北 中湿村ヲ佐野町= 合併

0 昭 . 12.2. 11 . 八木村ヲ春木町二合併

0 昭 . 13.3. 3.土生郷村ヲ岸和岡市こ編入

地域、地阪 ( 阪城 ) I  

指 定 処 更 年 月 H I 都 市 役 箆 決 定 年 月 日

0 防潮堤・決 定

昭 10.3.28. 内閣認可

昭 . 10.4.11.

内務省 告 示 第 ＲＲＵ ｾ 虎

or坊潮ば 廃止

昭 . 11. 3. 30. 内閣認可

昭. H. 4. 6 

内務省告示第 171披

0 街 路 〈園遊 16披線〉決定

昭 . 11. 4.16. 内閣認可

昭 . 11 .5.8.

内務省告示第294主主

都市計道事業決定年月 日

( 府知事執行事業)

0 1均潮堤、執 行年度割、決定

昭. 10.3. 28内閣認可

昭 . 10. 4.11. 内務省告示第225放

( 府知事執行事業〉

0 防潮堤、執行年度刻、膝 J 上

昭 11.3.30. 内閣認可

昭. 11. 4.  6. 内務省告示第一1713iA

( 府知事執行事業J

0 街路( 国道 16波線 〉執行年度割、決定

昭 11 .4. 16. 内閣認可

昭 . 11 .5. 8. 内務省告示第300扱

豊 中 都 市 計 壷 匡 域

( 都市計霊法適用〉都市計量f 法第 l傑ノ規定二依リ盟中町ヲ指定、昭 .8. 12.28. 内務省告示第457披

( 阪 城 決 定 〕 都 市 計 査 法 第2傑第 l項/ 規定こ依 リ制 rl' 町ノ』広域ヲ以テ日豊中都市計重区域 トス

昭和 8.12.28. 内務省告示第461披

〈区域内市町村名 〉 蝉<1

'

rli 

( 事街地建築物清) 昭 10. 4.11 ヨリ問中町二適用

昭 . 10.3.22 内務省告示第 1463iA

〈備 考 〉 昭. 11. 10.  ＱＵＮ ョリ盟 中町 、 腕岡村 、 横井谷村 、 熊 野Ｇ岡 村ヲ ｾ ｖ Ｚｊ ｾＯ民域ヲ以テ塑

中市 Ｗｾ ク

昭 . 11. 10. 14. 内務省告示第549披

地域、地阪 ( 阪域 ) I  

指 定 麹 更 年 月 月 l 都 市 計 輩 決 定 年 月日

O 地域指定 ー | 街 路、公園、地域、風 致

昭 .1 1. 10. 14. 内閣認可| 地帳、決定

昭 .11. 11.16. ョリ施行i 昭 .11. 10. 14. 内閣認可

昭 . 11 . 10. 27

内務省告示第574盟主

O風致地民指定

昭 . 11 . 10. 14. 内閣認可

昭 .11 . 10.27.

内務省告示第574貌

日召. 11 .  10.27.  

内務省告示第 574披

都市計箆事業決定年月日
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三 郷 都 市 計 壷 匡 域

( 都命昔十重王法適用〕 都市言十笠法第 l係/ 規定= 依リ 三郷村ヲ指定、昭 8. 12.28. 内務 省 告示 者¥; 457獄

ｃ ｉＱＧｾ域決 定 〕 都 市 計 整 法 第2il 事第 l項ノ規定= 依リ三郷村ノ l区域ヲ以テ三郷都市言十錠阪城 トλ

昭 .8. 12. 28. 内務省告示第462蹴

C! f ，; 域内市町村名 〉 三郷 町

( 市 街地 建築 物 法) 昭 10.4. II ヨリ 三郷村ユ遁用

i軍 用

昭 . 10.3. 22. 内務省告示第 146蹴

〈備 考 〉 昭 .1 1. 12. 1. 三 郷 村 = 町市1] 賀施

布 施 都 市 計 壷 匡 域

( 都市計錠法; 国用 〕 都 市 計量主法 第 lil 華ノ規定= 依リ布施町、 小阪町、禰 刀 村、長瀬村ヲ 指 定

昭 .8. 12.28. 内務省告示第457披

Ci'信 幾 決 定)0 都市計 量Zi 法第2線第 l項ノ規定= 依 リ布施困r / 民成ヲ以テ布施都市計京阪威 卜λ

昭 . 8. 12.28. 内務省告示第463減

0 都r! i 官|・叢法第2傑 第 l項ノ規定= 依リ小坂町/ 品" 域 ヲ以テ小坂都Th言| 叢阪成卜 λ

昭8. 12. 28. 内務省告示第464ij Jt

0 都市計量王法第2{隊第 l攻/ 規定= 依リ長時世村/ 協i域ヲ 以 テ長措置都市言|誕阪城ト兄

昭 8. 12.28. 内務省告示第465減

0 都市首十重正法第2{際第 l項/ 規定= 依リ繍刀村/ 臥域ヲ以ーテ繍刀都市計五在民域トス

昭 .8. 12.28. 内務省告示第466盟主

ｃ ｉＱＧｾ域内市町村名 〉布施市

( 市 街地建 築 物 法) 昭 10.4. II ヨリ布施町、 小坂町、州 村、倒刀村こ遁用

; 菌 剤

昭 . 10. 3. 22. 内務省告示第 146盟主

〈侃ー 考 〉 昭 12.4.1 ヨリ布地町、長時現村、 小 坂町、 梢 桜町、意岐部村、繍刀村 ヲ厳シ兵 ノ

阪繊ヲ以テ布施市ヲ誼ク

昭 . 12. 3. 27. 内務省告示第 147盟主

地 域. 地以 〈 阪 城) I  

指定型望a : &1二H B  !  

都 市'J HIl: 決定年 U H  

0 地域指定 ＱＰ 小坂都 ｔＡ ，ＮＮ， ｈｾｅ ( ー岡地 / 住宅経後〕決定

昭 . 12. 3. 29. 内閣認可 l 昭. 11.3.28. 内閣認 ロ

昭 . 12. 4. 19. ヨリ 施 行

問 . 12. 3.30.

内務省告示第 165披

昭 .1 1.3.31 内務省告 示第 145盟主

0 長級都市計笠街路〈大阪 入F塁線〉決定

昭 11. 4. 16. 内閣認可

O風 致t色町i 指定 I  I白 11.5.8. 内務 省 告示第 296蹴

昭 12. 3. 29 内閣認可 10布施都 i!i 百十笠 ( 街 路、 公園、地域 、風 致地

問 . 12.3.30.
民〕決定

内務省告示第 165披
昭 . 12.3.29 内閣認可

昭 . 12. 3. 30 内務省告 示第 165Jj，t1  

V I 2 4  

( 小坂都市言十立E事 業〕

一回地 ノ住宅経管、 執行 年

度刻、 決定

昭 . 11. 3.28内閣認可

昭 11.3.31.

ー内務省告示第 145iJj1

〈府知事執行事業〉

街 路 〈大阪入毘線〉 、執 行

年度刻、決 定

昭 . 11. 4. 16. 内閣 認可

昭 . 11.5.8.



0 小坂都市立Hlf ( 街 路、公園、地 域、風 致 地 |  内務省告示第302披

瓜 〉決定

昭 . 12. 3.29. 内閣認可

昭 . 12. 3. 30. 内務i ! i 告示第 166減

0 繍刀都r! iHi l l ( 街 路、公問、地域〉決定

問 . 12. 3.29. 内閣辺、百

昭 . 12. 3.30. 内務省告示第 168披

0 長詩賞者問7計i ) f C 街路、公園. 地 域、風 致地

ｾｾＩ 迫 力日決定

昭 . 12. 3. 2ヲ. 内閣認可

昭 ＱＲＮＳ Ｎ ＳＰＮ 内務省告 示 第 ＱＶＹ ｾ 党

加 美 都 市 計 壷 匡 域

( 都市計霊法適用〉都市計輩法第 l僚ノ規定= 依リ IJ 日美村ヲ指定

昭 ＮＸ 目 Ｑ ＲＮＲＸＮ 内務省 告示 ｾ ＱＴＵＷ 減

or.; 城主共 '，f:) 都市計 32法第2ft華第 l項ノ規定ニ依リ 1m栄村ノ防i滅ヲ以テ 1m美都市吉Hl n広域トス

昭 . 8. 12.28. 内務合告示第467自主

(品7i 域 内 ifi 町村名 ) IJII 美 村

(T行街地往築物 法) 昭 10.4. 11 ヨリ 1m美 村 ヱ 削

i盛 期/

昭. ＱＰＮＳＮＲＲ Ｎ 内務含告示第 ＱＴ Ｖ Ｕｩ Ｏｾ

地 域、地臥; ( 阪域) I  

指 定 後 夏 年}i -r l I  都市; 7 ! 註快定年 )1 11 

地域指定 | 街 路、公園、地 域決 定

昭 . 12. 3. 29. 内閣認可 1 昭 . 12.3. 29 内閣認可

昭 . 12. 4. 19 ョ リ施 行 | 昭 . 12. 3.30

昭 12.3.30. I  内務省告 示 第 ＱＶＷ ｾｾ

内務省告示 第 167披

都市計道事業決定年) j fl  

高 石 都 市 計 重 匡 域

( 都 市 計家法適用〉都市計i J f 法第 l保ノ規定= 依リ高石町 ヲ指定

昭 Ｎ ＸＮＱＲＮＲＸＮ 内 務省告示第 ＴＵＷ Ｕｩｾ

(防i 域 決 定 〕 都T!ra十説法第2ft華第 l項ノ規定= 依リ高石PIJ ノ阪城ヲ以テ高石都市首1-克服 域 トス

昭 . 8. 12.28 内務省告 示第470披

〈院 域 内 市 町 村 名 〉 高 石 町

( 市街地建築物法) 昭 10. 4. 11 ヨリ 陥 町 二遁周

適 用/

昭. ＱＰ ＮＳＮＲＲＮ 内務省告 示 ｾ ＱＴＶ ｩＡ 現

地域 、地阪( 阪域) I  

指 定 主 連 変 年 月 日 |  都市古十議決定年 ) 1 H  都 市 計君主事業 決定年 J J 13 

防潮堤決定 I  ( 府知事執行事業〕

定I沼 10. 3. 28. 内閣認可 |  防湖沼、執行年度割、決 定

昭 . 10.4. 11. I  昭 . 10. 3. 28. 内閣認可

内務省告示W; 223放 |  昭 10.4. 11. 内務省告示第2235iA
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大 津 都 市 計 壷 匡 域

( 都市計護法適 用〉 都市計量正法第 l保 ノ 規定ヱ依 リ大津町 ヲ指定

昭 8. 12.28. 内務 省告示m; 457扱

( 阪 城 決 定 〉 都 市 計 鼓 法 第2線第 l項 ノ:規3丘二依 リ大津田J / 断続 ヲ以 テ大津都市音|重fli 五域トス

昭 8. 12. 28. 内務省告示第d，71盟主

(L¥'l;域内市町村名 〉 大 津田T

( 市街地准築 物 法) 昭 10.4. II ヨリ 大津町ユ適用

; 歯 周

昭 . 10. 3. 22. 内務省告示第 146披

地 域、地阻止 〈阪城) I  

指 定 後i I T 11" 月日 |

都市首十重主事業決定年 月日

昭 10.3.28 内閣認ロ

l沼. 10.4. 11. 

内務省告 示 貫 ｾ ＲＲｾ Ｎ 減

〈府知事執行事業〕

防潮堤、執行年度割、決定

昭 10.3.28. 内閣認可

昭 . 10.4. II 田内務省告示第224盟主

高 槻 都 市 計 壷 匡 域

( 都市計m: 法適用〉都市宮1・m法第 l憐 / 規定= 依 リ高槻 l町 7 指定

昭 .8.12.28. 内務省告示第4う7披

( 阪 城 決 定〉都市 Ｇ ｊ ｉ ・ ￬ｬ ｦ 法第 Ｒ 線第 ｉ ｾ 頁 ノ規定］依 リ 高槻 ｉ ｗ ｪＧ /  Ｑ ｜Ｑ ｾｪｾｴ ヲ以テ高槻都 ￯ ｬ ￯ 言 ↑ 家 協 ｩ 域 卜 兄

昭 .8. ＱＲＮＲＸＮ 内務省 告 示 ｾＱ ＴＵＸ 披

〈民域内市 町村名 〕 高 槻町

( 高街地建築 物 清) 昭 10.4. I1 ヨ リ高槻町 パ 古1¥( 大 字 刷、 山 t、知 11・君 除 問11、 民 k、

3  lJ 、安，師、別州 、古曾部、土 橋) = 適用シ) t ノ阪城ヲ規則第 149燦ノ 2 / 規定二依

リ指定ス

昭 ＱＰ ＮＳ ＮＲＲ 内 務 省 告 示 第 ＱＴＷ ￯ｊＩｾ

( 市街地注築物法) 0 昭 10. 5. 22 ヨリ 高 槻 川I1 ( 右 ζ 問ジ ) = 規 問 144附 2鋭乃説 4披/ 規定ヲ

適用磁> 111; 鑓夏

久J r . ノ建築物= 封シ:規i'¥IJ Ui 7係乃至 第23[際、第 25{隊、第26係、第27{l革第21民、第 28

ｻ傑 乃妥第 Ｑ ＱＵｻ 際、ＱＮ￟ ＱＳｾＨ 傑乃 盃第 Ｑ ＴＲ 係ノ規 Ｇ主ヲ ｩ 歯周 λ Ｇ

1. 規MtH事143ft集第 l扮乃至 'lf'A 披ノ建築物

2 時jij l!リ究m傑 第4i J ) l 乃$第8自主 ノ:建築物

昭 . 10. う.22 大阪府令第33;j)l

0 高槻町 ノ l 古li ( 布ヱ悶ジ 〉 二持殊.l ; j t 築物耐火橋治規則j 及待殊建築物規則ヲ適用ス

昭. 11. 12.  18 大阪府令第 107減

地域 、 地 ｬ Ｇｩｩｾ (  If;i域 ) I  
都市計笠決定年 )1 日 都市計査事業決定年月日

指 定 鑓 更 年 月 日 |  

街 路 〈大阪京都総 ) 決定 I  ( 府知事執行事業〉

昭 . 11 . 4. 16 内閲1酌 '1 I  街 路 〈大阪ht 都線〉 、執行年度割、決. ;j:

昭 11. う8. I  nw， .1 1. 4. 16. 内閣認可

内務省 告 示 第 Ｒ Ｙ Ｕ ＵＮＱｾ I  昭. 11.5.8，内務省告示第301減
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箕 面 都 市 計 葺 匡 域

( 都市計霊法適用〉都叶，. ;ni: 在法第 lil 祭ノ規定= 依リ箕面開1 7 指定

昭 .8. 12. 28 内務省告示第457放

( 阪 城 決 定〉都市首十査法第2係 第 l項ノ規定= 依 リ箕 面町 / 阪城ヲ以テ箕面都市計葦阪城 トス

昭 .8. 12.28. 内務省告示貫H6 05i}l

。lE域内市町村名〉箕面開T

( 市街地建築物法) 昭 10.4. I I  ヨリ箕蜘商町町1=- 遮糊月則j シ来共川' .ＯパＯパ ｾ｜Ｉ糊「
2辺旦 用/

昭 ＮＱ Ｐ ＮＳＮＲＲＮ 内務官告 示第 Ｑ ＴＸ Ｕｩｾ

( 市街地注築物法)0昭 10.5.22 ヨリ箕面町 = 規則第 l州 第2鋭 乃 羽 峨 / 規 定 九 又 雄 築 物 ノ 種 類

適 用 種 別l 鎚III. )

ヲ指定シ全法ヲ適用( 高槻町ノ l昔日 ト同文〉

昭 . 10. 5.22. 大阪府令第335!}l

0 箕面町= 待殊建築物耐火- IW; ili 規則及侍殊雄築用規則ヲ適用 λ

昭 . 11. 12.  18. 大阪府令第 t075i}l

池 田 都 市 計 壷 匡 域

( 都市計 査法適用 〕 昔silj 百十益法第 lil 華ノ規定二依 リ社]!，岡田1 7指定

昭 8. 12.28. 内務省告示第457盟主

( レ14 域 f夫 宅〉 都市 ［￬ｩ 蛙法第 ｬ 項Ｏ規定こ依 リ 池間 Ｑ Ｑ 汀 ＯＱ ，Ｇ， ［［Ｇ域ヲ 以 テ 池問者 ￟ｲ 師団 ｴｾ ｾ ［ｾ ｩＮｩ ト λ

rr{! .8. 12.28 内務省告示第459減

( 阪域内市町村名 ) i也岡町

( 事 街 地 建 築 物 清 ) 昭 10.4.. I1 ヨリ池岡町 ="J 叫 l シ共/ ｾＧ，［［域ヲ規則第 Ｑ ＴＹ 保ノ Ｒ / 規定二依リ指定見

昭 . 10. 3. 22. 内務省告示第 149披

( 市街地建築物法) 01沼 10. 5. 22 ヨリ池同町 二規則第 144隊 第2披M 第 矧 ノ 規 定 人 地 築 物 ノ種頬

;盗用種別H道>>r)

ヲ指定シ全法ヲ; 盛期( 高槻町ノ l昔日 卜同文〉

昭 10. 5.22. 大阪府令第 33豊島

O it品目1町二待殊途築物耐火線治規則及待殊建築物規則 列車用ス

昭 11. 12. 18. 大阪府令第 107減

地 域、地版 〈品目域) I  

指 定 聖 書 更 年 月日 |  都市計斑決定年 ) 1 ｉｾ＠ 都市 計主事業決定年 月日

街 路 ( i U! ，岡地問総) 決定 I  Ｈが ｦ 夫 ｉ 日 Ｇ ｊｾ 執行事 業〉

昭. 11. 4. 16. 内閣認可 |  街路〔 池 間 磁岡松〕、執行年度審tl . 決定

昭 .1 i .  5.  8. I  f沼. 11. 4.  16. 内閣認可

内務省告示第297獄 |  昭 . 11 . 5.8. 内務省告示第30351是

長 野 都 市 計 壷 匡 域

( 都市計 護 法適用 〉 都市百十叢法第 l係ノ規定二依リ長野田1・ヲ指定

日召 ＸＮ Ｑ Ｒ Ｎ ＲＸ Ｎ 内務省告 示第 ＴＵＷｾ 沈

n' ，互 域 決 定 〉 都 ｲｬ￯ Ｑ 十査法第 Ｒ 隊第 ｬ 項ノ ［ 規 定］依 リ長 野 町ノｉｴＮｾ 域ヲ 以 テ長野・都 ￯ Ａｩ 百 十華民滅卜 λ
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日召 . 8. 12.28 内務合告示第469披

( 阪域内市町村名〉長野田丁

( 市街地建築物法) 昭 10.4. 11 ヨリ 捌 PIJ ニ 遁 仙 川17i 域 嚇l附 4糠 ノ2 ノ規定ユ依 リ指定見

適 用

昭 10. 3. 22. 内務省告、示第 150盟主

( 市街地建築物法)0昭 10. 5.22 ヨリ長野町 ニ 規 鵬 144附 2減乃至第4披 / 規 定 人 又 建 築 物 / 種 類

適 用 種 別J W 更

ヲ指定シ金法ヲ適用( 高槻町 / 1古日 ト同文〉

昭 . 10. 5. 22. 大阪府令第33獄

0 長野町ニ待殊建築物耐火構造規則及緋殊建築物規則対日目用エ

昭. 11. 12. 18. 大阪府令第 107盟主

柏 原 都 市 計 壷 匡 域

( 都市計査法適用〉都市計益法第 l係/ 規定こ依リ柏原町 7 指定

昭 8. 12. 28. 内務合告示"$457説

( 区 域 決 定〉都市計説法第 Ｒ 係員ｾ 1原ノ規定二依リ相原町/ 抗生域ヲ以テ柏原郡 In' 百十車区域 卜旦

昭 . 8. 12.28. 内務省告示第468減

。広域内市町村名〕柏原町

( 事街地建築物責) 昭 10. 4. 11 ヨリヰ柏糊自版原町昨町=ベ; 醐シ共川/ ぺ』附1日7

昭 . 10.3.22. 内務省告示第 1515ti

( 市街地往築物法)0昭 10.5. 22 ヨリ 柏原灯エ規則第 144附 2披7':; 調 4減 ノ 規 仇 又 述 築 物 ノ醐

; 菌剤種別強} . [

ヲ指定シ全法ヲ; 車丹J;<. ( 高槻町ノ l古11 ト同文〉

V I 2 8  

昭 . 10. 5.22. 大阪府令第33披

Ｐ 柏原町二待殊建築物耐火構ｾ規則及特殊建築物規則ヲ適用見

昭. 11. 12. 18 大阪府令m l07減



- 時 報 ・

都 市 計 重 l:t 教育機関計董をも包含すべきなり 1 )  

コロムピア大型経師範昔日教授 エ ヌ ・エノV ・エ ン ゲ ノV - ' 、ート

都市計 筆家の理想も教育機側計筆家の理想 も益三 ならな いの は勿論でめ るが. :x..ーカ筆校賞局者に

た' 似遜って居 るのが普遁である o l iJ ち爾方共に枇 於ては Ｎ 祉舎の凡てに相瓦的自 ｾｬ 聯を有 す か、る主主

舎の脳利精進に倒し て要認して居 るところ のもの 設計査の要求するところのものに 、充分なる考慮

は都市 をして魅カめる ものとな す矯め、地形に ょ を抑ム 必要があ る。

る自然の等高線」走自然の美さと云ふものを損ぜや 豊島校百十重を? 進捗 さす然、都.，Ii言1.主主委員合着くは

にそれ等自然の見盛カｾば そのま、計査 に取り入れ 地城市 Ｑｊ ｾ 皇国 ｃ ｚｯｮｩｮｧ group) は夏に多く助成機附

ることであっ Ｑ Ｚ 。そして都市騒音 Ｎ 交主主危険及［Ａｊｾ { e 準備す る筈である。 地域市1J. 改定街路関空量計査

のイ也 の翠ましかもさa る状態から解放され る事を要 案及: m- 梁の取付又は交遁機闘の迂砲する 高低分自!l

g して居るのでみつ1: 。彼等は各 々個人が幸福を CGr ade  separat ions ) 等に闘す. る地図は 、数育機閥

復ち得るばかりでなく枇舎. 経i費及人智の重量主主の 言十査に取っては 、無償値な報告を官官すものでめる

勾いづれも利金を提供する械な環境を創設する建 叉質際、現在並に将来に針して、教育機闘と云ふ

言史的 な都 市構築を白星んで居るのでゐる。 l iJ ち彼等

が関空去を求めて居 るのは 、例へば皐校. 博物館、

悶容鋭、公園及遊園地等を施設し、或は叉刻周し

得る様な 日目 や り甲 斐のある ｴ ｊ ｾ 務周の重量逮を求め

ものが何んでゐり 、作H急に商日置 さるべき L ので ib

h そして是等の敷地が一般的社合目 的とし て皐

校が如何に利用 さるべきものでめるか、 と云ふこ

とに就ての全面的理解なしに 、是等の地闘が如何

て居 るのでゐ るQ 殊に公園及遊園地の虫fJ きものは 程多〈用意さ るべきかを思考するのは困難でみ

市民 の大部分に刺用 され得 る ものであ る。彼等は る。

図民 の社合的並に智的向 上に附す る産業及経理野上 交遜fι 験と災害に糊する地図山内吋七虚に採録 し

の相互閥係に開霊堂の重射を置いてゐ る。是等に活 ＱＺ 様な ｾ ( 第 11歯参照) f;: . 都市問題研究の ー

動する人々は永久的にして不朽 なる魅力を持 ち且 部門として Hart f ord 拳校管理局 CHart f ord school  

つ人間的欲還に聖せする w用性 CService bi l i ty)  に admmi ni strati on) によって用意されてみ る。土地

就てより高次な社合開後を要塞して居るのでめる 別用闘 CLand. use map) は住宅及人口の推移を示

でゐ るから 我闘 の 都市計蛮家と教育組織 と の閉 す地固と同様に 、何虚の都市でも 周期自力に作成す

に、 より緊符 なる理解がなげればならぬ。 l jJ ち都 べきである。 如i 斯綴者なる 4Jl:1置は . 接校主主築の要

市計叢委員合 ( Ci t y pl anni ng commi ssi on) は製校 求を進めるところの唯一の迷宮史的根嬢を形成する

が何を成しっ、あるか、 そして叉更に 何会成すこ 助げとなるでみ らうといふことは全〈明確なこと

とを翠んで居るか、 と云ふことの民債を準ばねば でゐる。

1)  N.  L  Engelhardt;  Ci t y Pl anni ng  S hould Incl ude  School -Pl ant Pl anni ng:  Amer ican 

Ci t y. March.  1538.  P .53 

:. Wor t h争 whil e agency 
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勺九

本地図の星占で表はし て居るのは Hart f ord，C onn. にuそげる児童の交遁事故のあっf 二

核ー所でゐる。 闘で表して居るところはfι 験が多〈あつれ交叉鎚の k ころである。

撃校営周者は是等の事t置を児童の池多に謝して最1 ， :有利化せんとして居つ1: のであ

る。比の問題に附する絶 えさ' る研究は校舎の配置と事放の軽減に附する補助として

根芋的に芹閉すべきである o 勉製時間主同様に勉鎖後総 般利用計主として各事校近

隣にある充分なる面積の遊戯携を? 用意することは就豊島児童 の大多童文がか、 る事故に

倦きこ まれ ることを軽減するのにキ日常 な意義を有するも のであ る。

第 l 図

f ( 行 は自 治惚 CC ommuni t y ) の償 値を増加するこ過去に於げる多数の教育機除i計重は根本的に過

とになるでめらう。若し不健康 地 に豊島校が百 ｂｾ まさ失であつれ といふことが出来る 。HIl ち多校建築lま

れる場合には、先づか、 る土地から老朽 しに古い人口の存在するところに配置されてあっ仁のでめ

籾符 して存作して居 る住宅は破援して取り除い てるが. ;1毛. ! l は人口に聖母しての住宅計査がされてな

その代りに新し い祭校と住宅の再建と云ふ ことがい 結果として 、 人口￯￭Ａｊｾ 貯 金招来し 、 家庭と云ふも

必要となる のであ る。勿論I ( 1l 斯方法は. 入銀生存のが厳れ るとスラムの務生 となり 、 そして都市に

の必需に制して充分なる計輩及考慮が扮はれてな多少なりとし永久的な腐絢 しに鍔)i lj ' C$ovespot)  

い我々 の都市 の何慮で ¥" 1， 必要なこ主でめらう。ｾ剣り出すといふ事になっ ＱＺ のでめる。都市及豊島

校 言 十量正家い 共 に次の原則に就て祭校ｾ 言 十重すべ
7象想、人n の趨勢

(  . はれして望むべからさ' る L のでめるかどうか

機想人口 CEsti mati ng  popul at i oゅ の聖堂主主と云内角 人口の集中すベ

ふ こと は 、 多くの困難ｾ提供すると 難 いか、る

ｾ深意に考慮すべきである。

きところに充分な敷地 と建物の位置を選定し、 そ

して祭校 を結局不健康な住宅地に配置するといふ
百長想はｾｻｦＪの言十談合行ふ場合には作成されねばな

らな し、。N. L.  E ngelhardt 氏と F red， Engelhardt 兵ことよりむしろ 、住宅地主して稜達して居るとこ

とは彼等による著轡 4 豊島校m: 築の橡定吉十笈川こ於

Engel hardt ， N.  L.， and E ngel hardt ， F  red  :  "Pl anni ng  School  Bui l di ng Pr ogr am， 

P.  56.  Breau of  Publ i cati ons， T eachers  C oll ege， C ol umbia  Uni versit y， 1930.  

ろが ｬｩＡｩ 型経院域となる秘にする事 。 、 ｾＭ比 の 原則の

2)  
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て是等の問題に封し て、 只患に "耳't JJl J の影響合央 phone  service stat ion)  :z，c斯メタ ー、 ド7 k 施設の僚

へ か I CB ooster) 万? 去に過ぎないと去って非難 し 張 、上ノk のメタ ー及建築許 nI 等の要素ば個キ別有

て居 h 之 に就 ては人口の聖書化が反映する経理撃的 に分縦して取り傘ぐべき もの にゐ ら宇し て、 じし

鑓動の測定法を採用する のがむしろ普 いと して次 ろ常に 聖書綴的に平目ぷに側聯せしめて扱ばねばなら

の如き項目を提供して居る o EIl ち課税の査定従 ぬ要業でめ るo i1li して教育局 CBoard of education)  

格 . 銀行のJ ! 長支、銀行の預金 、建築詐百J の償佐、 の祭校言l 道郎は差等のヂ - {J を色合 して鎚{と して

餓道乗換人口の童話動、郵便の受領. 電話局 C Tel- 行 < ，;1.1談 合経えす・取ってお くべ きでみる 。

"';j・

J

/

 

.

b

/

 

ノ

lCl' ・ 13 ，る- 3

ｬ ｊｾＩ＠ - 栴， 2: 21

ｬＩｾ ・ Ｑ ＱＮ，目。 ＮＮＮＮ｟｟｟｟Ｎトｾ

2.i: .，-:.・拘C l: tt岬 . <将

第 2 悶 Hart ford.  C onn，の人口研究に腕J して調査に利用し -Uf' ; _域。

! k . 等の以域は桜キな激怒人 μ 研究に掛J して利則 され1:以域か ら形 成 されてゐ る。

本 闘は 1910 ヵ' (， 1930 まで是等以域に於げる人口の主主動を示すものであ る。

月i I併の根 本 的 要求) : . f lj! 惣

さ廃校管王里局嘗局者 LH ' 族定的な教育政策全保閉す

る事なしに教育機除 ｊ 言十夜ををま 展せ しめる事はｬｉＧＮ￞ ｦ ｾ

ない。是等の政策は . 自治生活の常識及置を主主の; 課

程と自治教育の抱主主等か ら雪量廃すべきものでゐる

而 してその根本的原理は、敷地 の大さ . 英の上に

決め られ1: 用 途. 建物の一般的性質、内容の待質

及公金への使宜と利用 の程度等に彰響を奥へるで

めらう。 就 事人口の絶え 聞 ない研究、等級的 及地

主里豊島的地区 ( Grades and geographi c  areas) 等は勿

論善 き筆校管理 事 務局の仕事として，記録されねば

ならな いのであ るが. 同時に 建設さるべ き土地 の

詳 慣 に附する事柄をも ｾｴＡ録され ね ばな ら ね。豊島校

の各形式のl毒の主s: 築規伎に到する政策にI # J しては

充分討 lil命さtL1: 1去決定さ るべき L のでめ る。財政

百十司干の詳細に就てu . ，明確に -f J i で問: 0 : さるべき

でみ るo 公立及拡なの皐校のうf 布制 ( f) ol and 

spot  map)  I立、教育機闘に院j する動防Ht' 示 すのに

底 # 助 り に な る も の で め る o 筆 校 調 査の資 料

.  CSchool  census data) は21裁までの者 b; 主義図的に

皐ぷ研究科 CPost-school) と同級に改科をも含め

て 、 ［歯 切 な地方的解様ｾ可能な ら しむる械な力法

で沼鍛 されねばな C なし、。今日 多数の豊島枚組織は

小撃校の遊滅を示して居 九 その反華社に高等拳校

への人 口 は急［激な る冷 ｪｭｾ 示して居 る のでめ る。

そして殊に後科 CPre-school) 年齢に於て最 L 者し

い のでめる。そ こで、教育機跡J荷量f とし て決定 さ

3 1  VI  



れねばならね是等の趨勢への意義が設展して来て 族をば放逐して居る主ころ L める。瓜全なる Ji 法

皆 し皐校往築と云ふ L のが後怨的要求より む しろ を 徹 底 的 に 指 導 す べ き 様 底 の あ る j象的，j CUnder  

現質的な事賞に謝し て行 はれ るとする ならば、 !1: -Iaying  ー ｲｩｮ ｣ ｩ ｰｬ ･Ｉ とは人類カ［智 自 ＧｾＱ " 社 曾自主及経i質

等 の趨勢に代るべき 鐙 f七が知られて居らねばなら 的 努達を可能な らしめるでめらうと ころの生活 保

ｾｬ と云 ム様 にな ってｉ＾Ａとれ。

ilil :令 及例 人 に 影 響す る 事 校 建 築 の 効 県

件に主主 し奥へら るべ き格競であ る。児童と云J 、L

のは 、 民直に l弘まますべきものであり 、見つ彼等[ よ

1m国 の登主主に謝してめ らゆ号機曾が奥へられねば

星島校五? 建 築 するとい ふことは 、 さう戦々しく 引 ならないし、彼等の家族が無制 心 ではあ るが児童

き受げらるべ き ものでな し、。 それ は納 税 者 の金 に の生活は 、 内容 に於て い 抱気に於て L 或は) Z! i : を

よる大なる投資を意味する からである。而 L その 主主 に於ても渦ー足すべ き L のであらねばならな い の

と ｊｾ Ｏｊ← Ｑ Ｍ 年 以上い多数 の 個 人生活 に影響 を奥へる であるカか、古ら、都市の環域暁z" 至皐葬校の数地及塁筆島校主述E築

L のでdめb りh、而 L その待質{ はま 、教育言計十輩のキ株寺殊f性生5を「 の待質と云ふ L のは、l腿必 々兇2童主の幸脳と} 成瓦就の機

決 7定主して居る L のでゐ ら う。 比 の黒貼占をを?考へ るl時侍工 合 Ｔを「奥へ ＿ 二ｪ り Ｎ 破破 ｩ ｾ媛誕し ＿仁Ｚ りすること ｬはま ｩ淘旬に甚大な

ヨ事t 進

i無l既正言言. の影2響華4を? 契へ るでdゐb らうと云ふ司事J : ( はま出来る o 1i 首考 本論文l立、 1938版。米閣の筆校及大接&1:.

多くの場合、 自治程にめりでは、多校建築とそれ 鑑 <- ( T he  Ameri can 5chool  and Uni vers仰

に伴って行はれ る詩計査とは、熱心な る新 居 住 者 Year book) のなかで、Engelhardt 博士によつ

を持ち ;!fct こらす ものであるが、叉 その反封に他 の て更に抱括的取扱はれて居 る L の、抜卒でめ

自治骨量に於ては、撃校建築とそれに件っ て行ばれ る。Ｈ亀井幸Ｚ手ｾＱｩ ｉ ｏ

る事業が、 よい事を 希望して照る付j 民と彼等の米

St. Paul  1こ 於 げ る 匝 童1] 整 理 進 捗 す る 1)

ジヨ ー デ ・エ ッ チ ・ へ ロ ノV 卜'

5t. Paul は漸次也劃主主の完成し t: 者II-r! i となりつ 求されて対 る吹巡 を促進なす子とに除i する 投標 者

〉め る。虫11斯結果 li. 19 191トに組織 され に都市五l によっ て認可され f 、o lfri L 比のt.!j¥i'(fi : 不主主系の壊

滅局の活動によってiF.ーに招来せし L のである 。 19 合の綬和 授と して 役 なっ L のであ るが . 此れが

20年に 1: t . その Z タ ツ 7 と顧問どの決 定合見 1: の 5 t. Paul に集 よるまで l二11 . 州に於げる他の部分

であるが. 都市の要求に関する測資研究を進める

銭 50.0009l J の経費を] [ に ; ; U: しにのであ る。

毎 年i自首な而も甲斐のめる 'rf' I' if{:カ :fjM共 3 れる と

i直ちに認可ヵ、 1'- り. そ してt (・行 に 杉 され t: のであ

より 2 1，1' 1.後でめ っ t: 0  

最 近 i li によってmまれに 多〈の改良事業の内 で

現 今 Iくell ogg Boulevard と して知 られて居るのは 、

答第三遁りの開放事業であっ t: 。 比 の第三遁りと

る。 1928i !，"- には 16.000.000弗の公債の夜行が. 要 云ふのは第 Ｒ ｾ 湿りと ｬ ･ ｶ ･･ 台 、 道日杏と い ｉ との 聞 に持つ

1)  Geoge  H.  Harrold:  Replanning Move  Forward in 51. Paul: Amer i，an.  C ity; March.  

1938.  P.  41. 
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i '  ，. .'. Ｎ ＮＮＮ ｾ九 州 Ｎ Ｚ ＰＺ ［ ヨタ・ Ｇ ｾ［ＢＧＱＢｾで円以〈 ι 叫崎 、

ー-
ー 川 、. ・

1925"1三ばの西方より眺め 1: 5L  Paul Ri ver  F  ront である。

川溢の砂岩より成る崖地ｾ形成して居るｔｊｩ上に沿 第二主主 りを蒸汽船来場まで'ドげおろすと云 J 、こと

ふて去って居る級の道路でめっ' 1 : 0 5t. Paul のI商 である o 此の道路を越えて銭泣が敷設される以前

業地域{ ま 1849 ｾｰ に制定されにもので 、 それは ＵｴＮ

Loui s の衡染地域主同級な ものであっ' 1 : 。自動車

事故に闘し て Ｑ ［ＱＺ Ｎ 小資衡底造れ日き狭い 古 ｉｾ 分と

Block area に至る遜り C5t reet to block area) のと

ころでは. その割合29 : 71 にして. か〉る割合は

き必定さるべきものでゐつ'1:。 今日で は. 希認し て

照る割合35: 65 に漸衣接近しつ〉あるのでゐる。

1870"ドに到り第三遜りは幅員が43!!Ri'.J> ι 57! y，! に験

設されにのでゐるが、最後の童文年間i には 、都市; ; ' 1'

Ｎ ｊｦの後定に基いて 、 再 び主主張され Ｑ ＹＲ Ｑｊｔｾ i . ，の幅員

全 有 す る 様 に な 九 道 路 k 崖の頂上部までの聞に

まではミネソタと北西領域のをま展を刺殺しれ如何

なる荷物で L或 11叉凡ての食料品とウイエキ 一等

は Ｎ い つれした協及牛車などによって 引 張ｾ i室長投

されない L のはなかっ? ; 。花湿 CPart erre) 11幅員

を決める代りに蹴被され、而 も比の僚政 11第二遜

りの外端に 沿 ｊ 、 て枝の上古 ｉｾ のところまで行 ｬ よれて

居石。

ｾ Ｇｆ＠ 偵 し 得 る 利 抗

Kel l ogg Boul evard は小資商j占街へ道路を分配す

る作用をなすが放に 、 小ｹｩＮ商 ｪ 苫街｛ま道路にｾｦｬＧ ｊ Ｎ、て

める土地は花度 CParterre) に吹遣 され1: のでゐ 土地主建物全牧用する経費の潟の課税CAssessed)

る ｯ 第三遁りが卸廷 地 区の ｚ カ ート に廃する官 ｉｾ 分 が行はれ1: 。比の土地似1私!土 1. 220. 000911にし て

の小賀商J苫街を持つ主総の通過遁として搬張さる 税額11 Kell ogg Boul evard から第四、第五、第六

ベ 〈 開 制1 でゐつれ時、交 泡 制 所2dbの地域の 及第七遁りに到るに従ってj倣 遮 滅 し て 行 主 、第

凡ての道路に斜して創設 l士伐とし 1: のでめっ t: 。 ヒ湿りの土地所 {.f 者注は| 削 I1 11沢に H 109l J 金支i11，

都市金惣の{質fdi (  Ci ty-wide  value) 0 4'へて 、比 って尻 るのでめ る。 惚 位 向 l二 CT he phys ical  impr  

の交通整理} 祈念建設する代りに . ｦＮ ｈ Ｉｪ よでお梨遁 ｯｶ･ ｭ･ ｮ ｴｳ Ｉ 施設に防 ｬ す る終 Ａ Ｎ ｾＨＱ Ｎ 税金主公債袋行

カ: 850. 0009 I J で構築され . Tl W に於ては商業地域 によって r柿ばれてmつ t: のでゐる。 今 11 土 で の

から inl 岸の低いド却の ところ土で 、迩経機刷会運 Kel!ogg Boulevard の総攻瓦' l . l : 1立、高傑道の分台除

，; : ベ〈斜道 CRamp) 、/1 : 構築され 、 AE匙で交遁系 き. 2.746. 000  ＱＱＩ でゐつ ＱＺ Ｐ 斜遁 ｾ持つ西端郎 ＱＱ

統が敏法に扮11かれる伐になって E' るのでめる。 完成しればかりで 、 ｊｬＱＺＮ の経 ｴ ｾ 700. 0009IJ Iま置を行し

第三遁りと平行 l入 砂 岩 山屋台切り取る: j i は修 工公債のな 由、から支t ML1: 。

日 l JRetail distract ｰιｾ Ｉ＠ Di stribut or  
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は サ ー ヴ A ピノレヂングJ l ll

ち T he Uni on Deport 聯

邦ピル 、市総合及裁ヂlJ 炉'Jj"

皇帝人都市! 具築部、電話局 、

H  ill Reference  闘番館、公

-tr闘世F3官、 ミネソタ倶楽部

及 S t. Paul 公舎堂等が建

ち並んで居 る の で あ る。

Uni on Deport 1: 1  191 B  {t に

第 2 闘
逮 築 さi L 1: L のでめるが.

司n 泡りは左側. 第 3 湿り li 布側、此の潟民営撮影し7こ頃[ 立

米 Tご背景となる述物の建築工事は起 きれてな t) 、つ1:。 他 の凡 てのピ ノι L.l. 凡 て最低

St. Paul に於げる計道局 CPl anni ng Board)  li 雄 築 され1こものでめ る。 C亀 井幸 次郎 〉

顧問機附CAdvi sory body)  

であ るE 設計闘は根本的

研究色 、行政機闘に従つ

て準備され るのである。

事業の認可を件る色 、設

計 i創と i上総省カ; 二1 : 任技師

によって用意され . そし

T 4t:築工 事は彼の段督 l‘

にみ る工事部によって賀

h・される のでみ るu

今 や St. Paul の後 庭

l式部I庭に 代つ? ーのである

Kellogg Boulevard r，骨ひ に

、 〆 ‘・・
._.. " バ吋.

ｊ ｦ ｴ ｵ コン ＧＺＺι 斗 ｴｾ Ｎｾ
第 3 闘 新 設 の St . Paul  Ri ver F  ront:  Kel l ogg  tioulevald の)11

没nUJ に沿ふれ建物は |止界でー若手最大な法律替後行合社 CLaw- book

Dubl ishing  company) を構成し、 比 の鮎で分自ft 道路が除かれ 、而

し馬主車規則j に従って一見瓶の首の様に趣きを添て駐車して居る。

最近完成しれ斜這は潟挺育;1方 左側 のものでみ る。

Hol man 空港に封 L St. Paul で は 公 債 を 議 行 す

航空機の霊堂主主に伴 なって、新しい大型飛行機の 回目におびやかさ れ て居つれ ので 、 ミネソタ の St ・

7こめの出ft 着陣携を準備することが/ ¥'， * ないと云ふ Paul  CSt. Paul ， Mi mm. ) 市民は，Hol man 空浴 の

ことか ら、都市 空港が使用不可能に なると いふ心 改頁事業に針 し、待>JI I建設費に充嘗する 1: め435.
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000弗の公債務行を決識し1: のでみ る。 地 j j 的に 走行路を延長し 1: 1) 又はJ関長しれり或lよ走行路新

決定しれ 此の設設基金に到し、着陸揚改頁への聯 殺の潟めに使閉されるでめ らう。改良本質完成に

邦政府 の制 常総基金 1. 394.  ｏｏｏ ｾ ｊｦｬ の 内 から 仔干保 於げる最長の本'm奇(1 5.  ＳＰＰ ＱｬＩｾ ＡＺ＠ 4. 3001Q{ の L (/.) 

符 制蛍 金として ｈｊ ｽ ｉｉ へ心 ｾ I る，mでめ るo でめ心う。 Ｓ つの新 設占 ｮ 路 カ［ 本事業 三 ＱＧ Ｚ［ＱＺＺ ＨＯＮＩ ー 古 ｉｾ

商工省及遮倍賞局者 (1 最近 St. Paul 空 港 を 大 分として述殺されるであらう。

隊機断航空郵便ノレート から除外 し、結局 、二都市 公償援行賛J j j) に附する待);II ;Jjt棋は、改良事業に

CTwi n C ity) への大輸送ル ー トの用途に充 て る 劃して 3から 2 の利益金示して 照る。総投票歎 ( 1

ー航空路に振努へられ仁のであ る。 そ し て S t. 僅かに 40. 000主主に過ぎな い ものでめっ1:
0

( 勉 弁

Paul から ミネアポリ z までの就航 が 開 始 され i: 幸次郎〕

のであるが、空港の脊設 備

としては大刻航空機跡! とし

て好; 蕗なものでめ る。

II )J I6H の選感官ir 殆 !l ど

ー ケ) ) の問、 int ensive cam-

pal gn を管理して陪つ1:公

債 夜 行 支持者逮[ 工、イ也 の多

〈の問題 の な か ¥ら. 若 し

も 航空施設が ｾｊ トー され る械

にな る とする なι ば、北 l埼

の航 空郵便 小央分自E所 と

しての地位 を、 都ili ( ま失」、

j(i，!験にさ らされて居 ると云

ふ ことを指摘して舟念。公

債 後行によ る 1. 829. 000弗

主総邦による補助金とは、

_.. _:.- '-- ー- -- ミ¥ ¥:

，、 ー. ｊＢＧ ｾＮ＠

M U NI C1 PA L  A. I R P OR T  
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米国合衆国にがける空港及着陸場の獄勢 ＱＹ Ｓ Ｘ ｾ ｪ 三 Ｑ Ｉｾ＠ 1 日現在

ー一一ー
用

補者lhy街bl海 軍I陸 軍介l
主会 ，l; 11  

都市用 商業用

中 間

雑用 総計

- A間商日光袋鐙

名 ー- - - - - -

着陸弱場 のめ る L の

ア ーァ
ノ、， 

3え 10 2  7  14  
。

3  37  11 

ア フ ス カ
2  

。
87  

。。。
90 2  

ア H  y  
ナ 10 5  9  19  

。 。
44 17 

ア カ ユ〆 サ
フ眠、 12 4  8  

。。
26 7  

カ リ 7  オ ' J，. ア
うl 41 19 46 う 4  15 181 63  

::l ロ ラ ウ 12  4  3  14 
。。。

33  6  

コ ン ネ ク チ カ ‘Y  7  6  3  
。。

18 7  

ヂ ラ ウ オ ア CDelaware) 3  
。 。 。

6  3  

デス トリ ク ト ネゲコ ロ ン ピ ア
。 。 。 。

3  3  
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7  c  リ グ 4!l 14  4  48 う l 5  125 2!l 

ヂ ヨ ヂ ア 23 3  11 21 
。 。

59  19  

ア イ J /  オ ( I daho) 18 
。

10  11 
。。

9  48 15 

イ リ /  イ 13 30 6  
。。

2  3  54 26 

イ
ン ヂ ア ナ 12 14  3  7  

。
2  4  47 20 

ア イ オ ワ 16 6  3  6  
。。

32 10  

カ ン サ 3え 21 5  5  9  
。

2  
。

42 15  

ケ ン 亭 ツ キ 7  
。

3  '  7  
。 。

18  4  

) !- イ ヂ ア
-j- 12 3  10  

。
3  30 R  

メ イ ン 9  7  
。

う

。。
22 4  

メ リ ー
つ7 ン 2  8  3  3  19  日

『、
サ チ 4二 ';J ‘Y  7  19 8  

。。
36 9  

、、、

チ 1/ ン 57 12 
。

16 3  1  35 124 23 

、 t. ソ 亭 10  3  3  14  
。 。

31 9  

、、 Eノ シ ツ ビ 13  
。

6  12 

。。
32 11 

、、、

グ リ 10 う 13 4  
。。

5  37 19 

ーを ン' 09 十 25 
。

13 26 
。。

10 子4 18 

ネ 7  
7  芳、

カ 16 3  4  う
。

2  31  16 

ネ

，、.  
事 3  3  9  6  

。。
22 12 

ノ、
三、 シ ヤ 6  2  

。
5  

。。。
13 3  

ヂ 十 三ノ 5  11 
。

2  2  22 8  

メ z干 3ノ コ
う ヰ 10 12 

。
3  35 13 

ヨ ク 28 33 4  13 
。4 、7 89 27 

北 カ ロ フ
イ ナ 12 5  3  6  

。 。
27 9  

=巴 f  亭 18 3  う 14 
。。

41 9  

オ
ノ、

ヨ 31 34 9  24 
。

4  12 114 23 

オ ク ラ 『、
19  5  7  8  

。 。
40 22 

オ レ

=>、、

ン 12 3  9  10 
。。

2  36 16 

.....:: ン iノ ノレ ヴ ェ
ア 19  う7 9  10 12 109  38 

ロ ー ド ア イ ラ ン ド CRhode fsland)  
。

2  
。

3  
。

7  

南 ノJ ロ フ
イ :タ 10 3  4  7  3  

。
2  29  7  

南 ダ コ
占Z

17 2  
。

4  
。。。

23 

フー ネ
、y

三ノ
12 8  5  

。。。
26 13 

フー e 干 et  λ  
54 9  24 24 

。
13  125 50 

ウ 亭 CUtah)  6  17 2  
。。。

26 19 

ノ、.  
モ 1ノ

7  3  
。 。 。

12  

J 、- ヂ ア
10 10  8  10 2  2  43 17  

ワ 三ノ ン ン
22 7  6  6  3  4  49  l う

西
ノ、- ヂ ア

10  う
。

8  
。。

24 3  

ウ イ F に' ン シ
ン 21 1  16 1  4  1  6  1  0  1  0  1  2  1  49  18 

ワ イ オ ン
ク 14 1  0  1  10 1  1う 0 0 0 4 13 

d口入

百十 |764 1 i7 7 百 五 61 1149 12299;  720 

備 考 ＱＹＳｂ ｾ＠ 1  )九 商業航空間 CBreau of Air Commerce) の最近の歎によれば合衆

闘に於りる空港並に着陸場 lま総言十2. 299 ｾ 歎 へ る 。Ｈ 勉 弁幸手Ｚｉ ｩｦｏ

，.:. 

Municipal Arport s;  Airport s  in the  Uni t ed  Stat es;  A merican City， March， 193B.  P. 13. 
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Louisvi lI e 市 に 於 げ る 河 透 地 直 改 良 計 董
;セl

エ ッ チ ・ダ プ ソ ク ・ ア レ キ サ ン ダ ー

延 長 11 時以 t に買って Loui svi lJ e 市街の外周を
題が解決されなりればならない事は明かでみる。

流れる Ohi o Mは、全く此の市にとって最大の財

比の問題カ;局地的問題より1 ， 1 ，っと大 きな L ので

産でめ り、同時 に最大の気債でめる o ｾ Ｂ ｨ の河は 商
め ること は全く明白な事であ るo HJl ち、洪7k謝2官、

業の大動脈でめり 、 .1二ノki 藍の源泉 でめり ‘ ド7kの 航行、
ド7k虚均等の問題{ : t 全 Ohi o M峡谷に買

好J盗f，j. 虚珂lJ t } でめり 、
主な る休茶慰安の利便会奥

へ る L のでめ るが、同時に人命と財産主にと って

周期的な脅威をも奥へる L のでめる。斯の刻J < 、

Lovi svilJ e  iIiと Ohi 。
戸I との陣トIf: 系l士非常に符援な

ものでめ るから . 市民にと って河の全面的な利用

主享有とが獲得せ Cれる までに、 多〈の重大な 肝t]

る全般的 な大計査によってのみ解決されう る L の

であって 、共の桜な ;71・説会効果的にする伐には.

闘家、介l及 び地7i 代表者 の協力が必要飲くべか じ

きる L のである。用地的に 考へれば. 勿論問題u .

本質的には. 鍛道側f系、7k、運. 地域. 道路言 l' 裂下

公共施設等ｾ含む 一 つの都市計量である。

第 1 ｦ，ＧＮＺｾ＠ Loui svilJ e  ihに於げる 、 1937イl玉大洪水 の跡

位 2

蒸気船 時 代 に ゐって [士、比の市の l商業活動 U，

Loui svill e 市の“ Ohi o 滋" Iこめるダムの鑑設に

堤防の近く iこ集中してゐ 1: 0
より 一部完成をみに全 Ohi o 河の蓮河f七工事(;1: 、

しかし水路交主主の 哀:港に つれて商 業 {.:l. M より後
Ohi o i llr の全長に買っ て 幾述もの泌を作る結果と

退 して、河港地阪の '1' 心、"iilll .:l. M岸沿ひの雄物や、
なつ t: 。、Louisvi l l e のダ ムの上流 にあ る池は格別l

餓道敷地や. 砂と か石炭合対ーとい ふ殺な街々雑多
なノk 泌慰安施設を提供してゐる。殊に河に流入す

な工場5鮮から 凡捨てられ仁のでめる。
るl 'A ' if より上流のj j では著し くその利用を府 大

註 l H， W.  Al exander “ Loui svi lJ e  Plans Ri verfront ll ivel opment" The  A merican City. 

December. [937.  P. 59， 

言主 2  Steam Boat 
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せしめてゐる 。 グムより 1:流 、市 街 の 丙 )i 民界百R fnl の 洪 水 敷 金 舟 (t その他 の 用 に 利 用す る と い よ、

分でけ 、I " f のこの部分より I-- jj で I : *rf-(七庭 環カ; Ｇｊ Ｑ］の ｬｾ ［ ｲｦ なる事 Ｑ Ｑ 、 ＱＹＳＷ Ｂ Ｑ ミの ｬ 月に起 っす［災害に

l i l W 1. ゐ るnに、7k没!とt ，変地役 I H会11-- さ)1. 1. ゐ よって沙: 定的に ;j 、さ れ 1: の で め っ 1: 。 そして 1在 同

る。 - - 7- 1" 三以卜に r ( っ て 、 ih l iI" 1没J-i l ! 1' .. '; -(/) "j  1えの に rli'ii'; ) 誌によっ T ， (1: 防 法 築 や 修 絡 の 祭 11: を命す，

古 ＱＱ 分の舟 ｦ 合一械を Ｇｩ 斬域［拠 Ｑ ｾ 干 し ＱＺ Ｐ 公 園 周の先見の ｈ 司 る地域法令の吹 ifーにより . 之 等 の地域 全 住 舟 用 に

あ る行然 l 士、 2 つの大きな日，g会公闘を? 剣り /H し、 供 す る 事 か し宛 が れ し め る べ き 第 -21' が 熔 み I'H ｾ＠

R つ 現在 言者樋 の 周 治 に 供 せ られ てゐ る司! 皮の詩情 れ t: のでめ るo 比 の 遜 動 は 、公 園 に す る 然 に そ の

余 計 針 作 す る 結 果 と な っ1: 。 河 迭 の 全 長 11聞 の '1' 術主主を獲得すると いふ ;il ・主主非常に 符 接 tj. 附 係1) ;  

殆 ん ど う聞 と い ムものが 現ずl: i hの )i)j 有に唱してゐ めつれので 、不 成 功 に 終 つ1: 。 市 が そ の 土地所 有

る。 者 逮 に 賠償 をしな いで 公園 計 叢 用 の 土地 を獲ゃう

数 年 前、 Horl and Barthol omew氏 の 協 力 企 得 て と試みてゐるのにとか、戎ひ( I 亦、 河 沿 ひ の歎 多

都市立十ｾｾ委員合によって導 ｬｦｲｴￎｩ ＺＵ Ｉ｛ 1: 府大なれI遁 地 くの米 荷台 破 泌 し 去 っ1: めの洪水によ っ て惹 起 き

1;;; 吹 夏討 取 l心強力な工; 染後民の起つ1: 二、三 の れ '1: 悶筑につげ込ようとしてゐるのだ主力、去ム幣

地 闘 を除いて 、全 inl 漫 に 凶 ろ こ の 上 地 公 白 織 の 般 が 反 対 論者 主主によって川 (1れ '1: 。

5長を? 用意してゐる。此の計Jr( まl商業地似の 同l ひIWJ

に '1' 央 j責務を削ることや、 附l飽する i可、透 公 閣 の l刻

d計|

に3封F可tして支f梯弗如lば: u ね」はば，ならない準備資金の妖乏によ

号査や 、市 街 の ・ 端 か らイ也端へ 同lっ てi生なる河没ド・ って 、 ｾＧｉＭ 君主の麹更が 必要と なっ ｴＺ 。最 初 の 地成 Ｑ Ｑ

ライプウェイの建設等会計;lf してゐる。此の後者 綿 少 さ れ r: 。 そ し て 計 模地域処a : に附する ー磨 の

の言十裁は ， '1' 央 河 港 地 以 そ 横 切 っ て 色 々 な 鍛 造 数 考 慮 は 放 策 さ れ ね ば な らな か っ 1: 。 言 ふ ま で L な

ｊ 也に日告ｾ ， '1'央康弘; に述接し 、現ずEThの東 西 部 分 〈、洪 水 11inの 財 政 金 非 常 に 傷 め つ げ て し ま つ れ

に 延 び て ゐ る 成 大 な 公 園 道 路 に i単純Iす る 高 架 道 路 し、公 債 務 行 を 議 決 す る に 充 分 な i時間さえ L な1;.

の建設を? も含むものである。 此 の 計 誕 の 準 備に 際 つ1: 。しかもとにかく 何 等かの事が直ちに 始め ら

して 、河 の洪水敷性ら住居ーと か、商 業 と れ 叉lま れ な げ れ ば、 献 は 再 び 級 涯 へ さ れ て、咲 き れ 1:

或 種 の 工 業 に は 遁 し な い 場 所 で め る と い ふ 事 が 認 家 々 の 跡 に 叉 新 ら し い 家 々 が 建 て ら れ る に 決 っ て

められ 1: 0 公 園 と か そ の他 の 公共 施設に鑓更する ゐ る の で め っ1: 。

こと と よ っ て 之 等の使用目 的 合漸吹消滅させる こ 市 長 Nevi ll Mi l l er氏の促鳴により 、 一 定 の 公共

と は 推 賞 す べ き 事 で ゐ 九 公 共 の 別 主 主 に L 遡 ム L 準 備 金 が 役 立 て ら れ 1: 0 EiJ ち、 l二流の河遜公園主

のであると い ふ 4lJ が認め C れ て、 今や 比 の 方 針 は して計設され土地域の '1' に含まれてゐる“ Point "

二、数 1" ニ来効 果 を 患 げ 来 つ 仁 の で め る o "'p' .十笈が樹 といふ名で遜ってゐる古1¥分の機主主を 't':t. 牧 す る 銭 に

て仁 れれ l時に 、過去の洪水に制する月時皮が研究さ 緊 念l時の保読により 、 約 50.000弗とい ふ 金額 が 用

れ て、洪 * の循 環的 な 再 起 は 逃 げ ら れ な い L ので ひられ ることにな っ ) : 0 J) 'bの地域の中に (1 546戸

ゐるこ七カ t認 め ら れ1: 。 勿 論、何 人 主 錐 L め の 非 の 家 が ゐ つ7このでめるが、 それらの中 308戸{ ま完

常な災害x ' 及 11' し7二1937;1三の大洪水 一 ー あ らゆ る 全 に 破 喫 さ れ 、 162 戸は修彼1 1 ' 1来 刷 、;俗 に 嘆 き れ

以前の故前 記録金約 ＱＰ 択 ｌ 高く破つにーーの刻 ｉｾ て 所 九 75戸 の み が 辛 う じ て 修 復 し 得 る 移.皮 で め

念 像1:11す る こ と は :I' ，*， ない のではめるが。 つ れ 。 此 の 特 別 な地 阪 はTlj 街 の 入 U に営る部分に

設 3 F lood  ｰ ｬ ｡ｩｮｾｯｦ＠ the  rivPr  
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佼 じて 庶り . Ci ncinati rIi及び束力の害者中間地) i か それ 以ド の裁 列所 の ｾｊ 決ｾ 確 認し＿、。 可成の無免

らの交通 路がifi の '1
'

心、郎へ同lって jE ってゐる その 許俳l墾 地があっ1: ので 、い くらかの械主主に謝して

注 l' にfiI: してゐ るのでめる。幾4ド L の閥、比 内地 11明白な HH. f IJ全線認す る引が怪l総 な待合にしば L.

以 !士安物の レλ トランとか. ガ ソ リンスタ ン 1・と 11 ，'1' ， < わし仁。

か. ピーノι ・バー ラーとか云 つ1: ;fまな積 々雑 多な 比の閲 祭事 業が成功例! に 完成する ことは、恐ろ

伺的 を以て闘をまされ て来 1このであっ t: 。百十放され しい災害を 及lます洪水の起る 河沼ひの市 街地 に於

l : プラ ンは之等の耳113立にな る用途の L のを抹殺し て、河沿ひの洪 水敷の中にあ る権 全に封 して遡期

j lj 街の入 口 として索H青らし い ものを作り 、更に市 的 に起る 災害金減少させ る匁に は. ｾ ｉ ｉ 何 な る 主 主 が

の 最 ｾｴ ￭ｾ ｒ の人 口抑符 Ｑ ｩＮ ［Ｑ 日分 に 針して 非 常 に必要 な 匁されうるかと いふ本自九月先〈 一般 に示す のに非

休 益ー慰安 施設を責IJ ill' する でめらう 。現犯行軍主主買牧 常 に 有効 に逃ひな い と思 はれ るのでめ る。 1936年

中の地域は殆んど SOエーカーに主主し . その大宇 lま 及び 1937&Fの災害が再 び繰返へき れること から 譲

10 月IS A に1獲得せ られに L のでめる。 全機会の終 る匁 l入 局地的 1'; 洪 水防護 工事を建設す べく L o  

ｈ ｾ に 要する総額 Ｑ ＺＱ Ｎ 130. 000 弗に主主す るであ らう ui svill e 市及びその他 の Ohi o 吹谷 の害者都市に於て

と見積られてゐ る。比 の地域 の側 資計査は、事業 色々 と計設が主主められつ h め る。 すべての前鼓さ

進捗局的の討議として作 られてゐ るのでめる。 れれ ｊｾ 防や護岸壁は Ｎ 洪水 中も河の流れを 過度に

計量Eは湾111の困難に巡温 し1:/; ; ，. その rl 'で L女 医迫 しな い様 に、普遁 の河床位置から 充分な距 離

退かねばならな い地威 に古 くから {セんでゐ る二 . ケおいて、後退 して主主殺され る1: ' らう。比 の事 は

三の人主主の反針がー苦手主なものでめっ1: 。此 の反 之等の都市 の可成 大 きな面積 の部分伝防穏 なしに

潤は. 主主に市に 針して禁止令に附する 訴訟の提起 捨て、 おくこ とになる。であ るから 市が. 公園 に

となっ1: が. 市lま公園にする とL、J 、目 的に よって 鑓更する事やその他 の公共 目的に使用するおに ‘

h塩谷を 牧用すること の合法性 に就 い て挙 つ1: 。 全 織 金を 獲 ｾ ｾｾ しなげ れ ばならな い のは Ｎ ｬｖＺに 比 の

Kentucky 州控訴院 い 全面的 に 市 を支持 しれ 地域 の中の事 なのでめ る。 ( 痢内三郎)

P A O P O S E- D  D E- V E- L O P ME- N T  O F- A I V，E-R.  F R O N T  PARI <.  

&- N E- W R I V E- R  R O A D  A P P R O A ζ H  T ‘ O  

L  0  U  1  S  V  1  L  L  E- - - - 1<' E- N  T  U  C  1<' Y  
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チユリツヒミ郊外市町村に関する建設計童 三緑地き

カ ー ノ レ ヒ ツ ペ ン メ ヤ ー

1928年 2 月放のり住居状況と都市計震に附する 年に終結合つげれ図際競争にも拘ら子、単一な綜

闘際的報告仰が備しに、所 謂 " スイスに於げる都 千子計設を賀行する :?f，: は今円 まで可能で はなかっ7二

r! i 担主張の建築接的制限。CDr ，jun， H.  Peter， i li  ! : 近接する組合の精々監理されに附f系を中備す

Z. uri ch) なる論戒を J1M包に引 用する o W.  H.  るi君、郊果的に して且つ進歩的 な建築 l の迅速な

る指導者の提案、JWち郊外市町村組合金して彼等

Zuri ch  ￯ ｬ ￯ 永 建築｢｜ｾ坑 内 の自由に 虚理 し 作ベき舟 の逮言 宣 言 ｼ 鼓ｾ 市 の百 ｬ Ｇ 君主周 によ って 無料で作成する

住 地は 360haになってゐ る。 189311三に II の郊外市 左云ム現存. の市長 Dr. K!oti による提案に到 して

l町 村 し こ の Zuri ch市との併合が最初に行はれ1: Zuri ch の市 参事令は賛意を表してゐ る。

のでめるが、 之がキ自治' の成絞を7修め仁ので、介 11 雄 築 l にI#Jする常 時の指 導 者、!!Il ち市 参事令員

再ひ' 郊外市町村の併合問題が切迫し1: 問題となっ J. Baumann. E ¥; からも元気に焚勘 されに所の標準決

てゐる。 定は支き結果ｾ生じ 、 市ｉｦ｜と組 合 行政燃と の 聞に

今 H併合に針する反遣すは猶 l討目首 あるが、 1929 1治決なる聞係を生す' るに到つ1: 。そ れは金言十数を7

6p3n 未にヨ三七凡ての都市及 Zurich州 の組合l立、 約束 され? こるをま端であり 、 而もこ の黙に於い ては

Zur凶 市左 11 の郊外市町村と の併 合に閲する 投票 有 意義 な ものであっ1: 。郊外市町村の建設計 設 (

念行はねばならない事になってゐ るが、 同時に市 Uitikon， Seebach， Hongg， Alt stett en， Albi sri eden)  

とその郊外市町村と の組織的開後に闘す る事柄 を 〈第 ト 2. 6 - 13澗参照〕の若干念公に する 事! 土可

決定 する必要があ る。 能である。

22ケ市町村及 Zurich市 の雄設計設に附する 1918 1928
1
1'. のスイスの都市雄築内覧舎に /"111 品 され 1:

、，; l. 40. 
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第 ｬ 削 、 ｾｾＡＮ闘 ＭｕＮｴＮｫ ｯ ｮ 組 合の主産 税 ， ［Ｇ ＱＧ 蕊 Ｍｕ ｩ ｴ ｩ ｫｯｮ Ｈ ＺｊＺ 都心より Ｖ ， Ｕ 粁出 ｦ ｕＢ ｌ てゐる小災民衆務地でめる。

総山日 Ｑｾ る以域は 計量主か ー ら除 外 さ れる ｔ ごらう。そして向由空地を森の中 ｬ ょ とり 、 盆 地を 、 村 の中 心 地

主新聞園風に作つ1: 議f也との間! の終地帯と する o 村の中心地!H 1 . に建設 され、 他 の断滅[立 公に建

設 される。制限高 !1二階述でめ る。地帯距国ft.!:t. IO， 12， 14米で、都市との交遁 lまUet li 較 111鍛 造による

他 の材料 k ‘ゾ 志忠告 “ お＿晶守ｾ ｾ ， ｾ ｾ作や ＿ 江戸 J!i J(士、建築ゆ規則と建築? と則と WJ ' ) ｾ して い 斡
、 ＢＢ限時 四凧， Ｎ鳩 負 ＢＺ ｾｾ 、m ・ %

同僚に 、第 一 時""，:.t'"-"，，開. m.  ..... ♂ ｍ 守，， Ｚ［ｵ ｾ *JA:在日奇の建築線. 等高級の制定を七張してゐる 、

11闘の地域 xへL P U、ヘ 山 原 則 枇 J i 打参事令で決定され、叉婚を果す

;11裁から 討T B) ミ Y 『食' -. . '!i l二よってi I i 割削: 承認するので制 、協 ' !j:

の 附 ｾ ｲｬ に時刊 誌 ｾ ｬ｜Ｎ スＮＮＮ｜ｾ 、 ぜ 百 合 で先づ承認 され るのは建設計21.の断面か C，でみ

粉せる組合 ・・ ｾ ， ａ 丸 X :' / ( '  /1 t'，ぅ。

E ・ ( "'̂' ， v 、、./ 、五
Albi sri eden  _ ¥ ' "f' J{ ｾ弐 ，ｾＨ 土 地 所 持(主幹線道E存の資格に際して、組合に

持 の '11: : ，に圃 ｕ 下Ｍｲ Ｇｾ ｾ ｊ 多 傾 の 制f を支梯 :1 ね 11' ならな いo 比 の寄附 11 寄

める小組合 ＮＮ，｟ Ｇ ｾｾヤ又 ｊ 対 問 、 ｦ 附Ｚ建築 Ｑ その全額全越さな い秘 ｩ こ制限する ｾ ｬ 玲

と Li mmat τ' i  Fj E I ?咲 〉 ぞ二 以 って 酬 の お鴎をその半分となす司 ｬｬｩＺｮｵ ｬ ｾ￶ 。
.、-- ‘' Cl J 司 』 石 、守 ¥

i' 引こまで峡 ， x ! 入、豆、九点〉 Il z m克 の 制 に 際 し、 幹線部奇問 の土 地 臓 が

わ て ゐ る 滑 ¥ぐ漁入入‘ H' 、¥、吋t 結糾果とμ して叫生U じ目て来制る。は土地酬均所附t清有特者{は州ま叫比の州市伽制慨IJ限限肘を

A仙It怜凶胤s批t旬e出 en吋n吋1叱と y佐膨ご〈九九引';::;_にに之にぺ:ヴ' ヤ ふ 〈ο、玉式剥fずわh リ 越え 7仁: 千i渉渉帥法を持つてゐるωカが;、 f付何4主:居 地の這E路寄の f質
止

dのJ峨緊馴砕符制J山な る J  zz:戸〈J〉ぐ) <' ペ宍ア礎1恥恥t 刷( ば1全 〈 都1')' に依存してゐて、市[ ま公共的交通の

第3悶- Mi l chbuck の主主設計輩 比

幅削f系カ; 明瞭 の古い建設 J I';l1:は地形に就て考l在 ;fi J {写会十字つ (' 1 : : 居道路に謝してのみ若干の助成金な

に推定 11' ，* してゐなし 、o ｾＮ ｩＵ 闘はそ の新し し 、 すとし 、ふ限度でめ るo :x.. 土地への課 税lま市の評償

るのでめ る 計潔ＧＺｾ示し Ｗ 二 ｌ のでめる ｯ ;p.; 4:k司一Mi l chbuck建 設 計ilEの隠ii1u

組合住宅によって充分影

饗 されてゐる所の、最近に

於げる Zuri ch市の非常に活

溌なる建築活動の結果とし

て、 自由に慮姥し件べき往

築地の開拓 に 針する 正 'rS な

る法的 原則 の剣 定が強制l的

にされ1: のでめ る。比 の原

4 1  VJ  



第5闘- Mi l chbuckの新建設計荻ー比の言十笠巨域はZurich市の中心から約4粁はなれてゐる。南にめ

るZurichll l e  ｾｴ［の ｋ 瓦 ｦ ･ ｲｬｬｬ との ｬ 口 Ｑ の高き鞍部は分水嶺 ｴ なり 、 雨 ＱＱ Ｑ の問の橋の役をしてゐる。新計

訟は訴す十桜 ( 第 3悶〉ど反狩に交活路と住帰E告とを分前It し、終地 主自由空地 とを保殺してゐる。

対1 4 2
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第 6闘ー第8圏一Sonnen 111上の S eebachー比盛に於ては校舎が肢に存夜してゐる。者集の自iJ には展望

重がゐ h その傍に墓地がゐる。線地併は墓地、運動場、校 舎、遊戯mへとつながってゐて、農

耕併がめる ｯ 家屋高は Ｒ 階 乃至 Ｓ 階建で家屋の長漫に聖母しては 、 家屋聞の距離は高 い 家屋の Ｒｾ 主的Ｚ

になってゐて、イ也 の側では 10米でゐる。都市との交通は餓遁; 及in憶 によってゐる @
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第 11 悶
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第 9 悶

I'¥. ハ

「百 つふ説挙，τ 江1

寸ι i 土 =牛土d 1  

第 10函1

箔 11闘一市の行政匝訓 3. 4)正び組

合 ａ ｬ｢ｩ ｾ ｲｩ ･ ､ ･ ｮ Altstett enの雄官民f 査

一白白空地 を森の前 にとり 、級地

に. wt作自? 行ひ、大庭闘 を保存して

ゐる 。都市猛威に於いては 4 階建

から 3 階建に引き下 げf られ仁。

Albisr iedenでは2階建、Altstettenで

は 2. ＳＮｾ ， 階建となってゐる。比の

地域 l土商業地域である。都市への

交泌はま減退及市電 によってゐる。



第 1 3 図

第 ＱＲ 幽ー Ｑ Ｓ 溜 Ｍ ｈ￼ｮ ｧｧ の雄投計 芯 Ｍ， ＧＺＺｪｽｾ ｩ の正 綾地からの眺望 は 自由でめＱＩ ， 13岡下 の駒ii 可に於げ

る如1＼ 、 教舎の庄は自由に保存 さ れ てゐ る。村の中心地で は なに雄投 され 、 イ也 の ｾｲ［［域で ＱＱ 公に法

殺 され る。建物 I印式2階建及3階建で、島断fHま7，10田 12米 で ゐ ム Zurichi h' とはih' 電によ って交惑

してゐ る。

委員合によって見積 られ る地償に従って行はれ る

のでめる。

州」走b託委員!合に於て各 々の利害全保殺する j :1; め

主主抱法が 決 定 され 、 それ に従 って土 地 ｊｾｩ Ｇ τ 訂者 は 各

向のま1捻念行ふのでめ る、 そして或 る統 合には聯

手li 裁剣所による制限を越す事が許されてゐ るので

ある 。

道路計査と喜平仮方法との聞 の分自ff一一例へば土

地償絡ーーが承認民主置で有利に主主せられ、住用ー百1-

賞金敏速に賀行する 1: め、小部分に於げる区域の

分割が認ましいのである。殊に小分割地が種 h な

多歎の地主によって占められて舟る筋合に然 hで

ゐる。 而 も比の方法は Zuri ch;ti に於ては! f t f，( であ

る ｾ ｊ￬Ｚが 認められ ｴＺ 。

Mi l chbuck の建設立I - i ll，( 第 3 - 5図書芸J ! (O は都心

から約 4粁紛れてゐて、Zur 凶 'f I 1 の永住地域を包

括してを? IJ ， そして Li mmat 河 とC latt fo J との分水

級会形成して居る 。向遁過交遜路とし て主要・な 役

割 をii . i { じてゐる Zuri ch 111 とK 証fer 111 との聞のi炊き

ぽ 々な形状をなしに 、馬革委状の狭陥 なE存/ ) : 問題 と

なってゐ る。

ｅ 凡 ￺Ｚ の言 ｼー筑 ｃ ｾ Ｕ ｩｬ 創参照Ｉ 11約 15 ha に して刈111'.

<' 込れ

域内ー百日分を示す L のでめり 、:tI"; 3 闘に J五すが! の

i汁克11地形についてい叉百i Jt 的に交通路左 側道

とを分liimすることについてい 9X ; は叉級地及自由

空地の分布に就ても充分なる考威力; 扮{ まれてない

第4乃.=f: 5闘に示す新し い百十，1t1;t，現 ハーの道 路 網 &

f i ! e に決定しに大淫M を持つ幹線道路の雄築線に齢J

する 許可 に就 て考 ｊＮ，ｪｪ，ｻｴ＾ 拶 ｾふ Ｎ＾ ｊ￭によって影響 さ れ ｴ

居るものである。第 5 悶①駄の西側にある三角交

叉結が! l i J ち その結果で め る。等高線に沿って、且

つ同悶｀貼の西 ￟ ｉｉｉ の ｾｪｊ から凡える圧殺 地主 ｾ Ｑ［ ｊｊ 駒 ｩ

する代りに廻り道をし、変に 二つの交叉道路STi: 島

幸吉し て、最大 3 %の昇を持つ新幹線道路として

Hof wi esen道路が問題になってゐる。

Hof wi eser道路は、現在のSchaffhauer 道路から分

岐して北西方向へ と第 5 闘に示す様下迭に沿って

主li 1) ， ｾ互に ｂｵ｣ｨ ･ｧｧ 成主与を遁過して‘ 北方に進行

し、餓進七万誕の束 {t>之れに卒行に停車務まで進み

そして変に郊外市町村組合の Oerl ikon の Cut er 停

車場まで走ってゐ る。

地域主? 決定するヰ花 、可能なる程度に住居地 合

計資す る事が明確に改定されてゐ る所 であ る。

.3Z. 1.li 5 闘 の @ 駄 の 西側 に建築される撃校鮮は

Dominant e として力強〈出現する。之れと金〈同

様に級者な勅 11、高Mの頂上の 2ha 大の遊園地の

i局にめる泉校計五在と Hof wiesen 溢Ｆｾ t  Wehnt aler  道

路との角に j冷げる線地税の最も高 きも毎月fにめる 数

合と でめ る。( 第4翻参照〉。 後者は第5図 に示す殺

に Schaff hauser 道路か( ，- i [ 紋に北 西に 向ってj;!fi・

fr してゐ る。

Milchbuck 臥域に於りる 一般建築の制限高は3階

往 の Lのを許して尻ーつ1: が、改正 され?二注築規 則j

では、建物! 日! の距雌 10米ゐるしのは述物の高さを

向 2 階fごり許し 、間 IJ 45米長の L の合法築する Zれ

が許されて居て、二つの道路聞に於ては二列 の家

4 5  Vl 



第 14置ー 15圏 一一上 部 溢 路 第 14圏

一一遊戯容は 1929年秋の蕗墓

地と 闘係ゐ る ものであ る。地

形の 高低差は三つの3産地 を作

って ゐ る、 装 飾 建 物 と 土地

とを含んだ建設費は 440. 000

F rankeである。

第 15闘

第 16闘

第 17 圃

V I 4 6  
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第 16闘ー 17倒ー一 - ｎｯｲ ､ｨ ･ ｩｭ の墓 地一一一最初 の械張計 ［ Ａｬｾ でゐって ‘ その 獄 税金商は 今迄の商秘会合

l  ませて 138000'!'- li 米でゐ る

持'¥，8幽

治 19制

ｾ｟Ｎ，ｾ Ｎ， ＮｲＺＭ鴨 ＿湯川 ［ Ｎ ｩ 凶伊縛 荷 主主 ｅ

"'  ，. 

み

川 う骨

第 18週一 19樹 - Engenbuh1

墓 地 一一墓地 4 、の交託宣 路 の

1:  ，7BI :t念、1頃斜 {e利用してゐ

t 、 それは石慨によって分

りＺｾれてゐ る 。 比の墓地 Ｑ ＱＮ

火 勢拡の計量産 ｾ｢ 含んでゐ

る。

尿 1) Ｚ 主主ち ｦｾｾ るＮｦ Ｎ去になってゐる ｯ 此の ｾ ｊ ｊ Ｈ : t 後退主主築 来ばしてι るo ｾもの ｲｴｊ の王 ｾｾｉ Ｚｴ役者の自由に委管 ｊ

線 η 向由なる持 Ａｾｦｊｊ によって招ｰＡＨし れ のでめ る ο さ るべき ｌ ので①｛主ｾ的 資 家 族 庭 園 の 位置を ＿示 し て

i ll' I Hbの7i i苛に ).，:.分割j 地 を所有して応 h 耐 L ゐる ｯ ①Ｈￌ ｾ ［ＱＶ ー ＱＷ 闘に姉かれれ ｎｯｲ､ ｨ ･ ｩ ｭ の 義

民〈 指 導 され t: 組 合に於げ る地刊を以て炭火な以 地合ぶしてゐる 。

域の満足なる建設会保訟する といム状態にめるの Hof wiesn  i出告に 11Th電が遜る誌になってゐて、

でゐ るn ｾｨ の為様 ｨ な宵き建物 ｕＮ 秩序ゐる建設期 ｪ その市震の雄投11年末に着手 さる後定である 。

に入ると自然に消滅するでゐらう 。 Zur ich の人口は今F l 225.  000人でゐ るが、人口

然し T Mi 1chbuck ｾ Ｇ，［ｾ 域 に ｬ 刊 日 常なる総 地 を保存Ｚ のitl' nll に従って墓地の扱張を必 要 とする o 佐民の

すべき でゐらう o 安 Q地 として都合のk干し、 4 個 の墓地が現存して居

Schaff ehauser 道路の東まで -Wd也伶となって延 h 小 さいカの墓地と猶大 人の所有する墓地と は

ぴてゐ る4列 と2列の並木は[くaf erll l とZuricl 】Jl I と金 之れに算へもれてな L、。

結合してゐる 。北東方向の盆 地に 接徹 して、第 う 市ば墓地滑加の然、 遺 設 な 習 作 を な し て ゐ る

闘の中央に示す様な一線地帯 が組 合 Oerli kon によ が、第 16乃至 19闘の EngenbUhl と Nordhei mとは湖

って改め準備されてゐ るo ( 第 4 闘 の断商参照 ) 0 )(1:t. Li mmat 河の都市 IJl IJ に存夜 するが、 之れは地

比の j 毒土地 は市の所有に か』 るも のと O訂 l ikon * - 且ー形と調村l させ るのは勿 論、 その待質を高請させる

合の所有に か』 る L のと に なってゐる 。 ことがよが比庖でも一つの係イ* とな るo 此の意味 に

闘上に於げる① Ｑ Ｚｴ遊戯壊で①Ａ士約 Ｓｨ｡ の式ｊ｟ ｊｾＺ f!." 於て第 ＱＸ 温 ｩ の ｾｉｉ ＼ 、 ｅｮｧ ･ ｮ｢ ￼ｨｬ 墓地 の上音 ｉｾ をねぢ

4 7  V I  



切る 事は地形 の 鑓化 を考へ に入れての事でゐ る。 墓地と 遊齢壊との計査が公園管理者 Rotpl etz.1'1;;

であるから墓地が樹木によって閣総され、而 もそ 及 Zuri ch市土木投師 Hert 町民主の協力で資生し? こ

れが生統によって分自11せしめられ、傾斜地 の一方 近年の最も美しき課題として南湖畔の岩盤計査を

の最高地 に墓地の配置を要求してゐ るのでめる。 是正げ る事が 11'，* るが、 スイスの競争 11之れに 封し

それはきちんとはめ込まれに墓地及び家族墓築造 て或 る種の後備的工事を指導し f ことも 云へ る、と

用の大自由空地 からの遁常なる型軽更を目標として まれ Zuri ch市は比の大課題に取って不足ではな い

ゐ るのである。 のだ、I! j ) 道路の改頁又は新設、都市fM携の 改夏、

墓 地 は卒均w積 6. 5卒 J j米( f 一墓地に奥へてを 公園の創造、苔市街の盤攻、停車場ー等 の問題 にml>J

1) ， Engenbuhl 墓 地の峡殺は市町村組 合の組合領 す る明確な る解答及その他 のものの賀行が期待z さ

地 に干渉してゐ る。 れてゐ る。そして分割事業カ凡ては Zurichrfj .注寄生

ZUr油 市 は統治 に際し牧用法を蓮用する 事を考 言十主主局 によって賀行 され る事になってを h その

へねばならぬが、 それに斡して市町村の組 合行政 連設計笠局は待以! な局として Zur油 市 地 1・工事行

勝、及土地所有者 とが抗議を申し込んで来? こ。 政区劃に亙って組 織されてゐる。 ( 小山 武〕

銅 使 用 制 限 に 闘 す る 規 則

商工省令第十入減 一、 ナイ 7 、 スプ ー ン、 コツ7 "， 菓子 器、 盆尖

銅使用市1][浪規則左 ノ遁改正ス ノイ也ノ飲食用器具

昭和十三年四月二十三日 二、剣 、3宏、湯沸、金綱、十能其 ノイ也 ノ] 斎房用

商工 大 臣 吉 野 信 次 器具

銅使用制限規則 三 、火 鉢、箪笥、机、傘立、中11子控ト:!t ノ他ノ 家

第 一 線 本 則 = 於 テ 銅 合 金 トノ、 --;l i. 銅( 挺総〉背銅 具什器

砲金、洋銀( 洋白〉及亦鋼 7 謂 7 四 、 花器 、 置物 、 Ｑ Ｇ￭Ｚ ｾ 託 、 額縁 、 烏銭其ノ イ也ノ 美

第二保 往 築 物 ノ屋根、IJt 、樋 、化粧張、煙 突、 術 袋飾 忍

排糸筒、枠、扉、窓絡子、乎i拠抱払、階段と止叉ノ、 玉、 ブロー チ、 フ ツ 九 主" 釦、 コノ、ぜ、美錠共

日除金具 トシテ銅叉ノ、銅合金 7 使用セン ト3え ん ノイ也 / 被 1m附 j蕗金具

モ ノノ、 地 方長官( 東京 )('f ニ在 リテノ、軍ifjjU'! 総段〉 プ号、煙 管、 シガ レツ トケー兄、 ライF 一、 灰 皿

ノ許可 7 受 クペシ 煙草主主x ノイ也/ 喫煙周昔器具

第 三 線 新I係ノ許可 7 受ケン トエノレモ ノノ、友こ掲 七、ノ、ン ドバツ夕 、 コンパタ ト、 職、傘、杖 ，lt

グノレ事項ヲ記載シダノレ計二可申詩書ヲ地方長官( ノイ也 ノ身勉周 t忠

東京JI<f ヱア リテノ、警誠線、監) = . 提出スペシ 八、響、 ピヘ 帯止、 鎖 、指輪1t ノ他 ノ;装身具

一 、 銅叉ノ、 ｾｪ 合金 ノ ｩ 積類 Ｎ￭ｬ ｬ Ｉ 使用数量 ｃｬ￮ ￭ ｈｉ 華］規 九、ru;&r'- 筆 . ペ 入 イ ン ク エ タ ン ド、、女 鎖、紙

定見ノレ用途))1) = . 記載スペシ〉 挟共 ノ他 ノ女房具

二、銅又ノ、銅合金ヲ使用 七 ン トスノレ事由 ー1-，犯 乎. 蝶 番、 戸車、 レール、釘J毛/ 11也ノ ;詮

三. 建築物 ノ位置 築則附 j蕗金具

図、建築物 ノ用途 ! 一、玩 具

五、建築物ヲ建築スル場合= 五 リテハ工事若手 十二、扇風器( 工機業用 ノモノヲ除 ク〉ユ トー

」走竣工ノ T象定時期 プ、 シャ ンヂ リャ、'ilt*-i.ス タン ド、 金庫、 書

六、諸主主人アノレト キノ、詩気人氏名名稀 頬箱及冷戦康

第四僚 友= 掲グノレ物品叉斗名 / 部分品ヲ製逃ス 十三、看 板、 ネームプレ ート 及肢告用女子

ノレlt):合= 於テ銅叉ノ、銅合金 7 使用 セ ン トスノレ ト 十四、前各競ニ掲ゲザノレ家庭用金物及 雑貨

キノ、地方長官 ノ許可ヲ受クペシ11i シ輸出品叉ノ、 第五係 部I憐 / 許可 ヲ受ケン トエル 者 ノ、左= 掲グ

共 ノ部分品こ付テノ、比ノ l浪二存ーラズ ノレ事項ヲ記載シ タノレ許可 申請書ヲ 地方長官二縫
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出スィシ

一、製 造 スル物 t芯/ 名隅及数量

二 、銅 叉 ノ、銅合金 / 種 額 別 使 用 数 量 〈新 政 二 府

」正放= 版}JI J " " テ記載; ; <. ペシ 〉

ベ使用; ; < . //.. 新 調 叉 ハ新 銅 合金 ガ第六僚 ノ 規 定

ニ依' / . . 許 可 7 受ケ t7 '1- モノナルトキノ、 J t- ノ相

手 カ 別 購 入 数 量

問、鋼 久 ノ、鋼合金 ヲイle用 七 ン ト ユ ル 事 由

第 六燦 ＧＹｦＧ ［ｾｧ 係各自主二桜グ ノ ｌ 物 ｲ ｩａ 叉 ハｊｴＮノ部分品

ユ シテ輸H' .n7，叉 ハJt ノ白日分品= 非 ザ ルモ ノ ノ 原

料 又 ノ、材料ヲ製造 ス //.. 1弘一合 = 於テ銅叉 ハ銅合 金

ヲ使用セント見ルトキノ、地方長官/ 許 可ヲ受ク

ベ シ

第 と 傑 前傑ノ 許 可 7' .1をケント J えん者ノ、左手掛グ

ノレ事項ヲ 両日戦争/ タル : 十可申誇替ヲ地j J 長 官 = 提

:B ;r.. " シ

一、製 泣 ;;<. // . . 原料叉 ノ、材料ノ名手露及敏量

二 、銅又 ノ、銅合金 ノ積額JJ IJj使 用 敏 量 ( 新l l l ! =- 府

」主主ll: =- ｾ｜Ｚ［ ｪｊ ｉｊ シ テ 記 載スペ シ〉

三 、製 造 ス ル 原 料叉 ハ 材 料 ノ 用 途

四、製 造 ス ル 原 料叉 ハ 材 料 ノ 相 手J J }JIJU反i' : t 数量

第八官禁 輸 日，Wl 叉 ハ兵 / 部 分品トニノテ 第 四 保 谷 誠

二掲グル物 品 ｸ ノ、ｽｴＭノ 古 ｲｾ 分ぷ ヲ製 造 セント スノ レ

者ノ、 f象メ メ正ニ掲グノ/ . . Ｚｴ ｊ￯ ｾ 民ヲ地方長官二回， ｬｪｬｊ :Y ベ

三ノ

一、製 造 λ ノレ物 t日， / 名m及 数 量

二 、銅 叉 ノ、銅合金 / 種 頼 別 使 用 数 量 ー

三 、製 造 スル物IR3 ノ相手カ}JI Jn反資盟主培

第 九 鱗 第 四 保 各 務 = 摘 グノレ物 t忠叉 ノ、 }t. / 部 分品

ユ シテ輸出品 又 ノ、 共 ノ 昔 ｉｾ 分 ｲｅ ａ トシテ製 造 シタ ル

モノヲ 譲受ケ !J // . . 者園内消' J J . = - 充ツル錦之ヲ版

i: t セントエ ノレトキノ、地方長官ノ 許 可 ヲ 受 ク ペ シ

附 則

本則ノ、昭和十三 年五月 一 11 ョ リ 之 ヲ 施 行 Z

第 二係ノ 許 可 7 受 ク ペ キ モ ノ = シテ 本 則 施 行 /

際 現 = 第二係 二 摘 グ ル 用途 =銅 ス ノ、銅合金 7' 1le月

中ノモノユノ、本Hリヲ適用七 ズ1Hシヌド則施行ノ H ヨ

U二 泊陥] 以内こ第三係各披ニ縞グル事頃ヲ地J J 長

官 ( 東京1M=- ＺＨｆＮ リテノ、 警 ｦｦｾ Ａ 線、歓 Ｉ = - 届: ゾルコトヲ

. 要. ス

第 四 係又 ノ、第六 篠ノ 許 可 ヲ 受 グ ペ キ 者 z シテ本

則施行ノ l療現= 第四係各線 二掲グル物品若ノ、 久ー /

部 分 品叉 ノ、第六線 二 規 定 λ ノレ原料若ノ、材料 7 製 i主

『ド ノモ ノ こノ、本則ヲ遁用セズf旦シ本 則 施 行 / 日 ヨ

リ二 泊 間 以 内 二第五係 各放叉ノ、第七係各聖書 = 掲 グ

ル 事 項 ヲ 地 方 長 官 = 届 グ ル コ ト ヲ 要 ユ

本 則 抱 行 ノ 際 現 = 銅叉 ノ、銅合金 ヲ使用シテ第四

係 各 競 = 掲 グ ノレ物 t忠叉 ノ、 :Jt ノ昔日分 t弘 ノ製造 7 銭其

ヲ業トスル者ハ昭和卜三年五月 - IJ 現 伝 ノ賞該 物

品 叉 ノ、 古 ｉ ｾ 分 ｦ Ａ＿Ｒ ノ Ｚ 在 ｬ 章敏量ヲ本ｉｪｾ施行Ｏ H ヨリ ニ 遡

laJ 以内 = 地JJ 長 官 二 回 H.'，グペシ

銅使用制限規則施行細則

大 阪 府 令 第 五 十 九 披

昭 利 十二 年 卜 一 月 大 阪 府 令 第 育 九 蹴 銅 使 用 制 限 規

則施工細I j l ] 左/ 遁改正 z

昭 和 十三 年五月 六 日

大 阪 府知事 担l!， 問 清

銅使用制限規則路行細目IJ

第 一保 本 則 = 於 テ ノ 、 銅 使 用 制 限 規 則 7 規則j ト構

ヌ.

第 二線 規 則 第二様 、 規 則 第 四 線 、 規 則 第 六 燦 及

規 則第九係ノ 許 可 申 請 書此 = 規 則 第 八 線、 規則

附 知j第 二項 及 規 則附 則 第三 項ノ町iil，t ノ、左記様 式

= 披リ正本ノ :外副本二 遁 ( 規 則 第 四 係 及 規 則 第

九係ノ 許 可申請 書蛇= 規制第八係/ ; 同容及規則

附 則 第三 項 = 依 ノレ規則第四{際各盟主= 掲グノレ物品

叉 ハ ｽｾ ノ 部分 品］刷スル届替］ 夜 リテノ、話 ｉｊ 本ノ、

一 泡 = テ 足 I/.. ) 7' 縫H' . スイシ

第三線 規則第凶係各盟主= 掲グル物品若ノ、来ノ 昔日

分 r忠ノ製造 二使用スル原料若ノ、材料ヵ・規則第六

燦 ノ 許 可 ヲ 受 ケ F ルモノ 叉 ノ、規則附則第三項ノ

届 ｾｈ ヲ匁 シ タルモノナノレトキノ、之ヲ詮スル ζ 足

J /.. 書類ヲ規則第四係ノ 許 可申請' st=- 添 附 エ ペ シ

第 四 係 規 則 第六係 ノ 許 可 7 受 ケ Y トスノレ原料又

ノ、材料= シテ之ヲ原料叉ノ、材料トシテ使用セン

トスノレ物品叉 ノ、兵ノ昔日分r弘 二 付 規 則 第 四 傑 ノ許

可 ヲ 受 ケ タ ル モ ノ ナ ノ川 、キノ、之ヲ詑 λ ル 二 足 ノレ

容 煩 ヲ 規 制 第六傑 / 許 可 申 請 瞥 ユ添 附 Z ペシ

第 五 傑 規則第四係各銃二掲グ ノ レ物品若ノ、 共 ノ ｭｾ

分 品ガ臨ノ周= 供セラルノレモノナルトキ叉ノ、規

則 第六係 = 拠 グ ノレ原料若ノ、材料ガ箇ノ用= 供セ

ラノレノレ物tiZ若ノ、 Jt ノ部分品= 使用セラノレルモ ノ

ナ J 川、キノ、之ヲ詑; r . . J L. .;::.足 J/.. 轡 類 ヲ 規 則 第 四 傑

叉 ハ規則第六傑 / 許 可 申 請 啓 =添 附 ス イ シ

附 員IJ

本知j ノ、公布ノ H ョ リ 之 ヲ 施 行 z

4 9  VI  



第一盟主様式

銅使用市IJ限規則第二傑= 依 J レ許ロI 申 請 容 ( 規則] 附則第二項= 依ル居容〉

銅又 J 、副司合金使用許可願( 銅叉ノ、銅合金使用届〉

大阪府知事 .  殿

下記之遜何 k ( 銅又ノ、銅合金 ノ種綴〉 ヲ使用数度{ 長情! 御許可相成度比段キ目頭{ 長也

Ｈ下 ｾ ･ 之遜作 ｉ 々 Ｈ銅叉 ノ、剣合金ノ Ｔ 議長買 Ｉ ' 7 使用数{ 民間比段及御居候也〉

昭 和 年 月 日 願 人 ( 届 人 〕 氏 名⑨

住 所

立 主 設 と |

I  .  I  

1.  I  

銅 又 ノ 吋 7 使用 |  
セントスル 由

| 建 築 物 ノ 用 途 |

| 抑 制 I I竣 す 時I I銅又ノ錫 |若 手 腕 時 I ｾ竣強制 ｼ
建 築 工 事 期 ( 若 手 年 期 ( 工年 合 金 取 付 期 ( 若 手 年 期 て年

月日〉 周日〉 工 事 月日〉 月日〉

|住 所 lliii 笠 |氏 名 I I住 所 |

備 考

注 意 l 枠、E事、窓格子、手摺、階段主二止及日除金具 J 、購入先、E存入約定年月目 、受納年月日 7 備考欄

= 記入スペシ

V I 5 0  

2 許可 申請書叉ノ、居容ノ、正副三遁ヲ控室出スペ品

3 建築物 トハ 高暦主主物、工 場、;含庫、底舗、星島校、集舎袋、波書華場、k長官官、病院、市 場、屠袋、

火葬場、住宅、) 3IJ 選; 等及之等= 附随スノレ門、隊塀等ノ t外鳥居、 記念門、記念塔、仮設産築物 〈

博覧合主主築物、飾門、飾培等〉ヲ指若草ス

屋根ノ、巴、鬼、 主UI 宝石、慰斗 J，¥等 7 含ムモノト見

事畠ノ、蛇腹樋、谷樋、流樋、飯島証等ヲ含ムモノ卜見

枠トノ、窓枠、 fH入口枠額縁ヲ指総見

彦事 トノ、廃. &;1毛 ノ附属袋飾 7 色合 Z ルモ錠両ij 、拍手、繰苦手、 上ゲ務シノ、之ヲ含マサツレモノ トユ



B 除金具ト ハ捲拐 H除、悦 H 除、引 分 11 除及 斗寸 111 1' 徐等 ノ令 民ヲ 指間 見ルモ出.rt: 久 山演 ハ之 γ

合マザ ノレモノト 兄

第二披様式

銅使用制限規則第四傑= 依ん許可 申請 脊 ( 規則第入傑叉 ノ、規則附則第三項 = 依ル屑脅 〉

銅又 ，、銅合金使用言1二可願 ( 銅:x.. ノ、銅合金使用屈 〉

大阪府知事 殿

γ:，d之遁作I} ..q ( 銅叉 〆、銅合金 ノ種紙) ' 7 使用数度{民間御前二可キ目成度比段キ目願候也

( ド記之遜何々 ( 銅叉 ノ、銅 合金 ノ緩ま買 ) ' 7使用数候間d七段及御属候也 〕

昭 和 年 月 H  願 人 ( 属人〉 氏 名{同

1'1: 所

製 i盆
ス

'L- 物 n同ロ 使用 スル銅 叉ノ、銅 合金 紋 = 区別 シ

テ記載ス

名 格 | 個 敗 !???7Fl 用 途 | 版 資 先 ! 種 類 | 電 金 i 購 入 先

飢 ノ 銅卸 使 |

用セシトス ノレ事由

備 考

注意 l 製 造兄' L-物品 ヵ・捌ノ用= 供セラルル 接合二 於 テノ、之ヲ 設 7- )1， . : . 足ル替簸ヲ 添附スイシ

2 使用見 ノレ銅又 ノ、銅合金 力・規則第六傑ノ 許可 ヲ受ケ 9 ルモノナ ル トキノ、之ヲ 詮 Z ル= 足ル%t 績ヲ

添 附 Z ペ シ

3 使用スル銅叉 ノ、銅 合金 ヵ・規則施行 ノ際製造中 ノモノナリ シ トキノ、之ヲ 設 ，.. )1， = . . 足ル容類ヲ 添 附

見 ペ シ

Ｔ 許 可申 詩 書 ス ノ 、 腐脊ノ、正副 二 遜 Ｗ 提 ｈｾ ;;え イシ{Ii シ規則第四傑ノ 許可 アリタルコトノ 設! 尽誉棄買交

付 7 希望 スル者ノ、高IJ 本二遁ヲ提出 スイ シ

5 規則第入{ 際ノ厨在住=在 リテノ、銅又 ノ、銅合金 ヲ使用セント Z ル事由 ノ、之 ヲ記入ス ノレ= 及パズ

第三競様式

銅使 用 制 限 規則第 六 傑］依ル 言ｩＭ 可申請曾 Ｈ 規則附則第 三 ＡｊＨ］依 Ｇ ｌＭ屈 ［［Ｎ ｾｴ )  

銅叉 ハ銅合金使用許可 願 ( 銅又 ノ、銅合金使用周〉

大阪府知事 殿

下 ｾ ￨ 之遁何々 〈 銅 。 叉 ノ、銅合 金 ノ種鎮 〉 ヲ使用数度ｻ長岡御 許 可キ目成度比段キ目願候 也

〈下記之遜何々 ( 鋼又 ノ、銅合金ノ穏鎮) ' 7 使用致候間比段及御届候也〉

5 1  VI  



昭 和 年 月 日 願人〈脂人〉 民 名@

{主 F斤

テ記載旦

名 稀 | 偶 数 | 重 赴 |?E???|用 途 | 販 資 先 l積 類 l重 赴 | 購 入 先

1  .  1  

1- .  1 ， 1  

備 考

注 意 l 製 造 A )l - 原料叉ノ、材料ヵ・闘ノ用ニ供セラルル場合ニ於テノ、之ヲ設エノレ= 足 )l - 書類ヲ 添 附 A - ' シ

2 製 逃 A J ι 原 料叉ノ、材料= シテ之ヲ原料叉 ノ、材料トシテ使用セントスル製品叉ノ、共 / 部 分t弘二付

規則第四傑ノ 許可 ヲ受ケ !J Ｉ ｬＭモノナノ川、キノ、之ヲ設ス ノ ｬＭ］足 ｊ ι 合類 ＵＷ ｲｾ 附スイシ

3 許 可申請書叉ノ、 @特ノ、正話IJ 三遁ヲ提出スペシ規則j 第四係ノ許可申請啓= 添付旦ル然許可読叉ノ、

認定詮ヲ歎主主= 分制見ノレ必要アノレ筋合= 於テノ、副本ノ内ー遁ヲ販資先別こ分チテ提I I l A ペシ

第四銭様式

銅使用 制限規則 第九 雄二依ル 許可申詩 ｾ Ａｾ

鋼叉ノ、鋼合金製品圏内販資言干可願

大阪府知事 殿

下記之遜何々( 銅叉ノ、銅合金製『忠名) 57 販資致皮候陪l御i許可相成度比段キ目顔候也

昭 和 &1三 月 H  願 人 氏 名 @  

住 所

1  wx ｾ＠ 1 購 入 | 購 入 先 | 阪ｾ移歎量 年 )1 日 氏 名 | 住 所 氏 名 | 住 所

1  1  1  1  I  1  

1  I  1  1  1  1  

1  1  _  1  1  1  

幽内向ト

シテ阪貿

セントス

ノレ司E由

主主意 許 可申請曾ノ、正ぷ ｉ ｊ 二 遜ヲ提Ｚｉ ｾ ｬ 7- . ペシ

V I 5 2  



大阪府告示第五百六十四棟

昭如卜二 1，三十一 月大阪府告示第千三百十却炉、之ヲ &'&J I: ;;<. 

昭和十三年五月六日 大 阪 府 知 事 池 田 清

取 担

一. 許可叉ノ、不許可/ 指令ノ、左 ノ遜副本= 篠印 シ

テ交付ス

大阪府指令経工第 減

布許可ス

昭 和 年 月 日

大阪府知事 池 田 清

大阪府指令経工第 披

お 言 ，Ｎ可シ ｊ ｾ ｦ "〆

昭和 年 jJ 11 

大 阪 府 知 事 託11 問

二、許可殺ノ、;在ノ; 通 MI体= 僚印シテ交付. ; ; < .

右銅使用制限規則第 係ノ 許可ア リタルコ

ト 7W官ス

昭和 年 jJ H  

大阪府知事. 社11 ｾｬ＠ t青

三 、局番 ヲ受 ｅ 屯シタノ ｌ トキ ノ、左ノ遜 Ｑ Ｑ ｾ ｉ ｊ 本］榛印 ν

交付ス

右受理ス

昭和 1，三 月 日

大 阪 府 知 事 池 田

要綱

昭 和 年 月 日

大 阪 府 知 事 池 岡 部ー

五、規則第四係各盟主= 掲グル物品) / . . . ノ、共ノ部分品

/ 製造業者ヵ・規則抱行ノ際現ニ ..(:i スル銅叉 ノ、銅

合金ヲ使用セン ト見 ノレ場合= 於テノ、共 ノ許可 申

請 -m= =. ｾ ｉ ｾ ノ旨附 記シ営該銅 叉 ノ、銅合 金 ノ Ｚ全数量

二付隙H : 系事項ヲ記載スペシ

前項ノ許可申請脊ノ、規則施行/ 日ヨ リーケ 刀以

内= 提 IPJ スペシ

清 六 、規則第六係 = 規定スノレ原料又 ノ、材料ノ製造業

主

円
、

r

者カ・本則施行ノ| 燦現= 有スノι 常該 原料叉ノ、材料

二十jーテノ、規則附則第三項ノ規則施行 ノ! 努現= 製

造 中ノ原料叉 ノ、材料 ト同様= 取扱 7 1. fl シ屈w=-

ｾ ￧ ノ旨附 ［， ｕ シ営 該 原料 叉 ノ、材料ノＺ全数量こイ 、 ｊＧ 闘

係事項ヲ 日日r' . IGスペシ

七、規則j 第四係 各自主ヱ掲グ ノレ物品 叉 ノ、共ノ部分品

製 i立販賀染者 〔断言官製造問屋〉又 ノ、製造業者ヵ・

常該物 品叉 ノ、共ノ部分 品ノ製造 = 使用スノレ原料

叉ハ材料 Ｗ 臼ラ賂 ｺ 入シイ 也 ］委託 ｪ ｊ 口工 セ シムノレ 診 ｾＺ

合 ］Ｎ Ｑｾ テハ包Ｇ 該 製 造 問屋及 Ｇ ｬＺＡ［ ・ 該 製 造 業者ョリ第

四傑ノ 許 可申請叉ノ、規則附則第 三 項ノ届 ｈｾ =:;匁

凶、局番ヲ受塊シタノレmノ、左ノ j通話1)本= 擦印シ交 ス コトヲ 得

十J ; ; <. 布/ 筋合ニ於テノ、x ノ受託加工業者名及住所ヲ

右鋼使用制限規則附則第 項ノ届11' ，Ｗｾ 毒シ 願 書 = 記載シ見受託1J日工業者i J lJ ニI #J係事項ヲ 記

タルコトヲ 誇 λ

ロ
U

-
三一

円

入 Z ペシ

載 例

製 造 ス ノ レ 物 品 名 使用スノレ銅叉ノ、銅合金 故= 阪 )]11シ

テ記載ス

名 務 | 偶 数 112?誇 | 用 法 | 販 資 先 | 種 煩 | 重 盆 | 購 入 先

I  I  
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依 託 加 工 業 者 製 造 す る '物

n  

nn 

氏 名 f主 所 名 溝 手 個 数 製 誼 若 手 l待 期

八、工 業組 合 叉 ハ 同業組 合 = 加 入 セノレ 工業 者ノ、組 ノ許可書ヱノ、設明書ア交付セズ。

合 7 経 由 シテ許可 申請 、 又 ハj呂:1'. '7 )竜丸 コ トヲ ー十一.. l)1. 花 ス トック 7 有セズ 、 問屋 ノ旦 トツタ 7

件 、 1.s. ; 〆願人3し 、居人ノ、' f f i 該工 業 者 トλ 貿 入 レ 物 品 ヲ 製 造 旦 ル モ ノノ、 問屋 ノ殺 明 ヲ 添 付

九. 小 工 業者 二 於テ ハ 之 卜取 引闘f系= アノ....ml屋 業 λ ベ戸。

者 x ノ、製 造 業者ヲ 経 由 シテ許可 申請火ノ、届 /H '7 十 二 二 、 第八 線ノ 屈 ｾ Ａｦ エ泌 ｦ 、 ｪ スベキ輸 /H ｾ ルコ ト ヲ

潟 ス コ ト ヲ 得 、 但 シ願人久ノ、届人ノ、' I D. 該工業者 殺スル官類二ノ、左ノ場合二於テノ、 ｉ ｾ ｪ 屋 ノ 注女書

ト九 二貿易街ノ哀脅ヲセシメ提出センム。

十 、第 四{ 際ノ 許可設業添付ーシテ tB願 シ タ ル 第 六{康

[ 本競執筆者紹介1 ( 五十音ムlil .fl )

伊 藤 和 夫 大 阪 市 技 師 ・大阪市臨時高速度畿道在日雄投課建築係長

- 本 協 合 常 務

加 藤 吉 台 堺 市 技 師 ・堺 市 土 木 部 技 術 課

川 勝 健 一 大 阪 府 警 察 祁 建 築 課

新 名 租1 夫 人; 阪市技師 ・大阪市絡事屯昔日告幸終謀役言| 係長

{会 井 清 之 助 建 築 技 師 ・大 阪 府聖子務 庁¥i建 築 課 ・本 協 合 常 務

ｾ公森 Ｑ ｾ 太 大阪府瞥察首¥i 建 築H県

6  月 替i
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|勿 資毒 材‘

皇 室 省 令 第一減

防家資材淑締規則友ノj j J i ;"t ム

昭和十 三 年 五月二 H

内 務 大 阪 末 次 f畜 :iF_

厚 生 大 臣 係 官 干 木 戸 幸 一

防護主資材J f X 締規則

第 一 線 本 令 三 於 テ 防 毒 具 ト総見ルノ、貴M'I ，ノ1' ( 斯

煙 携. i伎骨堂、粉鹿等三重サエノレ ｬ 坊被艮 Ｗ ｾＱＧ ｦＷ

防署長具 ノ、/王ノ 二種 卜見

第 一 種 防毒菌〈酸素呼吸器ヲ含ム以 1: 之 ェ 同

ジ〉防 護 衣、 防 毒 手 袋、 防毒靴、 防毒 泌 函 並 =

防諜商用 ノ殺 菌、 呼集緋及吸収録E

第二極 x ノf也ノ防毒具

本令= 於テ防毒検定器卜務スルノ、寄 1'1: ノス 斯、

煙 鋭、液 想、粉 盛 等 7 検 知 ス ル 粋n及|幼主宰 1"t ノ

性能 Ｗ 検査 ｚ ノレ器具ヲ ｾ ｉ ｾ 7  

本 令 = 於 テ 防 毒 薬 物 ト格見ル ノ、|新 51百吸 収 綴叉

ノ、| 坊主撃滅画= 使用シ l坊主在/ 効能アリ トスル薬物

毒 性 ノ ヌ 斯、煙害言、波 館、粉 塵 等 ノ 検 知 ノ 効 能

アリ トλ ノι 薬物及防著書ノ効能アリト兄ルモノュ

シテ内務大臣及厚生大I ? ノ指従 兄 ル薬物 ヲ開 7

本令］於テ防 ｾｨｾ 具材料ト格ス ノ レノ、ｼ 坊 主 Ｑ ｪ［ｉＱＺ ノ ［ 製 法

叉 ノ、修恋= 使用 7... J L - 物= シテ 内 務大限ノ指定ス

ルモノヲ百円 7

第 三{際 本令ノ、阪貿ノ用= 供エル| 坊主務具、 |坊主年検

定 器、 防毒薬物及防毒具材料ニ{ ナ之 ヲ適用スイ日

シ第十一保 及第 一|ー二僚ノ規定ノ、日夜iilt ノ肘=- 1: 共セ

ザルモノエ付テモ之" 1 ; 血閉ス

第三{ 際 第 一種 防主:;: 具 又 ノ、 防署長検定綜 7 製 造 セ ン

ト見ノレ者ノ、左ノ各務= 鵠グル事項 7 .. 輸 入叉 ノ、

移入セン ト Ｓ えん者ノ、第 一 自主乃ｾ買う 三械 及第 六披

= 掲グル事項ヲ具シ見本品 "1 iおへ 伝.;t ) 1 - 業務所

所 荘 地ノ地方長官Ｈ束 ｊ ［ｏ ｊ｜ｦ ユ花 リ テ ノ、 ち脱 線 、思ｾ

以下之ニ同ジ〉ヲ経由シ内;務大臣ノ 許 可 7 受ク

ペシ

一 氏名 ( 法人二 イ'i : リテノ、J t . ノ名都 〉商 減 反 米ー

宇年所所在 地

二 製造所ノ名手辱及所不i二地

三 第一種防毒具スハ防毒検定 一務ノ種類、 型 式

構 造及性 詑

凶 製 造 方 法 及 製造設 備〈製 品検 責 散備 ヲ含ム 〉

取 規締 員リ

ノ制要組 ヱ ーイドノ :製造能 力

T1.  te任技術者ノ 氏 名及魁照

J 、 第 一 位 ｉ ｬＱ ｪ 裂 Ｚ［ Ｚ ｄ｟ Ｚ うえ ハ 防 司 ｴｈｾｴ ，巨ｩｩ［ｾ ］Ｎ 泊 ｩ 附旦ル ｦＡＺ

能説明 st

， ｷ 頁第三盟 主 Ｗ ＧｊＺＡ￫Ｎ 第 六批 ノ ミ ｊ ｪＺ ｾ 民 ヲ聖昼 夜セ ン ト スル

トキノ、 IlifJ .民= 準 ジ許可 7 受ク ベシ

第 一 項第 一 披 火 ノ、 ［欣二 披ノ ｺ ｬｴｾ ヲ 鎖 反セ ン トス

ノ レ ト キノ、第 一 項 ］Ｎ ｾ Ｑ ｧ ジ内務大臣 ι 届ＺｬＧ Ｑ Ｚｊ ・ ベシ

J:iWY係 第一種 |釣桜11久 ノ、 防毒検定器ノ製3ft 者、

輸 入 者久 ノ、移入者ノ、 J t . ノ製造、事前i入 久 ノ、移入シ

9 ル貫主 一般|坊jhA只 久ノ、防苦手検定務 ヱタJ ノ却式. &

製 造年並 =製 泣者 ノ 氏 名 〈法 人二平! リテ ハ) 1: ノ

名 稀〉久 ノ、商減 7 明日じシ且防挙前l吸収旬F久ノ、|幼

HI総画二 JJIJ J 主= 描グル イゴ: 能標識ヲ附スベ ン

第五僚 主t 一種 l坊諜 只 久ハ防 毒検定1 *f ノ製造者、

輸 入 者久ノ、砂入者ノ、 Jt. ノ;製造、輸 入 久ノ、移入シ

ダ ノ ｌ 第 一 概 ｩ 坊 主在日 久ノ 、 ｬ 防 寄検定持ニ ｉ Ｇ ｊ 内務州ｾｾ

/ 定ム Jq 計二依リ検定ヲ受ク ベシ

両 ｉￍｉ 項ノ検定二合特 シ 担ル第 一 樋 防 毒 ｮ Ｉ Ｈ ｾ 、 防 ザ

検 定 協 =ノ、 第一宮M及式 ノ検定詰印 7 附エ

第六線 第三積 防 芳 氏、 防均一薬 物 え ノ、 防 毒n材 料

ヲ聖堂資セント兄 J ι "fノ、司王ノ件誠二瓶グ J l - 事項ヲ

只 シ 見本 ， ｩ ｬ ｴ ヲ ィ Ｔ｡ へ ｴＮＧＭＧルう させ たド ｾｪ )i Jj. :( 1' 地 ノ 地 点 長

官ＧＯ 許可ヲ受 ク ，，ｾ

一 氏名 ( 1と人=. .(1:. リテノ、J t ノ名格 ) i荷紛及倍

業 所 所在 地

二 製lt例 j. / 名有ヰ及 所 作I也

三 第二f}ll. 防磁孔 =. {I ーリテノ、 A ノ種類、 唱式、

構 犯 及 川能

!司 防毒事権物= . (i. 1) テノ、 J t ノ品 名、品質 及 効 能

( 製 刻 =11' リテノ、 l京料品名及 )l: / 分量 並 = 製

iJi ) j 法ノ 向要 ヲ{井。; じスルコト 〉

ヨi. r坊1:;' [1: 材料 = (I リテノ、) 1:: /  1ft! 名、 ♂17'[ 及 ド1・

古E

六 第二種 l釣沿っ11、 I坊主主繋物 又ノ、|坊32只 材 料 =

添 附見 ｊ ｬＭ 他 党 叉 ノ、効能説明 Ｑ ｾＡｾ

自 ￭ｦｾ 頁第三披乃至第 六披 ノ事項ヲ 主主 ￦Ｚ七ント ァ 、 ノ レ

トキノ、古if J . : 頁= 中ジ許可 7 受 ク ペ シ

w; 一項第一蹴叉ノ、第二減ノ :事項ヲ 姥 及セントエ

ルトキノ、第 一項 = 準 ジ地力長官二届HI，グ ベシ

第 七係 第 二 種 防 毒 具 ノ 滋 賀者 ノ、共ノ授賞旦 J l- 第

二橋 防君事兵= 共 ノi型式 及 授 賞者 ノ民 名 〈法人 =
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在 リ テノ、 ｾ ｴ ノ名手惇〉叉ノ、商務ヲ明記スベシ ノ、防毒: 具材料ノ詩資管業者叉ノ、第一積l坊主長具若

防毒薬物ノ滋賀者ノ、 ｊｴ ノ 後 ｪｾ ［ￃ J J.，. 防毒薬物 ノ容 ノ、防毒検定苦手ノ修穏修業者Jもノ業務= 附シ犯搾

器火ノ、毛皮包ニ| 坊主b-幾物ナノι 文字、品名及音量究者 幸子ノ、不正ノ行局アリタル トキ叉ノ、本令 ノ規定ニ

ノ民名 〈法人ニ在 リテ ノ、共ノ名稿写〕叉ノ、商披 7 、迷反シ! 1 J !- トキノ、地方長官ノ、共 ノ許可ヲ取消シ

明; 己主ベシ 叉ノ、後楽ヲ禁止若ノ、停止 Z ル' コト "'i 牢

防毒具材料 ノ 努資者ノ、英ノ後 Ｕｾ スル防署長具材料 第十六係 第三線第一項ノ 規定二 、違反シタル者ノ、

ノ容器叉ノ、被包 = 防毒具材料ナノレ文字、品名及 三 月以 l、ノ 懲役= 慮ス

滋賀者ノ氏名( 法人ニ 在 リテノ、共ノ名格〉叉ノ、 第十七係 第六傑第一項 ノ規定二 違反シ タル者ハ

稽干減ヲ明 ｲｩｬ ｾ ^ ペシ 三月 以ドノ 懲役叉ノ、百 聞以ドノ i罰金二慮ス

第 八11祭 lぬ苦手具、防毒検定* 号、防毒礎物叉ノ、防毒 第十人保 左ノ各自足ノ- = . 該常見ノレ者ノ、百回以ド

具材料ノ諸質管業ヲ匁サン ト エノレ者ノ、修業戸 ｾｲ 毎 ノ 罰金叉 ノ、科料］Ｎｾス

こ修業ｊＧ Ｉｩￆ Ｍ ［ 伝 地ノ地方長官］届 ｮｾ グベシ ー 第 三 保 第二攻、第 四線 、 第六燦第二項、第

第九僚第五{ 傑第二項/ 規定= 依ル検定¥r n : Epナキ 七係乃至第九傑. 第 十一線叉ノ、第十二線 第 三

第一種防本兵若ノ、防毒検定苦手叉ノ、第四傍若ノ、第 項ノ規定ニ主主反シタノレ者

七係ノ規定= イルL 表示若ノ、性 維標識ナキ防毒具 二 第十三線ノ規定= 依ル巡鵡叉ハ検査ヲ拒ミ

防訪ー検定務、 防毒薬物若ノ、防毒具材料ノ、之ヲ販 妨ゲ叉ノ、忌逃シ F ノL 者

資スル コト ヲ得ズ 三 第 十 五傑ノ ;規定= 依 J !- 修業ノ停止中 Jt ノ轡

第 卜傑 | 妨諜具、防毒検定器. 防毒薬物叉ノ、I妨7主 要経"' ; 1毒シ F ノレ者

具材料ハ第三傑第一項第六披ノ性能説明書叉ノ、 第 十 九 僚 第 三 傑 第 三 項、第六線第三項叉ハ第十

第六保有吉 一項第六披 ノ性能若ノ、効能説明書ヲ添 僚ノ ［ 規定］ 主主 反シ Ｙ ノレ者ノ、科料］Ｎｾス

付見 ノレユ草1'4f レバ之ヲ! 仮賀エルコト" ， q梓ズ 第二 十 憐 防 諜 具、防毒検定器. 防毒幾物叉ノ、防

第 1-一保 第一種防毒艮叉ノ、防毒検定* f ノ修平百佐 官t 具材料ノ製造者、輸 入 者、移入者、後E望者、

業ヲ潟サン トスル者ノ、修業Ni -毎 ニ倍業所所存地 誌資修業者叉 ノ、修J糧管業者ノ、 ft ノ代理人、 戸こ民

ノ地方長官ノ 許可 ヲ受クペシ 家族 、 同居者 、 麗人［Ｉｾノイ 也ノ ［ 従業者 ｺ シテ共ノ

第 十二{隊 第一積防毒具叉ノ、防毒検定器ノ修理i修 業務こ隙j シ本令= 主主反シタノι トキハ自己/ 指郷

業者ノ、［Ｉｾノ修花シダノレ第 一 種 Ｑ 坊首長具叉 ノ、防毒検 ］ＭｴｉＧ ｊ ヂザルノ放す以テｾ 剖 ヲ菟ル ノ レ コ ト ヲ得ズ

定路ニ付内務大臣/ 定ム ノι j計二依リ検定ヲ受ク 第二 十一線 本 令 = 依 リ 適用スペキ罰則ノ、兵/ 者

ベシ ヵ・法 人ナル ト キノ、理事 、 取締役 ｦｾ ノ イ也法人ノ業

部 ｉ 項ノ検定 ］合 Ｊ事シダル第 一 樋防 ｾ ｊ Ｚ ｮ 叉ノ、防 ｚ ｆ 務ヲ執行兄 J !- 役員二 、未成年者叉ノ、禁治産者ナ

検定器こノ、第二放様式ノ検定託印ヲ何t;;< J 川 、キノ、; ! t ノ法定代理人= 之ヲ遁用ス f且ν 勧 業

部I項ノ規定= 依ル検定設印ナキ第一種防毒具叉 = 隙J シ成年者 ト同 一 ノ能力ヲ有スノL 者= 付テノ、

ノ、 l坊寄検定昔話ノ、之 7 修夜i シダ ノレモノ トシテ交付 比ノ I環ニ 夜 ラズ

スルコ ト"'i 十トズ 第二十二係本令ノ、 陵海軍 ノ周二供 3え ん f坊主器具、

第十三t築 地方長官ノ、官設 官 支 7 シテ防毒具、 l妨 防55検定* * " 防毒薬物及1坊主年具材料墨付テノ、之

議 検 定 器、 防毒薬物若ノ、 防毒兵材 料 7 製 造、貯 ヲ; 盗用セズ

識 さ了ノ、阪資スノレ坊所ヲ巡ni J t セシメ 又ノ、防毒具、 附 則

防毒検定様、 1坊主ち一番号物若ノ、防毒具材料ヲ検査セ 本令ノ、昭和十三年六月 一 H ヨリ 之ヲ施行 λ

シムルコ 卜"'1斗 本令公布ノ際現= 防毒具、防毒検定器若ノ、防毒薬

第卜閲{ 際 第一種防毒具叉ノ、防3U検定器/ 製造者 物ヲ製造若ノ、表質スノ レ者 叉ノ、 ［Ｎｕｾ ノ誇資苦手業ＢＧ［Ｑ竜王

輸入者叉ノ、移入者共ノ業務こ附シ犯罪若ノ、不正 者ノ、本令施行後一 月以内こ第三係、第六傑 叉 J 、第

ノ行潟アリタノレトキ叉ノ、本令ノ規定= 主主反シタ 入{ 際/ 規定二依ノレ乎綴ヲ錦見ペシ

ルトキノ、内務大臣ノ、英ノ 許可 7 取消スコ トヲ件 官 ￭ｲ ｾ 頁 ノ ［ 規定］依リ第三燦叉ノ、第六係Ｏ許可ヲ申譜

第十五係 第二種防毒具、 防毒礎物若ノ、防署長具材 シF ノレ者ニ付テノ、共ノ申請= 針スノレ許可叉ノ、不許

料 ノ 後rt 者 、 防主写真、i坊諮検定様、l坊主年鶏物幸子 可 ノ底分 ノ日迄第四係、第 五線及第七係 ノ 規定ノ、
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之ヲ適用 セズ

本令施行ノ際rJL =- 存スノレ l肘JJt 具、 防議検定器苦 ノ、

防毒薬 物久ノ、第二項ノ規定= 依リ第三線苦ハ第六

保ノ 許可ヲ 申請シタノレ者ガj C ノ申請= 針ス J" 許可

若ノ、不許可ノ慮分ノ 11 泡= 製造若ノ、査を賀シ ダノレ防

毒具、 防毒検定器若ノ、防省JL薬 物 =-1寸テノ、本令随行

後一年同第九鱗及第十憐ノ ;規定ノ、之ヲ適用セズ

EI I 表

防 毒 菌 吸 収 綴 及

性 能 標 識

防 毒 滅 菌 種 類
|標 識

標 識 色 ｾｴＡ披

普 遁 主主 斯 周 灰色及紫色 イ

敵 性 A  J t i f 用 灰 色 ロ

有 機 宝石 斯 用 t県 色
ノ、

粉 墜 用 白 色 オミ

一 酸 化 炭 素 周 紅 色 へ

消 I坊 用 白色及紅色

金 腐 煽i . i j 託用 白色及黒色 チ

ア ン モ = ア 月 車各 色
リ

ｾｲ［Ｎ硫酸及硫流用 jを 色
ヌ

i号 酸 月! ーilf 色 11-

硫 化 7k .;長 期
μ目 L  

色 ヲ

酸化水素及品t 1 七水紫外1 ¥: )!f. 色
ワ

各 種 京;如T 及 煩 湯 舟 1時; J j " ; 色 カ

[Iii ワ二工b二 月j 樺 色 ヨ

備 考

一 様議色ノ、外百11全面一級二途色シ了ー 色ノt J . }

合ハ |二ド二府=塗色; ; <. 11- コト

二 僚 議rl e披ノ、白字ヲ 以 テ炎スコ トf且シ僚議

色 白色ナノレ トキノ、築学 7 以テ茨 Z コ卜

第一波紋式

@  
外開

直径一五粍

第二世E段式

外開

直俊一五粍

土木建築等に闘する銭鋼使用詮明書交付規程並解 説

昭 和 十 三 年 五 J l

円 本 土 木 建 築 請 負 業 聯 合 令

鎖鋼使用統制に就いて い て土木造E築用と lノで、凡そ一ヶ年の使用量全橡

定 し、及に三ヶ月毎に使用量を指定して、我が昔1¥

比度政府に於い ては、1: 11: 需のE官i保と国際牧支の

門に剰設で Cれるのでめります o ｾｴＭの餓銅色 ｾＱ 宣言号
遁合とを図る銭め 、俄鋼の使用自? 統制さる〉事に

なり 、餓鋼の消 1'( 1'i Rf"l を八百目、1!jJち 一、土木建築

業。三、鍛 造 業。三 、ifi 船業。四 、機械鍛工業。

五 、 石油業。 六 ｉａ ｾ［ 従 。七 、 ｝ｾ 斯 ｾ ｬ ｾ ＧＡ 匙 。 入 、 電系事

業に分 h それぞれに民11; 1 ] の同業兎惚伝動員して

之が使用統市1I の質施をなさしめら る 、事となりま

し1: 。

従 って我が土木述築業にｾする餓鋼は 政 府 に於

者に商E給するに蛍り 、之が自E給統制i ' 我が日本土

木主主築詩￟Ｎｾた聯合舎をして行はしめ ら る、 ｾ ｬ ｪＺ とな

りまし 1:
0

1! IJ ち今後は土木建築用の鍛鋼は 、末 項

に Ｗ 五す緋＾ｊｩ ｬ の場合の外Ｈま本舎の餓ｾ司ｻ史 ｴ 用 ｚ 夜明ｻｉ ｽを ＿

以ってしなげれば、銭阪賢業者から 、織を? 附E入す

ることが11' ，* なくなっす: のでめります。

本合は右の事業i ' 主主行する匁め 、まEに餓鋼使用
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ｾＨｦＺ明 ｜Ａｽ交付規 粍を 制定しま し＿Ｚ 。 次に ｊｴ 的 機耳 ｾ ｾＮＧ＠

戊自月L 、? 二しま す。

鎖鋼使用設明書の請求

Ｚ 本ｽ況 下平 ー の［盗用ｾ図ｻ之内地に限られて Ａ万り 、 内地

にbそりる士木建築工事の錫め . 餓剣を? 要 する もあ令

l t 工事の諮: n 人久 1ｴ Ｑￊ ｾ 業 ー 上よ り 、 Ｑ＾Ｍ千す々長先に諸

緩弐甲 ( - - 1組以 t ノ場合)

鍛 制 使 川 説 明 山 市!; A t A

昭 和l 十 三 年 六 ) 1 ー 11

( ，: 所 東京市京橋冨銀座三丁目四ノー

請 求 者 法13Ffj 大 山 土 木 株 式 曾 祉 ⑪

よし I 11本土つk 建築訪気楽縦令合々 長 原 孝 次 殿

今絞 Ｍｩｴ ｬ｜者 た［ｌＡノ通 リ 餓鈴 ｾｦ 史問欽ｩｊｴ ｦｬ 徒二 ｩ 、 ｴｾ 世間 守交付相成度 開 ｦ 系特銀 河 添へ 比段 詰 ｛Ｑ＼ 依一 也

記

:求'.!i- を'/1 '1 ｾなければなり土ぜ ＡＧｏ 所要鍛ＭＯｩ ｜ Ｚ Ｍ ｬ￻Ａ￭ｊＺｊＮ

トーの場合11、持ょに示す甲盟主の書式 に より 、必要 な

占類自? 添 付 して 、本合宛 i直接tこ挺H' ，' こなり 、又餓

f量 岨米満ーの場合 Ｑ Ｑ 乙 ， 披の ｾ Ｑ ＱＺＮ式に より 、 工事のゐ

る士池山 j喝するがf"係の本令文部長のポ認を? 受げ て

本令にtY: :1' 1 して ，: :: (、 。

u 、字 ノ、 .ic入例 7 if. ス〉

商 I Ｍ Ｇ Ｎ コ［Ｚｊｾ i有 者ヰ

ー. _t: ZJi  ' 湯 舟i

ｊ 三 Ｑｉ ｾ染付 ｴ ド ［ＩｪＧ 氏Ｚ <1' 1  

凶. 工作 物 ノ m治

。 。 。 工 場 新 設 工 事

機 漢市鶴見直汐 留 逼0 0番 地

積漬市中直音羽町八番地

山 田 銭 工 程 量 械 製 作 所

工 場 設 置

五 . f:民 銅 ヲ 要 ス <.T.i H物ノ 規快勝lli (  ltIt築工 事 ニ;約一リテハ主主坪 、延坪。土木工事ュ :仕 リテノ、

J : IjI数量 )1: ノイ也 〉

一部二階建、 銭 筋 コンクリート造

建 卒 米- 0五平方粁、廷卒米ニ0 八卒方粁

六 、工事起工竣功I ，I' )J 11 岩 手 昭 和 十 三 年 六 )J - 11 

竣1 ) ) 昭和l 十 周 年 二 月 廿八 十l

七、餓鏑使用樋 }.;IJ'&)J >)I J  ( 真前ノ逼リ〕

〈備考〕 銭司自ノ t獄 IJ ニハ大 Tま鋼材 ( 伴: i，=j . ｬ ｗ 淘軌 ， ｲ ｾ 及継目 ｴｵ Ｎ タイプレ ート， 矢 ｉ ｦ，ＨＩ 巾 ｊ 診鋼材 〈 同 Ｑ ＭＩ 小形鋼
付 ( 伺 1) Jヲtl( . ＧＱ ＢＱ ，反 ・ Ｕ 胃照美広銅版 Ｎ ユニパ ー サ ｊ ， ｪ 罰 ｉｉｾ Ｎ t車1オ. 筒'. l¥; 格 調 且 ; 他等 ト記入 見ベシ

_1  1  1  1__11 

l 十 三年 六 川1 ｾｉ＠ 泡 溜| 滋| 蕗| 麹| 題| 泡| 蕗I JlII  

Ｍ 同 年 七 ｊｾ ｉ｟ｉ｟｟ｉ｟ｉ 一一 ｉ｟ ｟ｉ一ｼ斗 ｟ｉ｟ｉ L  

| 1  __ _I__J ___l  1  i  I  1  I  

U2 lli i  J  ぺ
l  1  I  I  

I  1  1  I  I  

エｾ ｜ |合計

M 

同 年十一 月l

同 年十二 JJ

£入

"1 

ロ

い

附
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( 備考〉

一 本 Ｚｲｩ ＾ ｊ ｾＮＡ ｊ ニハ ＱＲ ニ ｉ 品グ ノ ｌ JJ: 矧ヲ添付7 - ll コト

( - - )  微調工作物 、 五 ｩ 萱羽ＧＧＧｊｬＮ ｬ ｬｊ Ｑ ＱｊニＡｉ，リ許可ヲ要 λＩｌ 工・ Ｑ＾ ニ Ｏ正リテハｊｴノ計 り ｾＡＺノｩＮＧｲＮ

f 二) ili 街地tt 獲物法ニ依! ) ; 21すヲl J l ! ' 7- IL 工 'i>ニ在リテノ、其ノ i沼11f t : ノ7'.1

( 三7 官居室叉ハ会J も; 咽趨 ノ工 '1; ニ在リテノ、』七ノ工事ヲ i: i，j!l ヒタノι コトヲ よll. Ĵ L. ｾｲＭ 仇ｪＨＯ 、ｊｴ ノ篤

( 問) 合ＺＧｊＲ主他ノ 絞期使 用 統制 ｊ 機融 ｬ ニ塩 ｾ ＯＭＯｌ 邸合 ニ ｉｌｙ テハＮｴＺノ続初線制ノ超 ｬ 明 ｊ ｬ Ｚ

( 五) 前各ｬ￘ｬ ニ ｷ ，ラザノ ｌ ヱ ＧＱ るニ 在日テ ノ 、 Ｑｴ ノ エ ＧＱ ＾ ヲ ｉ 首脳 λ ベキコトヲ認 ＷＮＩ ｬＮＮ ｲＮＮＭ 公 ｬ 必叉， 、 本合支部長ノ沼 ｈ 月 ｾ ｉＡ ，

(};) fII1鋼t克m敬監ヲ 19) 1" ; ; スペキ図而

二 ・ 本 Ｚｩ ｩＩ ｝ｴ ｧＮ ハ ー 工 Ｇ Ｑ［ ユ付 ｩ 史ｬｬｊ λ ｽ ｣ｩｬｴｩ 潟ｻ￭ＧｩＱＡ以 Ｑ Ｚ ノ Ｑ お合ニ之ヲ ｀ｊｈ ン［［［［［ ＡｾＮＮｒ ￹ 品ノｴￜ［ｾｾニノ， ｪ ｪｬｊ ニ定ム Ｉｌｍ ｩ［ ｬｾ Ｎｊｊヲ ｪｊ ｾｕｉｉ λ ｉｌＮ ｦ［

ノト y、

ｊ ニ ・ 本 Ｑ 古 Ｎ＾ ｊｗ ノ ｾｩ ｬＺ Ｉ に ｾ ，［，ｲ ｩ ￃｾ 昔ナ Ｉｌ Ｑ Ｍ キハ ｾｍｊｴ￯ｦ 氏包側 ｉｊ ，ｾｾＧＮｬＧＮヲ ｴ ｊ，Ｚ［＿￬ＯｪＨ治

業者ヲ材 Ｚｭ シ Ｑ ＱＮＧＯ左記欄Ｇド ｾｪ 主主ノ ｭ ヲ ｴｈｮ［ え Ｉｌ モノト λ

V4 .  ｾ向調日 ＡＱｉｬ盤 ｬ 切Ｇｊノ分割炎 ｉＮ ｊ ヲ 受ク Ｉｌ 特別ノ必 要 Ｗ Ｑｌ トキＯ Ｇｌｾ ｲＧｩ Ｚｊｾ ｊ Ａ Ｚ ｉｉｊ ｪ ｲ＼剣士 川ｆｩｬｬ ｈｉｊｉＧＡＱ 刊日 ｊ 、 ノ 末尾ニ河 ｊｊｃλ ベノ

五 Ｎ 豊富見通使用澄 ｲｩ ｊｬｬｽ［ｊＧ ｩ ＾ ｊｾ Ｑ［ 長使 ｭ 数量若 ｊ 、月初ニｾ更ノ必要ヲ Ｚ ドジタ ノ ｌ トキハ ￬ Ａｩｬｩ￞ｲｲ ナク ｐￌ Ｇ ｪ ポノ安ｊＡＺヲ申 ｈｾｦ ベン

六 ・;1; : 清ボJ ! : ノ、1哲3 ヲ以テm叉ハ「インク j ニテIY1僚ニ;el;eス) L モノト λ

様式乙 ( - lilli 永1繍 ノ1手;ー合〉 ( 大字へ:iC入例 7 示ス〉

銑 制 使 m説 明 書 di lf 求 書

昭 和十 三 年 六 月 一 日

住 所 東京市京橋区銀座三丁目四ノー

持 求 :者 ぐ訪: f i 業者 〉 大 山 土 木 株 式 曾 枇 ⑫

H本土木建築諸氏、業聯合合 々 長 原 孝 次 殿

今般十出者 ｦｴｩ ｴＮＡノ遁 リ 鍛鋼使用欽度候Ａ削減明王 ｉｾ 交 ｈｾ 日成皮此段Ｉｩｈ占 ［ ｜ｻ f!:k llL 

siLJ 

一、工 事 名 車 再

三 、工 事 ノ 場 所

三 、企業主住所氏名

四、繊鋼使用盟主起;

。 。 。 工 場 新 設 工 事

東京市下谷区谷中三崎町五十六番地

問 所

栗 原 印 刷 株 式 曾 枇

。 恕 九 五

右相違ナキコトヲ承認候也

昭 和 年 月 日

日本土木建築請負業聯合曾0 0支部長 @

( 備 考〉

一 本 Ｚ＿Ｑ ＾ ｊｭ ニ ハ本合支部民ノ承認シ タ ノ ｌ コ ト ヲ末尾ニ ｾ･ 絞シ本合ニｦ￁組 ｩλ ノ ｌ モノト ｊ え

￬ ， ｬｲ 項ノ［本金支部ＡｬＺＱｉￎＮナキ府 ｪ 係ノ前Ｎ￭ＳＮｾ者ｐＩｾ＾ｪｩ［セント λＩ ｣ ト わ、本来 ｊｗ ヲ直接本合 ニ ｦ ＮＮＢ｣ ｡ｾＷＮｊ ｬＮ ｅ ノ ｬλ

此ノ場合ハ工 事 ｉｾ ｴｴｬ￸ｲ ヲＧｫ ￬Ｇ ｦＮ￯［ λ ノ ｌ 官 官ニ照合 シ之ヲ透明 λＩｌ コ ト アノ ｌ ベシ

二・本消ポＮＡｴノ、 Ｑ 普 ｲｾ Ｎｊヲ以テｾ叉ハ「イ ンク ｊ ニ テ ｉｙＱ 桜 ニ ［［ｲ ｾ ＷＭ、ノ ｌ モ ノト ス

銭鋼使用詮明書の交付

餓鋼使用詮明書の言者求がめつれ場合には . 審 査

の上 . ; J t の請求が尖 l;f でゐると 認め7二時には 、政

府より我音 ＱＱ 門に剃 ｾｒ ［ てられて居る繊銅歎註の範囲

内に於いて設明容を交付し ます。

ケ月毎に行( 1 . れますので 、其の後の制営の官民想の

都合に依ってｻ士 、 餓 ｓ 間 使 用 Ｉｾ制 の一昔日程日 用と云 ｊ 、

事 ｌ 起って�Ａとる Ｗ ｊ ｾ がめりま す 。

j ) [ ; の詮明は . 一工事に要する繊f立金骨宣伝言E明す

ることを本則とします 。然し政府の歎最指定 (1三

餓 鏑使用詮明i ! nL 一工事に付き ー託宣告? 交付す

ること を本則としま すが、請求者の 'J i で、織を :二

人以 l二の俄阪 l't ;染者より購入する必要のめる統合

に設問訟の分測を? 必要とさる、場合に( 士 、希認に

より分制 交付ーを致すこと 1， /1' ，来 よす。
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又一皮詮明容を受111: 後 、工事の設計縫具、Jt 若し不幸に して主主反者 のめつ t: 場合には 、次の如

のイ也種々の事情により . 餓鋼の} 骨1J 日必要し 、3えは き制裁があります。

月制緩 ｬ この 必 要を生じ Ｗ 二時には 、 ，ＡＺｾ 量に ｈ 新に諮 一、虚 i寄の請求を して餓銅使用誼明守合 受 付、 うえ

求を? なし . 2登明書の交付{ ! ? 要しょす。 は受げんとしれる場合

工事中 止其の他 の銭め 、数征の減少 、叉 1:1， ) ) WU  二 . 繊鏑 |吏用説明 f，l. t を受げれ る者、4寺川! の事悩や

金繰ドの場合 ｬ 立 、 直に［Ａｾ旨ｍｩ ｬｬ｜ で 、 本合の指示ｻＡ＿
湾出がなく 、刻' t i ¥の鍛鋼を購入せす¥ 叉[ 主 購

受げねばなりません。

入して断定の期間] に使用せない場合

錯 鋼 の 購 入 三、餓鋼を購入 して ，F;I-定の 制的に使用せなし必:

餓銅版賀染者より 、自民鋼金協r 入、[! iJ ち賊' 入契約 合

をせら る、時に ＱＱ 銭鋼使用 Ｑ Ｑｒ 明 容を銭銅版 ｲ Ｍｴ Ｚ ｾ 佐官ー 以 l二の場合の ーに常ると認められ1: 時に[ 士 、 本

に放 さなげ ればな りません。餓銅版資染者は、設 舎は 一皮使用夜明容を交付 し1: 後で い Jt の狩日月

間合に 示さ れ1: n 割に依って 、餓{ ! ? 供給して呉れ 合境変又は取消し 、場合に依つては将クk の請求合

ます。

餓鋼販賢二染者より餓鏑を鮒入 、ll iJ ち締入契約を

しれ時には 、 必十 ｬ 直ちに ｾｴ の取 引 先の ｩｬｩ 署［夜明金

付して取引年) ] 日、及購入契約の餓鋼量等{ ! ? ，本

舎に通知せなげればなり ませ( 1. - C

鎮鋼使用誼明書交付手数料

鍛鋼 使用Z夜明惑を受くる筋合に l士、- -li!!i C端数

切上げ〉に付金武拾銭( 再交付の都合は金J合銭〉

の手数料を本舎に納めらる h ことを要 しま す。

手数料の納入は便宜し ;(1)' 明容言者求型? と同時に

育iJ 納されて差支めりません o j] b場合にw . 明の餓釧

f立が、請求の餓鋼量よ り少〈決定 され? 二場合には

尖の納入を 要 しな い部分の手数料l主、返送料{ ! ? 義

ヨl き、主主額制卸返金します。

餓鋼使用設明容を亡失して再交付を受 くるとき

は一組( 端盟主切上げ〉金扮鈍の再交付手放料 {!? 要

しま す。

規程違反の場合

拒むことになって府ります 。

本禽の鎖鋼使用詮明書を要しない

特別の場合

一、軍直接の則に供する土木往築物にして軍月11:

るのすま明めるとき 。

二 、園及公共闘惣が材料支給をけ害すとき及び鍛鋼

配給統制機闘に燥する企業t - = . ，こして況に材料

支給を以て工 ｾｊｊ 中なる筋合に ｾｴ の局する繊鋼

配給統制機附の設明めるとき 。但 し此 の場合

に於て I; i 餓鋼の種類、童文琶を lit ti t と同時に本

舎に遁角1される 。

三 Ｎ 圏 、 公 ｬ 羽惚及鍛制需要の 制 ｾ ［ｩ￭Ｇ { ! ? : 受くる級制統

制機闘に属するもの、直後工事のとき 。f回し

銭鋼の積類、歎量百苦.t と問 11; 手に本合に遁 :1:-r!さ

れる。

鎖鋼使用統制に闘する機関

本舎に 11繊鋼使用統市IJ に隙J し、令長の，i W問機院!

として鍛鋼使用統制委員舎が殺げ られ、叉鍛鋼使

用統告 ｉｊ に闘する事務をｴ［ｴ，里する匁め 、 銭鋼統 ｾｩｬｊ 古 ｧ

I浪られれ餓鋼 {!? i勾5白に有効 に使ム匁めには . 各 が殺げであります。

自本規限の精描 ｉｾ を充分〕解 さ れ て 、 統市 ｉｊ の 削 滑 な 若し餓鏑;史用夜明 fl tt : 交{、J に附 し、質疑等める j必

るj連用に協力 されむことを地むものであります。 合は 、話7の本令t民鋼統1f，1げmへji Pl ! 官舎を願ひ ます。

本 曾 の 支 部

現託 生支古 ＱＱ の設置める ｽ ＨＮ ｦｾ 係及 ｊ ｴ，管轄阪城友の通り

ｾ￭ＱＺ 特隠岐
支 部 名

聖子問際、 ｾ￦ -¥、一 同 w: 巧L 支 百11

大 阪 府 1: 一 四 大 ｉ ｾ＠ 支 百1¥

京 都 府 ¥' 一 関 Jj ミ 都 支 昔日

兵 庫 版 十 一 間 兵 n巨 勝 支 背g

V I 6 0  

CR目白十三年五 JJ 日現 (0

支 部 O i .(f. I出

.m ＾ｪｾ 七 木建築業組合
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鑓 鋼 使 用 誼 明 書 受 付 規 程

ー工事ニイ. j - 使用; <. ，ｾ餓鋼涼凶永 ｴ 雨ノモノ ］Ｑ 、 ｪ テ

ノ、両ir 項規定= 依ヲ; < . Ｉ ｾノ餓鋼使用目的及歎量ヲ

明 記 シ F ノレ詰求i ( l . t . : . 営該所f 膝 ノ 本 令 支 部 長 ノ 承

認 ヲ 受 ケ 本 合 長 ェ 縫 :1' 1 スヘシ

第 一線 本 ff ノ、商工省令節 減 = 依 リ土木

注築言青f工業者若ノ、企業者ノ請求= 依リ来工事用

銭鋼ノ使用ヲ詮明エノレ詮泉ヲ交 f、J' ;<，

第 二僚 級 銅 使 用 澄 明 書 ヲ 受 ケ ン 卜;<' J レモノハメ正

［ｩ ＱＱ 様式 ノ訪求 Ｎ ｾＡＺ］ 7 ' 本合長工科: 1
1

1 スヘシ

式〕( 秘

ｾｾ［ＡＨ制 Ｑ ｊｴ IIJ ，ｋｾ＠ 1りj 占: ，1M ｾｊ 足 当 Ｚ
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幸
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一 、工 事 名 高 等

二 、工 事 ノ 場 所

ニ、企 業 主 住 所 氏 名

閥 、工 作 物 / 用 途

ヨ干 、餓 鋼 ヲ 要 ; <' Jレ工作物ノ規模織誼

工事数量其ノイ也〉

六 . 工 事 也 工 峻 功 年 nH  
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餓 鋼 使 用 積 JJ1J 及 月 JJ1J 茨

ｨ で ｾｉ I  I  I  I  I  I  I  I  I  I合 ト

年 月 | 延| 延 | 沼| 活| 起| 泡l 延 | 沼 | 沼 | 延|

年 月I I  I  I  

月I I  I  I  

I  I  

月I _I _ I  I  I  I  I  I  I  

年 月I ¥ ¥ I  I  I  I  

年 月I ¥ I  ¥ L l  

合 計 |

¥ ¥ 
I  I  I  I  I  

第三 ｻ 際部 ｉ 傑第一項 ノ 請求ｾ］Ｎノ、友］掲タノレ書類 否スル コト アノレへシ

ヲ添付エヘシ ー . 虚 鰐 / 請求ヲナシテ餓鋼使用詮明書 7 受 ケ

一、餓鋼工作物築造許可規則= 依 リ許 可 ヲ要ス 又 ノ、受ケン トシダノレ者

ル工事二 アリ テハ 其 ノ許可潜ノ潟 二 . 鍛鋼使用夜明容 7 受 ケダ ノレ者待別 ノ 事 由 ナ

二 、市街地建築物法= 依リ認可ヲ要スル工事= クシ テ所定/ 餓鋼ヲ購入セス又ノ、餓鋼 7 隊

アリテノ、 共 ノ認可啓/ 潟 ， 入シテ所定/ 期間= 使用セサル者

三、官瞬、又ノ、公共函館ノ工事ユアリテノ、共ノ工 三 . 餓鋼ヲ腕入シテ所定 ノ目的= 使用セサル者

事ヲ言青主主ヒタ ノ レコトヲ 詮［［＼Ｎｽ レ ｩ［ｴｾ 商叉 ノ、 尖 ノ 第 八 傑 餓鋼使用詮明替ノ、 一工事二付ー遜ヲ交付

潟 スルモノ トス、但請求者ノ; 希墓= 依り之ヲ分割

四、企業主他ノ餓鋼使用統制機側二 !易スノレ場合 交付スルコ トヲ得

= アリテノ、英ノ統制機関 ノi夜明書 第九傑餓鋼使用詮明容ノ、左ノ様式= 依ノレ

五 、1lir各盟主 = 依 ラサル工事= アリ テノ、英/ 工事

57 t ( 施スへキコトヲ詮スル官公署設明容叉

ノ、本合支部長/ 調査報告" @

六、餓鋼使用敏量 ヲ明 示 Z へキ図面

第四傑 本規程第二傑ノ 請求 7 受 ケ " }L- トキノ、審

査ノ上遁営 ト認ムノレモ ノこ付政府ヨリ土木建築

工事用トシア割首テラレタ ル敏主主ノ範図内= 於

テ餓鋼使用詑明"f，l} 57 交付見

第五燦 餓鋼使用設明哲ヲ受ケタ ノレモノ ハ餓 鏑 締

入契約ヲナ兄 z 営リ芙ノ隣人先 = 之ヲ交付ス へ

シ

第六傑 新I燦= 依リ 餓鋼勝人契約ヲナシ ダノレトキ

ノ、直= 購入先ノ詮明ヲ{ 寸シ、其ノ購入J i i ! l 歎及勝

入年月日ヲ本合= 報告スヘシ

第 七 僚 友5日各項ノ ー = 該笛スト認ムノレ トキノ、使

用ノ 詮明ヲ喜望E足叉 ノ、 取消シ互ツ 将来/ 請求 7 拒

餓 鋼 使 用 詮 明 書

住 月li

苦手 誠 請 求者 氏 名

工 事 名

工 事 務 所

企 業主住所氏名

餓鋼使用詑明月 JJ1J 表

年 月| 歎 量 '
" 号

館

録 : ・一一一一一一一一E一一一一一一一一-，一一一一ー一一-

'" ご可

;;. ・

者

斗l

日1:

w  

備 考

年
刃，

dF 月

d匹 刃

合
f

 

A

E
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昭 和 年 月 日

日本土木建築詩主主業聯合合 @
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第 十 傑 餓 鋼 使 用 設 明 容 ノ 交 付 7 受クルモノノ、一 合請求者= 劃シ詮明書ノ交付ヲ留保スル コトヲ

迎= 付金武捻銭( ー砲来初ーノ端数ノ、- J i i l i = - 切上 得

ク〉ノ手数料ヲ本合= 納付スへシ 第六燦鍛鋼使用読明容ノ交付ーヲ受ケ，，) レ後詑明

前項ノ手自文科ノ、餓鋼使用設明守言者求 ト同時= 納 替記載欧! i l : ノ li'l" JJ 日叉ノ、月割量繰上ヲ要スル トキ

付:;<. )レヲ妨ケス比ノ ; 場合= 於テ諮求 ト訟 明 トキ目 ノ、餓鋼使用Z登明性交付規程第二世華= ヨリ 其量二

主主 λ ルトキノ、英ノ j納付 7 要セサルモノ= 付返 送 付ー新 = 請求月ヘキモ ノ トエ

料ヲ 差 引 キ " ) ( . . 金額ヲ納什者= 、返還スルモ ノ卜 工事ノ中止 ｾｦ＼ 也ノＺ均メ数量減少叉ノ、月割量繰下

ス ノ場 合ノ、 直= 本合 = 届出テ 共指示 7 受クノレモノ

第十一保 本 合 二 銭鋼使用統制委員合ヲ設ケ令長 ト見

/ 諮問= 惚シ餓鋼使用統市11 = - 闘スル事項ヲ審議 第 七 保 餓 鋼 使 用 設 明 替 / 交 付 7 受 ケ " )レモノ之

ス委員合= 委員長一名委員若干名ヲ 置 キ令長之' ヲ亡失シタ ノレ ト キノ、共事申 Ｗ 記載シｾｾＮ該 ｽｈ ｬｬＡ系］

ヲ委濁ス 於ケノレヌド令交官E長ノ i澄明ヲ得テ本合= 再交付 7

委員合= 顧問若干名ヲ 置 キ商工合高等官 、土木 言青求［ｺＮＩ レコトヲ ｾ ｦ ｾ

建築= 闘係アル有力ナ ノレ図惚ノ代表者及筆者及 前 項 / 務合= 於テノ、餓銅統市11昔日ノ、設= 交付シダ

皐識経験アル者二台長之ヲ委賜; z . Ｉレ ト キノ ｾ日係性類 ト Ａ照合シ ｆ ノ レ上誼明性二「再

第 十二隊本合ノ、本規程二基 キ餓 鋼使用詮明= 除! 交付」 卜朱啓シ交付 エルモノト Z

スル事務ヲ行 7 匁銭 鋼 統制昔日ヲ設ケ左 ノ職員ヲ 第 入 係 iIIHI草= 依リ餓鋼使用詮明容ノ再交付ヲナ

置タ

部 長 ｾ＠

技 師 若 干 名

書 ｾￔ＠ 若 干 名

部長ノ、令長ノ命 7 受ケ所務 7 盛辺見

技師及怒沼ノ、昔日長 ノ命ヲ 受ケ事務= 従事 ν 随 時

餓鋼使用ノ状況 ヲ 腕察エノレモノ ト兄

附 員 。

第 十 三 係 本 合 支 部 設 置 ナ キ 所f 燃= 於テ第二係第

二項ノ ;場 合ノ、本合= 直接請求スへシ

鏡銅使用統制事努細則

ストキハ ー砲〈端蚊七万上ケ ) = - 付金拾銭ノ: 再交

付手数料5 ' jii.!:JjI，{;z.

第九{ 際餓鋼使用統制委員合ノ、令長ノ諮問主際シ

左ノ: 事項ヲ審議スルモノト見

一、俄 鋼 統制= 倒見ル事務細則j ノ*11定又ノ、強夏

二 、審査 / .方針

三 、餓鋼使用詮明fJ. t交付規干星第七憐= 依ル E包置

Ｎ 回 、 ｭＺｾ義叉ハ答申

五 、餓 鋼 統制] 昔日 ノ致事草及決算ノ承認

六 . 銭鋼使用統制=- 1#.1スル重要ナ ノレ事項

第 十 係 俄 鋼 統 括11委員合ハ委員長之ヲ招集ス

第一保俄鋼使用統制ニ開スル事務ノ、餓鋼使用設 第 十一係 俄 鋼 統制委員合ノ、毎月 一 回之ヲ開ク

f旦シ必要= 依リ随時之ヲ関タコトヲ得

明容交付規程 = 依ルノ外本細則= 依リ m理

モノト R

第 二 憐 餓鋼使用言登明容交付規程第二係= 依) (.. 言者

求官ヲ受理シヲノレ時ノ、餓鋼 統制官11長ノ、技 師E立1:!f

記 ヲシテ右請求/ 嘗否ヲ審査セシメ遁蛍 ト認 ム

ノレモノ=聖堂シ餓鋼使用澄明世} ' 7 交付 Z ノレモノ ト

3え

第三傑 詩 求杏ノ受理ノ、本合= 到主主シ ダノレ順位 =

依リ同時ノ、 到 塗 シ ダ ル モ ノ = 主主シテ ノ、受付タ ノレ

順位= 依ノレモノトス

第四傑 餓鋼 ｚ 宣明ノ決定ノ、言青求ｾＡｽ類ノ完Ｑｉｩ百シタル

モノ ;先順位 トス

第 五{隊 餓 鋼使用註明; ; ! } 交付規程第六憐ノ 義務ヲ

怠 リ" )レトキ又第十傑ノ J手直文!料ヲ納付セサノレ犠

V I 6 4  

第 十二係 餓 鏑 統制j委員合ノ 議 事ノ、委員長之カ議

長トナリ過半数ヲ以テ之 7 決 z 可否同数ナノレト

キノ、議 長 ノ決 エル慮= 依 J レ

第十三係 鍛 銅 統制昔日= 左ノ係 7 設ケ各係= 主岱

ヲ置タ

一 、庶 務 係

二 、審 査 係

三 、合 計 係

第十四係庶務係ノ、左ノ事項ヲ司ノレ

一 、文容ノ」扶受後迭

二 、合 印、令 長Efj . 部長印ノ管守

三 、説明容交付ー= 附 ;z. )(.. 事 項

図、他係= 腐セサル事項



第十五係審査係ハ左ノ: 事項 7 司ノレ

一 . 銭鋼使用m明替言青求岱 ノ審査

二 、餓鋼使用状況ノ巡澗

三 . :J.t; f也鍛鋼使用言宏明啓交付= 開 :;< Jレ一切 ノ 答

査

第イァプミ係 合計{ 系ノ、左/ 事項 7 司ル

一 、鍛鋼統制昨日 = l露見ノレJ ¥主人支出珠算、決 算 /

執 行 =I ! H: ; <ル事項

二 、 預金 、 税金ノ ｈｾ 納］側エノレ事項

三 、 ｦｾ 鋼統 制 昔日 ニ風エル財産 、 物品ノ賦入 、 使

用 . j毛主格=胸; ; z. . Ｉ ｬ，［ＺｺＮｊｾ 項

第十七傑餓鋼統制部ユノ、左ノ帳簿 7 倫付ケ各防

任 係 = 於テ記入見ル モノト見

一 、文容ノ牧受章受完封牛名簿

二 、言青求 '22
t
受王型簿

三 、誇求及註明簿(b，wii)

四、 - @i 未満諮求及説明綴

五 、指定用途，;I J数 量差 引締

プ号 、 詮明 ｾｩｽ 交付簿

七 、手盟主: 料納入簿

、、 俄 鋼 第 盟主

工 事 調 奈 報 告 書

言青叉染者

住所氏名

一 、工 Ｚｴｊｾ＠ 名

二 、工 事 務 所

三 、企 業主住所民名

入 、金銭出納簿

九 、 同 元 帳

十 、物 品 受 挑続

十 一、支 部合員- ' l . ' f 名簿

十 二 、 Ｉ ｾ他必要ナノレ ｬ 帳簿

第十入ｾ革本令支部］於テ餓 銅 版月 ｊ ｩｔｉｬＧ ｈＩ ｈｬ ｾ 交付規

Ｔ Ｒ 第 二 傑第 二 項ノ請求 ｾ ｾｴ 7 ;
受理シタ J 川、キハ使

用回 ｅｉＧｾ ［ｬｊ［Ｎ Ｑ 也ノ調査 ＧＷ ｪ 号シ右諸求古］ i 布相法ナ

キコ ト ヲ承認エ ｊ ト 奥 ｦ ｾｴ シ 支部 長Ｏ捺印 Ｗ ナシ

請求者二交f
、] - 7- ノレモノトス

前 ｩｬｾ 頁 支部 長 印 ノ、本合］テ作製百日布 ν Ａｊ ，" モノヲ

押漆 エルモノ トス

第 十 九傑 鍛鋼使用詮明 '. ! ，t 交付規程 第 三線 第 五 鋭

ノ務合= 於テ請求者ヨリ 支 部長 = 望者シ設 明言F
ノ

交 付 7 要求セラレ F ノレトキノ、詩 求 古記載 事 項 rl'

工事貰施= 跡. j : ; < ノレ項闘 7 調査シタ ノレ上左記様式

ノ詑明君; - 5 ' 交付 スノレモノ トス

前項ノ場合= 於ケル支昔日長印ノ、官ilU革第二項二ヨ

ル印ift ヲ押務
Z ノレモノ卜兄

鍛鋼使用詮明容交付規稜第三傑= 依リ宿工事/ 質施セラノレへキコ トヲ詑 z

昭 和 年 刃 日

日本土木建築詩: n 業聯合合 ・- … 支 部 長 ⑪

附 記

本細則］明示ナキ事項叉ノ、疑義ヲ生シタノレ接合ノ、餓銅使用統制 ｬ 委只令ノ協議］ヨリ ｾ￮ 長之ヲ定ム

鐘 鋼 使 用 統 制 委 員 曾

爾 問

商工省臨時物資澗整周第一部長 金 義 H官

同 同 局第一課長 rs司 昔日 ＧｬＮＧｾ＠

同 同 局 事 務 官 卒 チ十 宮
一

一

一
耳目

( 改 定 〉 同 工 務 局 長 Eも 新

〈 改 定 〉 同 工 務 課 長 橋 チド 1ft 

建 築 E益 金 令 長 佐 野 不IJ 器

6 5  VI  
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轍

郎

安

鈴

太

鳥

井 小

岡

辰

槌

片

木 拳 令 合 長

本 建 築 士 合 令 長

本 建 築 協 含 合 長

(0 印 "1] 、委員曾委員〉

O 株 式 合 祉 島 捺

定 〉 土

日

日

(首長

際

一

郎

作

治
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裁
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郎
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造
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完

治
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幾
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野

長

永

島
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抑
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宮
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減

未

勝

銭

鈴

瀬

松

鈴

中

日

逢

山

架

伊

社

組

社

組

社

組

組

組

組

底

組

組

組

組

祉

組

組

組

合

舎

k

b
目

務

式

式

ヌ

ミ

島

高

林

工

村

池

島

資

本

原
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関

空

精

一

恥

鹿

村

銭

大

竹

松

一

郎

中

藤

ム

ロ

山

戸

威

令

木

社

木

祉

業

社

社

社

社

社

社

社

木

社

社

部

土

舎

土

令
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b

官

舎

合

合

b

官

舎

令

土

合

合
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合

念

式

央

式

道

式

式

式

式

式

式

式
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園

名

資

i

大

株

中

株

鍛

株

勝

株

株

株

株

株

株

近

中

合

合

伊

統
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0

0

0
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鋼

員 長

〈東

員

〈 東 京 〉

〈 同 〉

C 同 〉

〈 同 〉

ぐ 悶 〉

〈 同 〉

( 同 〉

C大 阪 〉

( 同 〉

( 同 〕

〈 同 〉

C 同 〉

〈紳戸〉

( 名古屋)

〈岡 山〉

C踊 岡 )

( 秋 田 〉

〈北海道〉

鎖

委

京〉

委

2. 左に掲ぐ るもt } 合に於ては日 :本土木建築諸主主業聯

合曾の説明容を要せき' ること

1. 1IL直接の用に供する土木往築物にして軍用1:

るの詮明め る草野合

2. 建 築主 に於て材料を支給する接合に於てE霊祭

主力 t 園及公共闘怪な るとき及現に鈍行中の工

事にして建築主の廃する 俄鋼配給統制図慢の

詮明嘗めるとき 但 し此の場合に於ては餓鏑

の種綴歎i iHe習を設と同時に日本土木建築諸叉

業聯合舎に溢知 すること

3. 園、 公共闘惚及銭鋼統制 の需要者園惚 に腿 す

る者の直をき工事の場合但し餓鋼の種類、盟主:tii

ｾをま註正同時に日本土木建築誇主 主 業聯合令 に

認知すること

3. 土木建築業者{ま 日本土木建築詰責決明確合舎に加

入 する 秘御 Ｑ Ｚｾ 世相成皮こと

4. 食 管下阪貸業者等に右趣旨徹底を図られれき こ

と

5. 日本土木孜築3青112従聯合舎の詮明容習を行は 6 月

l 日より tl 施する橡定なる こと

備 考

餓鋼統itl Jの需要者函館名は恥観め至念沼知す

介英岡ヰ2事主

配

牒

の

逼

鋼

る

銭

す

用

閥

築

に

長

建

制

木

続

部

土

給

|潟!

日本建築協合曾長男量

土木建築用銭鋼の酉E給統制に闘する件

標 記のイ牛に闘し商工省鎖山局長より別紙遁牒有之

候に十L. e l : 組合( 又は協合〉 只 に右主主旨を徹底被使

匁皮比段及移牒候也

13鍛府筋259鋭

円ご1 昭 和 13年 5 月 6 rJ 

L竺ー| 商 工 鍬 1I1局長

大 阪 府 知 事 殿

土木建築用餓鋼の醍給統制に除i しでは左記の遁致

皮に付可然御併置キ目煩皮比段及誕牒[ 英也

記

ト土木建築業者叉は建築主が餓鋼の詩文全然さん

とするときは日本土木建築詩武業聯合令の設明

世及建築主が園若は公共闘惚なるときは図若 l主

公共図耀の詮明容又は建築主の鍛鋼統制機附ゐ

る場合は包・該統制l機 関 ( 例へば造船業に於げる

ｾ 船聯合合 〉 の 詑明性を 附するこ と

昭 和 13"1三 5 月28 日

大 阪 府 経 務 部 長

小金主主照

V I 6 6  



全 景

“ 愛 知 照 臆 舎 " 設計・愛知県高警察官日連築課・施工・戸悶組 1  V l  



背 面

V I 2  “ 霊 知 螺 膿 舎 "

ｾ･Ｎ＠

ー・4島・“ -・ー

-ー・一物ーー・- ・-

... ・E ・F一一
ー・幅ー祖国-幽幽・・・圃

- - . 。ーも4トー_..，_・-

恒三主主主

ヨt 圃

φ  

設計・愛知事事警察部建築線・施工・戸国組



正 爾 玄 関

I也 階 卒 面 嗣

1 階 平 面 画

“ 愛 知 牒 腐 舎 " 設計・ g眼目獄警察部建築課・施工・戸国組 3  VI  



正 廠

V I 4  “ 愛 知 鯨 臆 舎 " 滋計・愛知賑警察部建築課・施工・戸悶組



議 場

q 皆 卒 面 圏

6 階 平 面 圏

“ 愛 知 照 康 舎 " 設計・愛知県草警察部建築課・施工・戸団組 5  V I  



貴 実 室

工 複
地 形 地 質 頁 〈 地盤線より 8. 40米

地鎮 祭 昭 和 5年 12月13 日
掘下げ拾 コンクリ ー ト0. 10

走 塁 工 昭 和 10年 10，O24 日 米 {e施行せり

定 礎 式 昭和 12年 5 月29 日 基 礎 餓 筋 コンク リート 造りとす

竣 工 昭 和 13年 2 刃28 日 幅 員 正 商 長 さ 88. 00米

様 式
側 面 長 さ 76. 00米

日本趣味を基調としれ る近世式とす !肝 高 地盤面よ り府蛇腹 1-，端誼

構 造
27. 01米

キ. 位 餓骨・餓筋 コンクリート耐震 紙{ 高 地盤面より i E荷主答屋械泡

耐火構造にして地階共 7 階 39. 79米

建 一 部 4 階主主塔屋地階共 8 階 高 各 階 床 活 4.00主j(:

階 建 I  s皆のみ 4. 60米

知 事 室

YI 6  “ 愛 知 鯨 鹿 舎 " 設計・袋知賂警察部建築課・施ヱ・戸国組



正 函 外 甑

夜 景

“ 自 雲 撞 " ぐ金J撃〉 滋計・施工・大林組信宅部 7  VI  



資 面 外 観 ( 上下J

VI  B  " 白 雲 樟 " ( 金; 撃〉 設計・施工・大林組住宅部



勿J f!?
外 観

玄 関

背 函 外 線

“ 自 雲 樟 " ( 金J翠〕 猿計・施ヱ・大林組佳宅部 9  VJ  



玄 関

玄 関 ポ ー チ

玄 関 ホ ー ル

VI  1 0  “ 白 雲 撞 " ( 金漂〉 設計 ・施工・大林組伝宅部



貴 賓 館 正 面
バルコニーと唱f ; ( 夕景〉

貴 3主 館
t喜 墨 及 率 を 望 む

“ 白 雲 棲" ( 金津〕 設計・施ヱ・大林組住宅部
1  1  V I  



ダ ン ス ・ ホ

遊 戯 室

中庭 ( テレース〉

VI  1  2  " 白 雲 棲 " ( 金 津〉 設計・施工・犬林組住宅街



ダ ン ス ・ホ ー ル

様 式 本 館 近 |止 Z バヱツシ ユ 式

食 辛 口 官 古 代 日 本 式

者ｾ ￬Ｚ立 本吉宮俄筋コンク リ ート 治

り 上暦 2 階木 造

地下共 2 階建

Ｉ ｾ・笈 ､ 官木治 2  I皆 詮

坪 数 本 官 官 1. 934. . 337 

武主主 j 官 151. 98  

延 百十 2.0a6. 317坪

場 所 金 津 市 外 湯 川

大 廃 間 貴 賓 館 入 仁

‘ 白 雲 樟 " ( 金濠〉 設計・施工・大林組億宅部 1 3  V I  



F皆 E主 食 堂

支 那 風 客 室 酒 場

VI  1  4  " 白 雲? 棲 " ( 金j奪〕 設計 ・施工・大林組住宅部



社

貴

ヲ 『

J ‘、

実

室

室

欧 風 客 室

“白 雲 撞" C:金; 拳〕 設計・施工・大林級住宅部 1 5  V I  



〈 恒
国

‘

。 匹

g
 

脚
i

車種
4
時

回

蘇
暗号

功唱

、畑fゆ
J

 
司
、

l時
ド
港

溺

_
.

 
:
冒

重

‘
t

 

関
lIIi
l 

m
・

.
n

・

、
際ｾ＠ .

 

話H
 

.
 



厨 房 室

貴 賓 館

2 階 耳 目 室

室

“ 白 雲 棲 " c金; 撃) 設計・施工・大林組住宅昔日
1 7  VI  



浴 室
香 水 湯

客 室

VI  1  8  " 白 雲 樟 " (金湯〉 段針・施工・大将組佳宅部



正 面 全 景

西 高 玄 関

“ 大 阪 合 同 運 送 株 式 奮 社 " 設 計 ・ 施 工 ・ 竹 中 工 務 庖 1  9  YI  



回目陀

1 階 平 面 画

V I 2 0 “ 大阪合同 運 送 株 式 曾 社 "

。

ー

ー ー

正 面 中 央 上 部

t'r. 置 大 阪tli Ｍ ｉｾ 臨海同町 ＹＲ 存地

敷 地 商 械 ＱＮＱＹＷＮ 坪 ＸＭ ｾ Ｎ う

建 築 商 絞 延 坪 2. 681坪 刀

内 海 地 1柑 5<，5坪31

階 Ｕｾ ， Ｖ 坪 ＶＶ

2 階 515坪 62

国

宙

団

• ，. -.'  - - -:: .  
・_ ， 

. ごご，ぺ二_. ・ー

_- 一、ー 匂
. - - 一ー ". 屯 白

日ム白. . .ー ーーー ーーーーーー ・

ー

司

ー

設計 ・ 施 工 ・ 竹 中 工 務 底



ロ

引う. 62坪

515. 62坪

42. 40坪

敷地最高地盤面よ り59. 14尺

港屋最高部まで79.0e尺

ift l止式

基礎は銭筋混土 ｩ 疑燭 Ｎ ｾｲＮＮ 基 礎

入薗正

階

階

屋

高

式

主位

3  

4  

第

第

培

野

様

相思

つ
• 

VI  2 1  

4 階 卒 商 圏

設 計 ・ 施 工 ・ 竹 中 ヱ 務 庖

• 

“ 大 阪 合 同 運 謹 株 式 曾 社 "

-T  

• 
-f  

• • 



2 階 事 務 所

J  

東 南 隅 階 段 室 等 屋

V I 2 2 “ 大 阪 合 同 運 送 株 式 禽 枇 "

， 

、

設 計 ・ 施 ヱ ・ 竹 中 工 務 底

4 階 講 堂



大 園 町 停 留 所 乗 降 場

( 紘x ・大 合組 J

動物園前停留場中階庭問

cli 包T ・間組〉

同 階 段

( 院J )  

“ 大 阪 市 地 下 識 " 設計・大阪市高速鍛造建設課 2 3  V I  



V I 2 4 “ 大 阪 市 地 下 鎖" 設計・大阪市高速鍛造建設課

動物園前停留場中階出札室

( 施工 ・間組 J

同 主食 Hき 宅高

〈施工 ・閉幕且 j

天 王寺 停 留 携乗漉場階段

〈施工 ・ 大林 ｾｊｕ



天 王 寺 f亭皆宅霧 中 階 康 問

( 施工 ・火林組〉

同 ・ 中 階 康 問

( 施工 ・火林組〉

同 ・ 望 書 隊 場

( 施工 ・大林組〉

ｾ＠ - - = 号、= - "ー

可= 司p

“ 大 阪 市 地 下 態 " 設計・大阪市高速自信造建段諜 2 5  V I  



三 和銀 行 葱 美 須 支I主新築工事湖要

{立 援 大阪市天王寺阪商 B東 町 128ノ l

敷地面積 ｉｾＮ ｏ 主主坪

注lt 築面fii 地 下 室 17.9265平

l 階 101.5787!tf 

Ｒ 階 ｾ ＮＶ Ｎ Ｗ Ｓ Ｐｾ Ｎ 坪

塔 屋 7. 1706坪

延 坪 173. ｾＮ Ｐ ＶＲ ｩＡｰ＠

工 事 者 建 築 主 株 式 合 社 三 和 銀 行

設 計 段f督 三 和 銀 行 建 築 係

工 事 施 工 株 式 合 社 勝 木 工 務 底

講 堂 内 部

五 峯尋常 高 等 小 製 校 講堂新築工事。鋭要

所 在 地 滋賀燃紳崎iiR五 峯 村 尋 常 高 等

小製校内

建 築 商 獄 185. 75 'if 

総延面政 20  t. 85:tp 

設 計 監 督 小河主! t 築事務所

建 築 工 事 地 工 者 竹 中 工 務 j苫

V I 2 6  

外 観

講 堂 正 面



車糞 型

Taunusの Feldberg に建つ猫泡滋信省立

超短波無定放主主局の模型でめる。

CModerne Bauf ormen， Apri l ， 1938よ り〉

( ドイツj 超 短 波 無 電 局 2 7  VJ  



外 観

- ，回干
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v l 2 8  ( イタリー〉 新形式の飛行機格納庫

内 部

PIAIIJA雌1AIl RUIlIJt.I.Is Cr. 

平 面 圃

技術家 Pi erl ui gi  Ner叫



構 造 模 型

最近イタリヤに建設せ られ1: この飛行機格納庫はその新

しい構造法に於て待に注目に似する。

建築面積 111. 50m X  44. 83m. その長湯の中央は l本の控

柱 を有するのみで 8枚の 引退戸 によって金闘を「なすことを

待。卒面の長紬に望書して 45
0

の角度をなし互に直交 する 餓

筋 コY クリ ー卜 アーチを 以 て架檎しその上にペレ ー式 の 軽

量プ ロックを貼り波裂ヱタ ーミット裁と す。

コY ク リート にはス ーパーセ メン ト会使用しその 8cmx

8cmx 8cmの小立方程の破暖荷重418kg/cm
2

なる賀験結果念

特 1: IJ ，匁めにその断面は小にして餓筋使用訟も伍皮に少

し 1. 平方米め7こり僅かに Z5kgl こして在来の餓骨格納庫に

比 して ＷＰ ｾ 五の節約をなし得れりと云ふ。

(  Architettura. Marzo.  1938よ り〉

( イタリー〉 新形式の飛行機格納庫

内 部

外部の 1詳細

技術家 Pi erl ui gi  Nervi  2 9  VI  
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Pi erl ui gi  Ner vi  
技術家新形式の飛行機格納庫( イタリー)V I 3 0  



τ ｺ ・圃圃 ］ ・・ Ｍ 二 ｾ 幽 ｾ ・哩 ］Ｇ・

1也 階 平 面 圃

上 段 有 蓋 郡 ネツケJ I - 河に面するテラスを階段よリ望む

司、. ....... ・

'・・・- .. 

l 階 平 面 圃

ネツケ Jルレ吋3河可の lほよとl ) ，、 古来平有有.f名 な料

ケ .レ . ミユ ツレ ライクの美し い庭 園を 夏季 食主. に

改造 し1: もので、耳守番:の部分には便所と演桑豆'f.b;

殺 げ られて照 り、6. 50米上の苔官官補I テ ラ1 との結

びに(:U濁立階段がゐ り、岸惑 は高 い石垣 となって

帰 る。 吹治部は自然色 の{誕の木 材を使用し、 ホー

んの警ひの みすれ 、防腐剤で 塗ら れて居 るc 庭園に

は700名古? 容れ る。

CDer  Baumeister. Apri l. ¥938より 〉

( ドイツ) テユーt : ンゲン、ネツケ) ( ，河畔の庭週料理庖
建築家 R. Kessel er 3  1  VI  

J  



ヘ メ リ ン ゲ ン の 工 場 外 観

ｾ＠

ローゼンベルグのn動機工場夜最 ローゼンベルグの工場断面倒

V I 3 2  ( ドイツ) ブレ I メンの自動車工窃り、ンサ・ロイド・ゴリア-t: " 建書画家 Rudol f Lodder a及Fr. SUnnemann 



1934- 35年に所謂公安建築が ロー ぜンプ

ルクに建て られ7二。 失地階に 4. 0の償泉を持

つ洗務と約 4. 000 名の従業員に 主主 し 1. 200

のil /i水浴房が設げ られすこ。共猫鮮の音量動機

工場5は l 階で中 2 階がめ つ?こ。 比建築で は

工場内の過熱を来しれ? こめ 1935- 36年に完

成し1: オステルダイヒの工場事ではノ、レ建築

とし、逗加的な側 面採光はやめ、鞍形屋根

の傾斜上窓が般用 され、軽快な屋根形を見

せ る械に攻められれ。基礎 コ ンク リート 。

腹はク リンカータ イル 貼 h 慾サッシユは

灰色ペンキ塗 り、壁は象九二色かき著書しとな

って居 る。叉南1Jl IJ道路に商する 中 2 階の路

面は立惚的に 、成告的に利用可能の如〈底

辺されて居 る。専ら天窓採光 に依る 1: め 2

階の窓は小 さL、カ; 1階では樹一杯に大きな

窓商績を採つであ る。 1936年に更に図総建

築及びプエ ーレ Y 街の従業員 1. 200- 1. <¥00 

名に 華社し洗面、更衣室を? 、叉: Q' s宮も 伎 で も，

れれ。是等はへ メ リンゲンの施設披張に依

る L のでめる。 1937年 136x 140米のZ f S 商を

有する 新大工場が竣工 し、 同時に叉汽縦康

ポン 7 ・室等も完成し、比所に 大工場の出現

とな っ7このであ る。何れも共に、 工事5の機

能に 即 して有機的展開を示すも のとして見

る可 きも のがあ る。

CD er. Bau meister. Apri l ， 1938より〉

中庭よリ見Tニるオステルダイヒの工場

E蜘・創出Jtrole

日血醐醐醐間一国

Hal l 帥 叫 o m( hf食油おh，A. rui 巾 Os! erdei chstras. e; Tei l α財 schni tt i m Masst ab 1  : 500 

F私利、科、 d、川、d、 J 作、 d令、 d、---<1、‘

l 11・IIIIII IIIIIIIIIIIJ b血 回 田 町 田 困

問 ｾｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｴ 肝細相醐 Ｑ n
O O O O

脚 蜘 醐

オステルダイヒのヱ場平面圃並に立商圏

〈ドイツ〉 プレーメンの自劃車工場“ ハンサ・ロイド・ゴリアード" 建築家 Rudol f Lodder a及 SUnnemann 3 3  VI  



外 観

ヱ 費一一建築費235.000弗、 l立

方択に望書して35セント。

構造及仕上一一 銭骨及銭筋 コンク

リート 主主。 外 壁正面は花l詞岩

待殊煉宝号、英イ也は普遁嫌気仕

1:: 0 税覧席内部は壁天井共 ト

ルコ玉様の青色仕上、但 吸 音

の目的にて全部型模様を附す

l決番面とのスケイルの比駿 {t>

無くする角に観覧席内部は一

切袋飾を省略し、観覧席{ t >培

す然に プ ロセこ γ ム {t>1ff1止し

て ゐ る。畜商上部の力 一テ

ンは白杉色の絹布でめる。

CArchit ectural  F  orum 

Apr il .  1938より〉

般 地一一

シカゴの市 内で遁営なJ l l J携に

恵まれてゐな い部分と いふこ

とを同擦として選定せられ、

大きさは 100!lRX  120択であ る

が非常に 地 債の高い シカゴ中

の目抜の務所でゐ る。

観 覧 席 よ リ ス ク リ ー ン を 眺 む

V I 3 4  ( アメリカ) シカゴのエスクワイヤ劇場 建 築 . W.  L.  Perei r e， 



高さ ＱＳｾ の郡分の卒商圏

5'  .. 1. ....，・ー

一一 ←。 。 リ 掲 ω

階 平 面 圃

言十重の要旨一一

1. 高債な地債を償ふ然に出来る限り収容人員五? 増加

する 桜に工夫し . その地方の週末の群集を牧容し

偽るだげの待子を殺げる様に努めなげればならぬ

2. 附i . . 1 i の居住者は普通以 t の趣味と収入とを有して

居 り、劇容が泉に入ればその支持者となり得るこ

と

3. それ等の人には腐い室に住んでゐ るので切り詰め

1: 大きさの座席では泉に入 らぬこと

Ｔ Ｎ 遊歩ｾｽ及ￍ￬ ｋ 疋Ａ室は よき位置を占め ｅ よき趣味の段

言十1: るを必要とする

5. シカプの建築法規では、税資席の壁は直接外泉に

援することを必要とし、叉被覧席の雨恨I! の空地 {立

直接に道路又は路地に接する様規定されてゐるこ

と

6. 夏冬共 に極めて快適なること

7. 知j巧な る舜蓋袋置

8 美術陳列室

9 . ;尚子 l 列に劃する奥行 '{e36吋とする

10 完全な る誠 野

11. 偏曲限度以上の部分に椅子を綾げぬこと

( アメリカ) シカゴのエスクワイヤ劇場 建築家 W. L.  Perei rs 3 5  V I  



持=- =- j !

2 階 平 面 圃

中 2 階 平 面 圃

声 年 ｾ

1 階 卒 面 働

アオード‘合社か ら出来る Tごり脆い陳列室面積が要求せ られてゐ

るのに謝し て、従来の建物が餓筋 コ y クリ ー 卜主主でめ る銭に吹主主

が困難な貼がこ の吹ま宣言十衝の苦心、の存 する所でめ っi :。

最初下から 4 階目 までを? 改造 する 橡定でめっ i :が最後に は最 上

階 まで波大さ れることにな っ7こ。

1  ｾ皆 は 全 部車 骨量 の 陳列 室 に なって ゐるが 、 自動 車 陳列 室の 背 景

は短めで単純であることを必要とする から 、壁は オー クの征 目の

ペ= ヤ践とし、後飾とし ては入口正面に車菱 自? 吊り 下げ れ の し

大 きな潟挺星連衡と 、桂裂を図形 の金属 板で被磁しれのと のほかは

殆 ん ど無袋飾でめる。

l  階の天井高 を 芹 ｉｊ 周して中 Ｒ 階ｾ殻げ 、 大きな階段に て これに

聯絡し、 l  階陳列室に皇型化ｾ持 ｩＺ せると同時に参ｉｄＡ者が ｩ 斬 次 上部

の陳列に輿球をもっ機に考へてゐる。

( Archit ectural F orum.  Apri l .  1938より〉

1 階 陳 列 室

2 階 陳 列 室 中 央 部

事 蚤 の 書 室 飾 的 陳 列

V I 3 6  ( アメリカ) ユユーヨークのフォード自動車陳列所 段計家 Wal t er Dor wi n Teague 



金 景

カリ フオル = ャ、 リッチ モ y ドに重量

てら れ?こ 小住宅 。海岸線 の勾聞を巧 〈

利用して、紺背のサン 7 ランシλ コ苦撃

を背汲としてゐ る眺望には初夏の太陽

の香 りが匂 って来そうでゐ る。草花に

埋れれテラ兄 、開放的 な板塀一一 これ

ι の洗練され仁線の交錯が少し も自然

の風恭を 損 じてい ない ところにこの デ

ザ インの成功がめ る。

機迭は餓筋 コンク リー ト溢で テラ ス

は石畳、外壁、 ガ レーヂ、 テラ Z の懸

は コン ク リート プ ロツ九 屋根 は砂利

と{ ' ーノレで出来てお. . 9，慾は木製及び

ユチ ーノレサッ シ= ; e併用してゐ る。 室

内床及びテラ λ の手摺 には赤色タ イル

張 h 室 内産具は アメ リカ 杉 仕上げで

ゐる 。 CArchit ectural Record， 

March， 1938より〕

〈アメリカ ) 4 室 を 持 っ た 住 宅

平 面 圃

門 よ l リ 玄 関 を 望 む

建築家 Wi l l i amWi J aon Wnrst er  3 7  VI  



C  D  

F  

V I 3 8  ( アメリカ 〉 酒 落 れ た 飾 樋

B  

E  

A  Fl ushi ng. N.  Y. の 住 宅

建築家 J ohn Oak man 

B  Norfol k.  Coun. の 佐 宅

建築家Toyl or and  Levi 

C  Greenwich.  Coun の (t 宅

建築家 W. L. Domi n凶

D  Greenwi ck.  Coun. の fも宅

投築家 1. N.  Phelps Stokes  

E  Al pine. N.  J . の 住 宅

建築家 Aymar Embury IJ. 

F  G! en  Head.  N.  Y の消防署

建築米 Cherry Mat z.  

G  Sand Point. N.  Y の建物

建築家 Ward and Wal ker. 

ＨＧｾＮｲ 仙 ｣ｴｵｲ､ ReM )  

March. 1938より
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1

〉

オ リ ン tゴ ツ ク 施 設 駒 j畢 案 ( 昭 如13イド う月 5 11 )  

川崎話合 ｭｰｩｬＮ｛ｽｖｪｦｵ 事実ｾ［Ａ［ｘＭｲＭＭＺｾｾ明［凶則一千べ十胴有数 ｬ 也同 ｩｪ［ｪｩ プノ ｾＷ 府 宇 耳慣 Ｚ

線 分 の 七 寄 附 買 収 ， <) 時 間 プ ノL フ 肝 鳴 か 叶 れ 明 白 夜 ll.¥7)}'CUl b: ?ti 1q刊 の 別 対 ; こ ー 恥 刊 行
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制 L ておるが九υ1 : 仇ども之れにタイアツフωすべぎではた由、らう目 。( 日月lf 当

記工ー十1イ年三月竣工) <>その他に腕例外の士' 閉じのため八寸 fii側 依討ち

じ活周池闘が行はれることになってゐる。
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ま へ が き

これは江南波行中に僕の受げに個人的雑感で

ゐる。

主E築協舎が僕主主 {e 源遣し7ご目 的でめる所の、

防空施設の調査に就いてはｾＮっ て本誌 一 Ａ こ ｩ こ報告

の筈である。

江南といってい僕主主の llil つに範囲は上海と

杭州、! と南京し及び それ等を結ぶ i厄杭南銭遂と

京蕗餓這との沿線fごげだから 、見聞の範閤 L 亦

それ以ヒに出てゐない。

殊に . 出俊から腕阪まで大田在三週間の日子の

'_1' 、' l t際の iii 見終 日数は上海で二 口、杭州で- 1:1

南京で三 日の 合計六 日Tごりで、浅古余は全て紛車

の中 Tごつれか ら、 観察[ま管見で，r y ｾ＠ ， 感想 (111迫

感でしかめり得ない。

力、 メモの中力、 ι その二、 三 {e拾ひめげて、

本月青島の原稿 の依 ｾ［ｦＨに「 諾 ｊ {e ＺＱ Ｇ， しれ Ｂ ｴｬ ｻ･ｾ｜

こととする

1、 大 場 鎮

火場鎮の戦協I)i を訪ね ?この は三 月二七日 の

午後四時宇頃であっ? こ。 円本時間の四時ノド

であるから上約一時Il¥l にすると 三時 三O 分で

ある。

惨惚 fこる盟国紡績の焼り湖、から大場鋲へ

向ょ、上海の郊外は、 水のi温む田園のI-II !、協

V I 6 8  

仰 の若芽の上 lこ長閑な脊の防 5 しがあっ 1:

上海の占領を千秋の思 ひで付 ちに f! fつ に

閤民の前に大場鼠陥落の路報の7 > i 1fらされに

昨年の秋から僅か に四 箇 月、皇軍は既に二

0 0里の彼方の徐州 tこ迫り 、上海の外厚11一

帯は、大場鎖も 亦春の陽さ' しが一杯であ る

大場鎮の中心部、盟壌と トー チカとに満

ち満ちに丘陵は、今、戦勝を紀念し 、車li 浪

将兵の英霊を慰むべき 市Il jl止を建立する魚に

切取工事の最中である 口

ここを去る数キロの地軸こそ 皇 軍血戦 の

地であり 、 三、 四米有ーに掘られに盟主長の ヲF.

行 紘 の11. ¥1に、常時の激戦を物語る生々しい

:M) iがその他に残されてゐるといよ、。

? ごが、村に近いこの」主は 締 麗にllj( .J ;-I I(.j け

られて、 今間色に1ll'l < 夕陽の 中に静まり返

ってゐる。

風は死んで 、丘 陵 ｻｴ＾ ｍｾ るク リー クの Ｗｋ に

はノj 、波も立仁子、焼 け 出 れ 1二本! の竹錨のi法

に不思議にも硬され? 二民 家がーi F: j 、 その反E

大 場 銭



に土 ｌｾ の子 ＧＱ ｊＧＮＺ が三 、 三 人 戯れ遊んでゐる。

これは皇返占領後の何l屯にも 見 られる平

和な風景であらう 。

それに してもL 、 これが四箇月前に他持J

き煙霧霧，の計渦E局i宅谷昼い?にこ大j激2放士戦の地 であら うとは

」丘主の] 頂頁の、未完成の般に餓筋を? 銀出しTこ

トーチカの前 に立って、案 内の将校から首

時の激戦の物改: ぃ賓話を聞く 。

ひややかに * 0泌へでかくめれば

人は知らじな火金噴きし山の跡とも

磐 梯 山 ( ? ) の火 口湖j を歌つ? こi孜、伎は

ふとこ うし? こ歌を思ひ/ : 1' ，しに。 ここ一副若

草に援は' れに級の丘、 その丘の裳に波もな

u定んにク リ戸 クの71¥. に、否、 それよりも

以←H 二、ねかな 口制で官;時 の戦況を物語る

将校の物静かな物IJ要の中に、この歌の心を

感じ?こからである。

2、 銃 眼 と 石 像

J - )駒直後の第二目 、餓路管. f . ! l l局の屋上 lこ

登って、 そのパラぺツ トの外側の浮彫の裏

にl怨され?こ銃IIl Ut 見?こ口

銭

路

管

理

局

パ

ラ

ペ

ッ

ト

の

銃

眼

(

哀

U

コーナー・ オーナメントの烏の翼の1mに

数僚の班長い間l肢が作られてあって、裏側

の餓扉を聞くと直に機銃の銃11民となる棋に

工夫せられてゐる 。

恒久 的建造物に常 設のあ ｴ ｉｬ ｊｾｾｲ 泣けにも の

同 J: ( 表〉

は、- ' - . 1 似まかりではなく 、南京に於ても主

る別に見出 され、文化施設にまで平備のー

} 坊を織り込むことを忘れなかっ 7こ抗日文 郎

の・出しさにー: 絡を I喫げな いわ りには行かな

かっTこ。

所で、南京は、日月孝陵を訪れると 、 何れ

も淡いエメラ J レド ・グ リー ンに偶装せられ

てゐるとは言へ、 これは亦向と平和な顔を

し? こ石像の行列であらう。

J j i j 孝| 後

参道の刷(J ! IJ に、人 や獅子や象や二ふや1!k.-Y/1と

の石像力; 、立つ仁川そっ 7こり 、如何にもら

んびりと自 111 なポ ーズを楽しんでゐるでは

ないか。

この石像を作り出しにものが、あの恒久

的銃 ｭｾ を建築物に取附げた同じ人胞であら

うか。 石 像に表現せ られ? こ長閑さこそ 、年

代の ｾ ＱＱ 典こそあれ 、 支那人本Ｊの ｬ 古 ￮ ｬｬ では

ないであらうか。
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なつにとい ふことも 他の原因の一つ であら

') 0  

杭州でも南京でも 、 それから途 ｉｉｾ の餓道

沿線にも 、建物の前雨[ 一杯にベランダを担当

らし? こ建築1); 数多く見受りられに、 が折 f{ l

のベランダに面して 、日 本ならば Ｑｾ ｩ｜ｆせ一杯

に窓 を¥J FI < 所を、 何れも普通の大いさの窓

しか聞かれてゐないのは、 ベラ ンダ カ: 単に

大陸性の円光の正i射を逃げる 円的にイ十られ

にも のf: からでめら う。

_I-)frj: のi li 政 I(.f 、|川1'，giiIi 、 1:._'1物ifI¥"又 はT有京

の餓路泌局や凶i J :11
1
火- 研究lbEの諸0!; 築など

? ごが、僕は思五、、 この雨者のまちI比 的 存在

こそ、J修介石の雨商外交の山って氷る所以

を設明するも のではな いかと。

築

建築に就いては、我聞の建築の多数が今

円多少ともその影響を受りてゐる所の、窓

側の肢い、所 謂モダン型の建築カリ|ゾj;? に少

ないとい ふ こと が第一に侠め注:むをi J lい?こ

3、 建

同加

沢

巡

の

民

'

本

ハ

常

州

〉

1有J;t 閥抗 rj'v" liJ- f究院地' ! ' ( l i，f f 究所

( ，，] れも近代的材料と州長!ょ法との一卜1二、 j豆り

の ｬ￭ｦ ｊ ｾ 、＿こｾの践し、文Ａｬ｜ ｜Ｑ 武のＱ｛昭総左側彩色

のデイテ イル主で佐つ fこ建築であるが、 不

思 議にも愛知ll 則似や4片山Ii{ ili 役所 や軍人台

iifi などのill 築に比られる松な --'f市不自然な

ぎごち なさがJIぷじられないのは、支) }I¥の ill

石 訟 の 正 系 堂

これは一つは建築の主要材料力
;j-:

に:bA:! lC

で、餓筋コンク リー ト辿のものも 、 地誌 の

ない吉正安き には、 そのむかしい将に車111
ｾ、廿

組のほかは全て煉瓦のカ ーテン ・ウオ ー)t..-

ｻｦ ｊ 円ひてゐるから 、 似の ｨ｜ ＧＨｾ 、窓、 が挑ｩＱｬ H'i ・

り愉い ft でめら う。

その 上 、 見渡す限り 誌と ｩ 引こる ｲ ｬＺ ｲ 有の Ｇ Ｑ ＵＮＮ ｾ￭ Ｇ

は協仰のほか樹木に'恵まれてゐないといふ

ことも 、 この地方の建築を木辿よりも煉
1[

ii! fこらしめに所以である。

所で、rＱ Ｚ 南方 ｬ 断は枠度で もは我 九州 の南ＱＧ ｾｴ ｾ

の巡りに 依 し、 そのー1-，メミ陸刊: の紙峡のnに

夏季の持さは大抵ーなものであるらしいが、

ｩ ｍＺＩｪＭ ， ｴ が少 いおに 、 日ｼ 告は 円 本の ｵ にぷ ｊｾ キい

ことはな い 害 ｉｊ 合に凌ぎ幼い ＱＩｾ に 、 判官出の

ｉ｜ ｾは Ｇ ｪ［Ｚ ｾ ｾＺ ＧￍＮ の 流通をよ〈する よりも 円光［ の ｵ￯

ｾＮｲ ぞ辿 ｺ げることさへ巧へればい〉とし、ふわ

りで 、 自然 、 建 築 に Ｉ ｾμ 、窓を必袋と しな〈

V I 7 0  



築が煉瓦土ti 叉は石起! ; のート. に殻lli し? こもので

あり 、 所 ｦｬｬｦｾ 官もｾそうし＿こ素材の 、 トー に生れに

ものでゐるからであらう。

彼我の行方は似てゐるが 、 得られに ｾＩ Ｑ Ｊ

には可成の距りがある机ーである。株式は材

料 の上 に殻民するといよ、一つの例であり得

る。

4、 水 道

水道主 言 へ ば、日 本人が支部へ延tH¥する

nに何よりも必要なことは、支那の街生) ! J ; :

態の改良であらう。

1重患を行ひ、 コレラと赤州の7象防注射を

交け、チ ブスのピ リワクチンを i次み、更に

クレオソ { ト メしの111' ，出企を仕入れ fこ上でな

いと渡支出? j ( ない椋な )1)¥態では 、 FI本人の

大量進出は望まれない。

回合の民家では何れもクリ ークに l白{ して

便所の間めを作り 、汚物のオ ーバ ー・ フロ

{ はどんどんク リー クに流れ込i J ， そのク

リーク の Ｗ Ｑ＼Ｎで ｩ 先 ｴｾｾ し ｦｩＧｾ ｾ＠ J:i: < 。

何よりも先づこうしに !IJ¥態より文7}i 1の民

衆を引 1-. げて1ｩ かねば文 ＷｽＱＩ の Ｑ［Ｚ［ｪｾ ｬＺＺ 施設は救

はれな いで あらう。

都令に於ても 、主要な tit 物の窓には大ほ

品除けの金制が飲込まれてゐて、建物自開

のみから見れば術生設備 lこtYl :むしてゐる絞

に忠はれるが、反商に於て剖li li の街生施設

の不定査を物話る説te ともなる。

そこで¥ 何よりもうiょっr 完全な 水道雪作る

といふことが抗ーの .J: 務になる。

南京には水道がめるが、その7k. は陽子h

の色をその ｕｩｾ に Ｑ 古色である。飲むことは ｬｾｾ

か 、 その陥では顔ｾｩｊｬふことも跨陪 する代

物で ある。

南京の水道は沈i殴佐世があるピけで il 苦過

装世も梢ぷ佐世もなし士 、/IIJi fの京) ( 近総

数段の話であっ fこ。水道のことを文苛11では

|ー 自'>k7k. J といふそうであるカヘ 1減lこ「白

米 水 」 とは引iひ得てk少なりと J感心する。

F有京の杭で二fi ，先にも洗i函にもその71<. を煮

沸してくれ Ｗ こが 、 イ史は行 ＱｾＨＧＺ ｲ ｬ ｾ の 三 円｜ｩ Ｇ､ 、

訟にその水で蝋;ひを? する男え:t j) ;IP" 炉、 .I -jtjー

から持参しに71<.向 の71<. を虎の子の肢に して

合駄に使ってゐ? こ。

)昨介石があれにけブ11Mを入れてゐ 7こI有京

にして然り 、他 のノ ｪ 、 都市は推し 、 て ｾＺ ｉｉ るべし

であらう。

ー術生施設の改良 、 就 ｉ Ｚ ｉｾ 完全なる 水 道の敷

設こそ 、 日本進出の誌に 、否それ以上.に支

那民家の釘に全てに先駆してなさるべき事

業である筈亡。

5、道 路

ニユ{ ス 1l!J.!刈 で戦闘医I"x: から jl 注目1&する文

芳1)の民栄 j); ご輪車を伎はないで、良中 lこ一

つ車の阿 ｾｊ いに一輪車を屑で捨ぐ棋にして［

ちよちとかーいて 行く のをナ不思議に思ってゐ

?こ。

h 南ーを版行して見て初めてその 111つて米

る ｲｾ ￎ 以を土 ＱＱ つに。支那の川合にはご輪車が

泊れるf _jl J 1 t の道路がないのである。

京氾餓i主に fr'i J 、て上海南京を賞〈幹線道

路は別として、江南校行 "Il汽J li の窓から充

今 しゃ，こ ち 古いすべし

分出立をしでゐ? こに| 紛らす、 「ノj 、心火取」

など苦し、 Tこ断切りすら lif iんど見世らなかっ

? こ棋に思ふ口

道と名のIl f;j- <も のも一本の畦泊に過ぎな

蘇

州'1

σJ  

fIE 

主主

主Z
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い。そ のイそり網の口の様 l二部t航 自在なク リ

{ クを 悠々 と船でとって行〈。

汽車に乗って行 〈道すがら 、i楓荏鎖、臨

7F鎖、南湖錦、民義鎖、長安鎖等々 、鍛と

名の附〈以上のI1ITには必子、禅迦牟尼の官'

ｾ納め＿こといよ、高塔がある口 」 壬 ｡ 陵や 山 の頂

上などに設けられにものもある。

初;t[ 1こる長il :流域の千! 京を、恰も供述が

火の見櫓に依って村の存在をう' 11るが1<. 、 こ

の高 j芥を速い fll Tの岡松! としながら 、支部の

民衆は久し〈このク リ戸 クの交通に慣れ親

んで列互にことであらう口

打力行業は忠、五、。部各計霊も亦、支那経告

に官;って最初に行ふべき事業の一つである

そして南舶北馬とはガソ リンの無かつに時

代の古き言葉ではないかと 。

6、 味 噌 汁

朝日新聞から 皇1ftの前線慰問に i民法せら

れに「わらわし除」の闘ってからの報告興

西 湖 飯 j苫

立li 部の男世帯で‘ ある

供述はその兵妨部のお世話になっ? こ。御

馳走は全て兵除さんの料Jmである。

扱、食事の時に味噌汁が出? こ。「ヱング

ッ」の味噌汁には身ーの影が浮んでゐ 1: が、

僕達の味噌汁には獄が入ってゐ? こo 1::.' がそ

れを鴨なと歯の上でガ リガ リツと脅を立て

て昨げ仁左いよ、のが「ー終」である o 7kが中

まで充分に浸み込んでゐなかっ fこのであっ

行に 、 「エングツ」? ごつ? こか、兵立li 部で御 1: 。

馳走になっ fこといふ味噌汁の話を放Jきして 共に食卓ーに並ん1::.' 将校逮は何れもそうし

ゐ?こ。 1こ味噌汁を旨そうに飲み、怖い、If1 : 芽米の傾

， ， l' ， l' ， 

味噌汁に浮んに 「み」をやれ婚しやと筑 をむしゃくしゃと 11食って元気よ〈食りi を肉! I

で ｊ う たなと本 ￭ Ｑｦ ｾ の「み 」 は ＱＹｾ <. て自分のI j . ，"_の

彩であっ? こといよ、のである。

杭州での供述の折合は美しい回初!のj武光

を一望の ｱ ｾ に牧め得る西湖飯山といよ、大き

令な族館でみつに。平和の時には窃先? こる仕

人の宿ともなっ? こであらうが、今は皇軍兵

V I 7 2  

♂ 一

一ー“二一一ー- ・・

西 f明

れて行つ 1: 。

この程度は決して 附背fl 決之と L寸、中には

入らないかも知れな L、o 1ごが、充足し1: 内

地の生前を思ひ浮べ、将校注のこの所 lこ満

足し切っ 1: 態度に伎はドi頭の熱〈なるのを

禁 じ得なかっ? こ。

便 所

西湖飯 l苫で印象に縫っ? こものに便所があ

る。

三階建の、ー0 0近〈もベッ トを持つ に

堂々にるホテルであるが、便所 と言つては

階段のー附躍場下に洋風大便器- 1問、IJ、便

所一筒所あるのみで、而も 此の上もな 〈不

潔である。

南京の宿 も元大東飯府と言つ仁左い よ、可



成のホテルであっ? こが、 こ〉にも作風便 所

が二筒所みるほかにノj 、fie)iJf( ま附段の臨場の

1=1抜の場所にむき 川 しに- r . iiiF9I ある切りで

ある。

日本 の ［ 峡 ￭ｏＧＺ の使 ｪ 珂の不燥を陥米人は ｾ ｉ ・ Ｎｗ ［

にｾ｜にするといふ。促所の不潔には可成必

泣になっ? こ伐j主ーであるが、 ここに於て欧米

人の気持ヵ: いささか分 らないでもない。

般行 q-Iに説んT二HTf. 日報? ごっ Tこかに 「糞

の南京 」 といよ、拡なことがｾいてあっ＿こ 。

質| 際南京でも杭什| でも }JJt糞の多いのは一

つの: 患者異であっ fこo Y. : k に公共同計ミi'i iは，m主に

絡灯 ー の 辻便所 である 。 賀防＿＿公 ｊｉ ，Ｚ｜ｬｽｪＧ ￭［ｾ ｊ［安どい

ふ。

防日 ｊｾｻ ・ は何れも足の ｾｲｬｩ みれ ｉ ｹ もない科に 、 ｉ 勾
， ， '  

附 き の111かな 、 し、かにも iiliUi な糞がもりも

りと借り 1-- つてゐて、支那人の泊化器の健

全 し そ の 如 何 に も 悠 々 に る 日Jt 誕の態度と

を物請っ てゐ? こ。

ￆｬｾに劃する ＱＡＡｾＯｬｪ Ｇｩ ｬ 紅 、 これ は文ｊｬ ｉ｜ 人 の仲統

的特性であらうか。或は支那の繰i紗として

限りない自然が一兆の汚物の央射など ＱＡＡｾ 限

の彼方に 、 げし ＧＩｬｾ は ｩ せてしまよ、のであらう

か。 それとも亦、ゴてから 出 てニu こ還る肉果

の加を東洋人特有の直視を以て、糞の央ひ

の 1+1に感得してゐる需であらうか。

刊は315まで来れば打ら切らねばならぬ。

( 二五九八 ・五 ・三0 )
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強 口 基 吉

C  r  J コンクリート及錯筋コンクリート 集

覧 11 Ｈ Ｑ 昭 和 ｉＱ 作 、 ＱＲ ＯＧ Ｑ ｾＩ 1I 本ポノレ トラレ ド・セ メン

ト同業合編慕及を走行。昭和 13 1，ド5 )J )奴標準規絡 A

5州 、243頁。 80銭。

オs; ｾ ｌ ｴＨ ｩ コ ン ク リート 及び俄筋コ ｙ クリート に到

し常に イf主主適切なる事業及 W.版 会 な さ れ て ゐ る 11

ヌドポノレ トランド、セ メン ト間決合の編 躍 で 、:l_ とし

て 同 ｾ技師巾村猪 ￯ ｬｩ ｊ も の編さ れに ｌ のでめる。 ｲｬＧ

村 技 師 に は 銭 筋 コ ン ク リート 使"A Ｈｊ 恥うた堂ｾ行〉

( 513立 、償 う同 〕がめって 、 コンクリ l トノ毛織筋

コンクリ ート に跡jす る 昭 和 9 年迄に III :Y; L各閣に をま

え さ れ1: る文献のjlTi争点;系 統 的 に 1自主されてゐる

のでめる。その後間後合よりコ ｹ クリ ー ト淡 ｾ ｾｽ の

m訴として昭和 9 イ1' -10"1三分のコンク リート エ邸主力:

務刊さ h 1ー。これは 1iif 者と日1じ系統で 、周 年 度 の

文 献 を沙 銭 系 統 づ げ ら れ1: ものでゐる。

今岡 ￭ｾ ｐ ｾ ぷになっ ＱＺ のは 、 この Ｑｉ ｴＺｩで 、 昭和 ＱＱ

年 W Iζに霊堂刊されれ内外の害者雑 誌 共 の他 の 刊 行 物

及 びｾ Ａ ｾ 符により集録されにものでめる。

その分類 l立

V I 7 4  

:ui I  ｾ吉 コ ン ク リ ート

『七 メン ト

1 '[干材

目7k

UII モ ル " } レ

V コンク リー卜 一 則 合 及 水 位

¥1コンクリー トー 混 合

¥Uコンクリ ー卜 -.lffi充

咽 コンク リー卜 - t量生

LX コンク リート ー水 中コンク リート こr:

ｘ コンク リー卜 ＭｾｲｬＧ コンタ リー ｨ ＮｊＺ

xl コンクリ ー卜 - 7 ) < . 符コンクリ ート

xo コンク リートー コンク リート 及J l : - ij g¥，皮

X III コンタ リート ー 勲、膨 11氏、牧 紡 .

XIV コンク リート Ｍｾ血性係敗 、 ポア ソ ｹ

比

XV コンク リー卜 --=J七百仕 上

XVI コ y ク リートー コン クリー卜 に及! - i '

す 有 害 作 業

XVII コンク リート ー 防水 制

XVllI ＡＩ［ｾ みや

XIX 経 Y'i.

第 2 矯 俄 筋 コン ク リート

ｕｾ 筋

H蛇筋 コ ンク リー ト一般

m ;n-$主主見当主

IlI I百I- J t &設立|一般 及 梁

ｙ ［ｪ ｦ ・ｊｴ及設計一柱及 び ｊ ｉ ｾ の 他 部材

｜ｾ 計算及言 ｛ ｴ ｴｩｬ 一 銭筋コンク リー卜 引 張 材

w計 算 及 設 計 ー ラ ー メ y

ｙｉｉｉ ｾｴｕ 及設計 一 曲環

K 基 礎

X 線) ; l 書

¥1 作

AIf コンクリ ー トー街li 袋七メ y トコンクリ ー

ト ｩｴｴｾ 寄

XllI 簡 易コ ンデ リート -:?ili 袋 セ メ ン トマカ

グム制i!lを

XIV 各種目E逃物

XV 製 I171

以 t の分量:TI i士宮i f 警 の 滋 筋 コンクリ ー トイ坂官以

来 J収用されてゐて 、オ;: ｾｾ Ｑ ｴ の附録には第 Ｑ :皆、 l 篇

]  ｾ［Ｑ［の線、目次カ ［ 附せ ・ ら れ て ゐる故 、 古 ｈ ［ｉ￭Ｍの コ ｹ ク

リート 及 銭 Ｒｭ コン クリート・ の傾 向 をｾ 1;i l るには悩 め

て便利でめる。

その抄ま4・ti 原 文 の 意 {t' 伺 め て 要 領 よ く な されて

ゐるので 、抄 :銭 のf主々陥 り が ち な 原 文 台 み な げ れ

ば要企伶ないといふやうな鉄駄( 土少し! ， ｾＮＺ＠ ｾ 、 。最

yf. .:i命せ! L} れてゐるt ' J 筋コ y ク リート に 針 し て L 本

ｾ ｾｉｾ には Ｎ S lut gart で D att a 1;: 行 つ7こ質検と印度に

於て行 ｬ 土れ ＱＺｴ･ｾｾ が紹介されてゐ る ｯ コ ｹ ク リー

ト工 τ)'; . 銭 筋 コンクリ ート 環論に 興 味を 有 す る 建

築家の必託ｻの ｾＱｴ でめ る 。

C] [ J 設費用建築材料 水野111蜘 附 蜘1

295 ｉｔ 昭和 ＱＳ Ｑ， Ｑ ｾ ｾＧ J J 版 工 業WJ5号。 1. 9列

建築 材 料の工業製 校 周の教科 Ｇ ｾｽ としては野 呂 長

凶 郎 氏 の 近 111:建 築材料 以来 多 く の 著 作 が あ っ 1:。



本警は その最新刊の L のである o 第 1!昏材料及施工 、第 2 谷理論及質検 、第 H 会

本書は各材料の製法、性質、試験等をよ l裂と する 道路鍛造及土木路工法、第 4 I1岱河海格治物第 511昏

均論材料 ｾＱ にも i偏・することなく 、叉 、一般市jA311古 術情及品ｬＺＡ喬第 Ｖ 谷ラ ー メン第 Ｗ 者会Ｊ王監徳治物ｾ

の性首位 ，克使用法に電車占を泣く賞用材料製にも{ 扇す 8  I t 主主l b : 築及紛殊機逃で銭筋コンクリ ー卜 講座とい

ることな( rl' 府の遂を目さ' して編 され 1: もので 、 へども 、:，- : として土木方面のしの 〉みで 、建築[ 主

主Lt 中多くの鮮明なる闘を折入され . その t記述は 路 11  ) ( 秋授M釘' あ[ ( 犬氏がi l l : 築構造に謝して記述され

めて克明で了解しやすくなってゐる o てゐ るo ラー メンは土木の脳岡武雄氏が受持とな

民が長年都島工業製校に於げる材料1聖戦室の主 ってゐる。要するに餓筋コンク リート 講座の立 ｉｉｾ

任をされてゐるので 、 その研究の片鱗もうか v は は、建築 j J 函に Lキ目首のE費者を持つもの故、今 少

れ 、質雪量的の;記述は詳し L 、。セメン ト改正規格案 しt J f : 築方面への別賞金多くして L ょいと思ム。或

に針する i，U迷い強度試験改正の主主蓮と題して述 [ ま建築は逮築でか]の銭筋 コンクリ ート 講座の設刊

べられ . 明日の材料製の会としこの役目舎もはれ をも待ち 1:" 、。

してゐる o 文教科昔 、頁参考書としてその要求合 C  lI II 1  Hol zern Dachkonstrukti on Ihre  

充すでめらう o 似も短めて阪で 、耳業書房の努カ Ausbildung und  Berechnung. ]h. Gestechi t¥i 若大

o多とする o 州 235 頁o 101351
0  待償紙袋9. 4RM， クロ ース袋

C  Il l J 材料及抱エ アル兄 餓筋コン クリ ート 工 IO. 5Ri¥1 Ｈ ｨ Ｍ クは大程 Ｑ ＮＴＮＵ 問 〉本 ｾ ｌｴ は はるば る

修講座 、 l 宮本武之 '1輔 氏 著 昭和 131f ｾＮ凡 Ｉ仮 初乙の Wilhelm Ernst  &  Sohn 祉よりプツクレピ

アルス 2. 5刊 本替はアルスの俄筋コンクリ l ト ユ ーのにめ寄贈みつ1: 1 ，のでみる o ; 丘来鍛銅の供

講座の第 1i惨でめる o 宮本博士11土木のカのf:&)i自 給不足! 立 、従来銭骨構造戎11鍛 jjt コンクリ ート 構

コンクリ ー ト研究家として校名である。博士は信 迭としに往生知念 し木迭にて巡る必要伝生じれ然

t良川改修二[ 事に従事されて 、各滋のi1Q筋 コンクリ るにＮｴＱｉｾ ｩｬｬＺ 力撃との つ Ｑ て ＵＲＱ 建物の限度計算は 、 イ也の構

ー ト構巡物の設計及施工に隙，lf系され1:
0

" 当時 11 本 泌物 より後れてゐる 。 これは経自負依存で 従 来ゃっ

文化協舎の土木議決録に浪凝土及鋭角お ｈ ＭＰ｟凝土ｴＧｾ て*t こか乙である。米国 . 猫逸等には近来大 λ バ

載され後この府訂されにしのが l二 l、2 Ａ径の 古と Ｑ ｾ ; /のつKili ill:築・の賀施され ることは雑誌等で多 〈見

って後刊され1: 0 ');: ; 1侍|河百¥Dミ樹志氏の舎と共に 、 せられる所であ るo 本若「木造小屋組の榔進法と

土木並びに建築のカのコンク リート の設ｾＧ Ｍ ｜Ｍ ， 施工 その計算? と」は比等大木造建築等の I温度計算及そ

に大いに指導 合輿へられにものでめ る。 この訟は の統治 に指針ー を央へるものでめ る。

後メ ー トル法単位とし且内容し 締法されて改訂版 Jt の内容は

.(e ｮｾ され 、 今に及 んでゐ る 。この替の主貫 主ｅ 及び最 ａＮ 一般 Ｚ［［Ｚｊｾ 演と屋根の干 ｾｪ Ｑ｛

近の趨勢を紹介され1: のが 4. } ] ) ] . 本の「最新餓筋コ B  極 左母屋

ンクリ ー ト工 事J でめって 、本容は 271庁本より筒 C. 支持盤上にのる小屋組

獄、で 、現 定多く行はれてゐる o $1¥に岩波全容にも D.  m官官 '1号組

鍛筋コンク リート に隙 ｉ する ｌ のを ｮ ｾ さ れ 、 ハン Ｑ 、、 E. 合成梁t ' 周 J 、る小屋却

プツクとして竜町でゐる。 F . 大スバンの@; 物

ア 皮 川 れ れ 材 料 刷 工 は 比 等 制 : : 最符なる _l -.JGの目次にでも剣明するやうに 、柑 建 築 の

検討を 1mへら れ、必要な IJJC言T t ' 施すと 共 に. 餓筋 強度計算及その格;iji 法につき我々の知らんとする

コンク リート の材料及び施工に隙J する最新の記述 里れま殆ど" 同誌がある。

をされしものでめる。就中 、セメン トの水化熱、 記述のブJ 法 l立、政値の質際計算倒を l山下吉にか v

低 熱 セメ ｹ ト、 経骨材 、 餓筋のｾ斜妾機手 、 コンタ げ、短めて' fZ用的となってゐる o 邦 守 、英明? にこ

リート の耐磁性. ゥォ ーセクリ ーター、 振動コン のj J 商の瓦- {I I f ，1t
なき今日 、叉木造による大建築物

ク リート、 ポンプクリ ート 等の記述 l立本書の4寺色 設 J¥- の要求のめる我園建築界の現状にめる目 、本

でゐる o ｾは建築家の好指針として役立つ ｴＺＧ らう。

本号! } を第 l 巻とする餓筋 コy ク リート工皐講座

は全 8 谷でその内容は
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京
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休
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建 築 材料陳列 弘ｾＺ 別 室

幹 事長 須 賀

幹 事 今 林、瀬

協 議 事項

1. 1具集部室懇親 舎のイキ( 主事局柄延期すること

2. i具幾百E室 精子張 替 のイキ lま経 'l 'U '常務 舎 に 要 求

するこ と

)11 

所

ｉｉ Ｎ ｾ 席者

材 料 委 員 曾 〈第B回〕

5丹5日午後7時- 9時30分

協 合f具築部室

幹 事 楠 殿 、松 久 保

委 長 小 )11 、遊 間

木野 11. 1

J_'[ fiff鋼 材 回 '1"'栄 一氏

l 略 研 鋼材 見撃 に制 するイ牛

2.東 洋 スレ ー ト工場 見祭 に附 するイ斗

3. 鋼使用i ! l lil 現規則 に附 す る 件

時

所

IPI 席 者

中津両11令長

曾 ｃｾ ｾＸ 凶 〕

4)i 22 日午後5¥1与50分 ー7時30分

ill 築 材 料 陳列 話alJ ll室

理 事 竹腰日1J令 長

監 事 古 探 E詞E

:常 務 井 上 主;10

中 西 主3日

山手 主3日

務
件『

斤2

者
"
V

3

 

J

a

，A

H

 

時

一肋

山

ロ

u

n

u

中
ー

・

?
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=一三一

日

a

-

ロ

主

主

主

藤

口

井

伊

樋

松

誠 事

1. 餓 鋼使 用 承認 袈 交附 規慢 の手1・

ＲＮ 都市 言十 輩 委員令より 委 Ｎｲｾ 1  ｾ 名府民依賜 Ｂｽｪ の 宇 ｼ ニ

3. 11育園請'J 'iid: 臨 時大 祭 に H ii¥¥:;1時休業 の宇|ニ

4.  ｲ 建築と社令 ｪ 害予 知に ｾｬ するイキ

曾 〈第 9回〉務

声、

m 

IF. 号

所

:P1  席 者

都 市 計 蓬 委 員 曾 ( 第61司〉

5)] 5日午後7時 一9時

協 令 1倶具幾部室

委 只長 烏 ヲ

委 只 匂 坂 、紹 知 、村 弁、 4中， ;}升弁iド
二

偽 Ｓ議五 ｚ事 Ｇ ｝Ｚ￯Ｚ ｾ項 民

1. 第 2同会 鴎都市美 協 議令に ト11席 の件

日寺

m 

ｮ ｾ 席者

中海副l令長

記

計

斡

主

主

編

藤

木

口

伊

鈴

姻

住 宅 委 員 曾 句M 回〉

5月6 日午後6時 30分 - 9時

協 令 i兵担足音11室

委 只長 石 川

幹 事 問 問 、欠

委 員 内 勝、 問

I聡

si -

Hll 席 者

ｬｬ ｾ＠ 司王

]. 餓 銅 使 用 統制 に 関 す る 件

2.餓 鋼使 用統 制 委 員 合 顧 問 委 姻 に 測 す る 件

3・建 築 関係 各国 程代表 者 合合 に附 するイ牛

4. 建 築 工 事詩 質 規程 改正要: r JU震の件

5.r 建 築 と社合 j 寄贈 に 附 する 1*

6. 合 員詮 衡

回

1f' 

4月30日午後6時20分 一 11時 30分

建 築材料 陳 列望J lJ ll室

理 事 竹 腰li¥IJ令長

歌ｾ ｾ古塚 段 ｊ ｊ ｾ

常 務 井 上 主 ; 口

111手 主記

吉岡 編靴

倶祭言F室 幹事 曾 ( 第 3@] )

う月 3¥:1 子 &.) ｉ 痔 Ｍ Ｖ ｾ 幸 Ｔ Ｐ 分
11寺
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協議事項

1. 住宅説本原稿執筆分婚の件

2. 委員合報告抜刷のイ牛

3 編椅 幹事の原稿審議のイ牛

工 場 見 拳 曾

時 5月711 午後 I1時30分 - 5王寺

内t 武 )11 ゴム株式合社工務

株式令社主里研鋼材尼崎工場

出席者 相川完走一氏外299名

ト首 H天 気11市長月; 包刻午後 11時30分先づ武川ゴム

株式合祉に到り工携長の講演を聴取し夫れよ

り工場内を順次民祭

1 . 次で午後 2 時30分 L頁株式合祉理研鏑 材尼崎工

場に入り休憩室にて茶菓の饗#IAt : ' 受げ休j箆l

夫れより 5総合者は門脇に投げ られし受付にで

酉E付せ られし凡祭l版絡の見取闘 により随意工

窓会内に入り見事をなす現窃には腕竿をイすせし

祉員の愁切なる説明 ibIJ 午後 5 時 10分一同の

見感を終る

本 合lま退社するに営り三浦常務材料委員合委 昨

員職員一 同専務取締役三村和太郎氏外幹部と

面談謝鮮を述べて辞去す時に午後6時

本日の雨工場見事 ｻ ま来合者 一 同大いに得るｾ

ib り商工場に針し多謝する次第なり

‘・臨』
理 研 凡 撃 の 状 況

常 務 曾 ( 第 10回〉

時 5月9 日午後6時 一7時30分

所 建築材料陳列19jJ! ]室

出 席 者 理 事 片 岡 令 長

害主: tji: 清水 監主

司

U

司

U

『戸ド

u

a

M斗守

=
王

旬

-=玉一

"
悶

M

-~言=王=
n

み

耐

灘

主

主

主

恒

編開

上

西

手

問

弁

中

山

士吉
口

忽

刀'
'
n
a
 

常

中海副令長

古深 見主事

伊藤長主記

樋 口 主記

三 浦 主 計

2高 司E

1. 5月例 合に附するイ斗

ＲＮ ｩＮＩｴ 築 各 国骨 量懇談合に出席旋 ＱＧｴ 支 ｈｾ の件

3 都Tli ;jJ- il r委員合より第 2 回全凶都市美協議令

，LH席委員並合政支 出方要求のイ牛

4. 住宅委員令より第 2 回全園都市美協議合出席

委員並合費支出カ要求のイキ

5 住宅委員合より抜刷代金支出方要求の件

6. 話術訓i往 築協合 外 3 令聯合大舎に建築祭合の室長

1J 日をl .
t
商勧誘のイ11ユ

7. 令員よりの希望申出の件

8. a ; 築製fr に於建築胸係各闘惚代表者合合のイキ

9 俄鋼 使用統市IJ委員合顧問] 委賜に闘するイ牛

10 中華民園 悶書官官に合誌寄贈に日目するイ牛

11.  fr只詮衡

報 告

卜3刀分合計報告

2 借室料値上 iこ測する交渉頴米

災 害 強 度 委 員 曾 ( 第5回〉

5月 10 日午後6時30分 - 8時30分

所 協合倶楽部室

出 席 者 委 員 長 波 部

幹 事 山 田

委 只 菅 、竹 花 、jJ lij 島 、卒 野、擦 問

協議 事 項

1.  ffi ' ーリングョミの完成し 1: るものに付徐査をな

す

設 備 委 員 曾 ( 第 う図〉

時 5J I II f I 午後7時- 9i時

所 協合倶楽部室

:LH席 者 委 只 長 t筒 井

幹 事 士 官 井

委 員 岩 尾

協議事項

1. 工場安全規則中途築に胸係める 官条項 に設を? 附

し合誌 に資表のイ4-

2. 消火設備の研究に関す る刊二

3選 制 妻 員 曾 ( 第7回〕

5月 13 日午後6時30分 - 8i1'寺

協 令f具築部室

委 員 長 玉 置

委 員 板 井、武 岡
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臨 時 委員 卒 ilJ 、松 村 、吉 岡

1. 本タ lま市街地建 築 物 法令 出版演 に付慰労の窓 : 時

休 にJi をて ア ラ見カに て晩餐後f具集部室にで総 : 所

建築材料陳列場幹事曾 ( 第4回〉

5)]2411 午後6時30- 81時

建 築材 料陳列場j J ll 室

践 の !二散併す
。: ¥1，席者 幹 事 小 川 、中 西、三 浦

lH品代表 者 三 機工 業株 式 合枇
材 料 委 員 曾 ( 第 10回〉

ｉ ｾ Ｇｦ＠ Ｕ Ｉｾ＠ 18 日午 後61侍50分 - 8時20分

}iJf 建 築材料陳列復ー別室

11'，席者 幹 事 楠 瀬、松 久 保

委 只 小 川 、島 問 、三 iili

退 問 、木 野 111

協議事演

1. 銅類の代用品に附す る講演合開催の 1
'
1:

1. スレ ー 1・に 院Iす る研究を合誌にをま表の件

常
務 曾 ( 第 11 向〕

時 5  Ｉ ＱＲＳ 日午後 う ｾ寺 ｾＮＵ 分 Ｍ Ｘ 時 ＱＰ 分

所 建築材料陳 列 ｾｪｊ ｬｬ 室

111. 席者 判 事 rl' i宰，¥¥11令長

監事 ｾｾￍ Ｊ 監若手

常 務 井 J-. =1:辺 、伊藤 子r. .clC

rl ' 西 虫 記 、鈴 木 ニ口 !

佼 ) 1二 子げ 1、三 浦 と¥: ，i l

堀 口 編 幡、八 木 編 中lc

吉 岡 編 特

議 ; rll :

協 故事 項

西 原衛 生工 業所

奥村重 兵衛 商庖

1. 二 日合本年度 春 季懇親 令 開 催の件

曾 員 動 静

入 曾 者

曾 員

小商 船11震 住 吉 区今川 町671( 長谷郊竹腰建築

司.qe)}所〉

正 戊君 住吉閥、岡j基本 町6パ 8{ 大阪府立今

宮 職工率校 〉

l'台君 IH  1ご三烏官[{ + AII1 169篠 回カ( 大阪

府建築課〉

住 吉駅i播磨町丙 l ノ45( 大阪i !i 後 総

l; ，!! 中市: . l b屋 敷 257 ( 株式，合壮大林

組〉

1. 常 務 、許一議員入木窓一氏及村介準民より僻任 ・塚 本 喜 入 郎 君 府 F波 寺町船尾 850 C阪市11電銀 株

府11
1

1 のイ牛

2 右に闘し評議只合開合に隙J する件

3 都 i l1言!'lに委 員令より委員 l 名有日鉄依賜つり要求

のイ午

ｾＧＮ 令 Ｑ ＧＱＺＮ滞納 者 盛訟に附す る Ｑ Ｇ ＱＺ

5. i具禦古! { 安倫子5長稜経費要求の件

6. 白慣に jたりる 'r. : c 物住宅博覧合に附する干1:

7. 常務合' ，I乙例 H様変の1'1:

8. 作品詮1鮒

報 告

U) J 分合計報告

2. 5  )l 11lJ合 準 備 報 告

3. ill 築豊島令より問符の銭鏑使用承認県交附規f14

J i H 波銅使用統 if; 11委員合組織に附するイ午

式 合貢土建 設課〕

耐 j l: 策君 ニ!b院i老 位町 2 / 20

士仲間 正冒]君 j; k吠院片江町684 ノ1( 石 川 工 務l，li)

他 方 曾 員

卒 岩 盤: ' 1 ' 1 新点永昌路 41 J 永昌アパ ート (i刈

J州房産株式令枇技術諜〕

キ寺男IJ 賛 助 員

z・5寺市 ;乙介 君 凶宮1 ' 11' rl1字 三 ノ: 呼( 1I ;jI:. i紅合管株

式合社〉

小川 慾治:'1'1' Ｊ 淀川ｊ［Ｇ ， ｾＧ ｾｬｴｾ 恩 町 Ｑ ＷＵ Ｘ

普 通 賛 助 員

秋附 忠、 ｾｈｾ 君 尼崎市紳同市・1直6 T ! d淫川目下 CJ己

崎市; 1 } 絡認J

ｾ Ｇ Ｎ＠ rセ メ ン 卜 j 規格改正' 奈に除J聯せる新式験用機 . 鈴 木 炭 好 君 局，7，}I主阪大竹田J 新興人絹株式令首J : ift

械 器 具 標 準M朱の件に i，J 災害恨皮委員令より :  百 監 事務所〈池村建築 ｊ ｉ ｾ 務 ｽｩｬ ｪ Ｇ Ｉ

報 告 ヰ1!I¥J' 健 三君ー 浪速 ｾ ｦ ￯ｴ 霞 岡 ｊＲ Ｑ ( 自管〕
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'1'野 f肯{交君 i雨洲 闘 訓州省l t L新 日係海州、" 雨炭 代 用 ' 前 士! 点宗行活 協 il lrhi市U i PlTl 082 

社宅 ｣ｩ ぬ・洲炭ｾ株 式合 枇 ヰ 新日 託 業 森川 議 雄 君 尼崎 市 潮 江町 シイ レ29

m )  若 年 ＡＮｬ｜ｦＧ 平 ｾ ｊ 夫 君 兵 庫版 明 石 ｬｬｲ￭ ＧｩｬＡｦｦ 水 町 大 商 町

ImJ也 義明 君 比 花1，;;;恩 ft 仏南之 i町45 ノ23 ( 合資 久保 宗雄 ｾ 青島r I i 外的 口同興紗威 内

曾 員

合 社切 ｌ 鍛工 Ｉｾｩ ＭＩ 江藤 真税局. i'iii r:州i調/1¥/.色省環春燃土門子第 19，1市

逗 曾 ・ 者

図経理古11士門子i辰t-H所

府 間 八日日潟 東 京i/i杉 並 阪 阿 佐谷 6 ノ 126

吉村 辰夫君・ 上海i底辺畑l } li 隊本昔日原問隊

芳野 究 一君 事長111 義 雄沼

地 方 曾 員

特 別 賛 助 員

|間 関 昌二沼 兵庫版川遁lifi 稲! H-村南野589

普 通 賛 助 員

t清1青号E町f 後 藤 比 Ｍ ＮＮＷ ｾ Ｚ

特 z到別リj 賛 助 員 長i ' Yl 俊太郎忍

￑ 坂茂三 ｾ

fll 1_1  7.!; :  ;F: -

安 孫子 三 捻君 紳 戸市兵庫 区令ド 111田J 3ノ 123，守家

ブJ

普 通 賛 助 員 ｾ ｉ ｾ 奥 ｩｬｩｩ ｾ＠ 名 古屋 市熱問| 九千年同H主知l ey. li l'fiJ f

Z詰UI 甲 賀点 土 居 昌 三n ;pj川 i，!iー京 : 先安雄築嬰竹 '1' 工f!ll' i占作 業)i)i-

l二 原 三 日fi J l 府 !'/; .i /i 什貧困r2 ノ466

韓 居 輔 勤 金 ［ ｉｾ 洋 三手i 阿宮 ;/0.忌即日Tl 7Efl村工 務所

曾 員

M合 成 治 手!

iVi 千 kl 美kl' 両宮 ､ｩｗｩＢｬ イジｾＯｪ ｾ Ｔ Ｐ jnJiJ: :/ ゐ 三ii/i .fl

米 淀 川 hili' 山里 町 1758i .定の;l v 、ウ ス

兵庫版式原ＱＡ ｬｩｴｾｩ 這Ｚ村干 ｔ ， ｉ Ｇ， 字三反問

杉 江 区 〔 己 沼 様 況 は ， /1 公郷町111 戸2238
12 ノ l

杉村栄次郎主i J;l 者sd，. 卜.!J t!i"'，，紫野卜石総 Pl f2
-1口附 f交次再 新 J;( J! i巳 卒 街 705 C;内uli lf{ i植公制:

辻 本 三日限 ! 奈長 ､ ，Ｎ祭 ｊｾ 公園 ｩＢｬ Ａ Ｇ ｪｩｵＩ 守 ｩ 剥 Ｑｾ 以 Ｎ ｾ ｩｬｬｾ 勿 雄投古liill 築 課〉

司 ｾｦｈ 勝三 郎 草 ｩ

宮 脇 11占美君

腕!J!f- 1を定規

1f- fド 幸仁君

山井 康 男君

宮 本di一之忍君

木 村 i並君

持賀 川 久維 沼

両 111 変江; { 4-

森 μ 清 君

地 方 曾 員

験 問 辰 雄 ;{4

久保 清 'i&宥

杉 岡新3 I-L{ fi 1耳

丹 l、 敏 行君

修略事務 Ｉｾ ｩ

1M I" !XFH IlI J，，- lllliir238il 

I(，f  l'  il1!，fl l  Plf (.珂d，. JM

|珂 村 苓 - ;(_:: ｾｾ＠ ｪ ｾ ｴ ､ ｩｩｊ￈ｴ 骨 ｉ 九州大久保 Ｑ ＴＰ Ｑ 隊［ ＱＧ Ｍ一

J:jfl 方

奈 良!阪1; /i 山田T洞泉寺 内

Ifri j 山県長玉島町船 姻4146大腸 レーヨ

ン玉虫ー工広

吉 fl1光 }， li li { :・

inJ ilg 1.1;; 14 

.It 海 泣 札 幌 li /I l'子俗 村 JT. 丘三菱械

業足位選餓場 工 ＭＺ ｊ｟［Ｚ Ａｪ［［ Ｚ 大 林組 ｮ Ｇ， Ｙ 長 Ｉｾｩ

揃 洲 凶1士丹江i/i 4士丹江鍛道局工務

諜主主築

兵庫版式庫古 ｦ ｩｱ ｬ Ｎ ｾ 尼村内 ｬＺｬ ， ￇ ，ｾ 112 

住吉以桑津町3 45 ( 長谷古1¥竹腰建

築事務所〉

Ｊ ｾｩ 市 ｼ 止岡谷 Ａ ｉｾ［ｴ 太子堂 開 ｲ 2 M ( 日

本競 馬令経J 'I!. 古f¥1J 総課〉

問 中 嫡 :Fl

巾尾 電at左京

伊 ｾｩ - ii[ i;Fl 

改

兵 庫版川 ｾｧ 阿了小花 字大畑 Ｕ 笹 遜 賛 助 員

長 崎市 伊 良林田J I ノ45

松江市 I有岡 町 中 ノ町99ノ4

;1;者I¥i/j完 京阪1乎土守 lU立11町41

姓

}fザ 1: r/ ， ｩｮｊ 内 Ｑ［ ｲ ￭ｾ ｾ 著 書阿了他佼 鍛道 官 会 ノk谷俄多Hl i R ( 鰐敏大 (J 可〉

ヒ海i J Nill 畑 imf: 嫁本 古g.京間! 歎

死 亡

朝鮮足、 IIJ 済州 色後回r99 Ｈ 籾 鮮 忠 清ｾ i也 方 倉 員

Ｚ ｉ ｉｊ 溢ｾ内務， ｭ 曾 百十 ｩ 謀Ｉ : 滋 野刺 kMfi沼 昭 相 131ド4)123 R逝 去

旭 区天 王問 i町よ24 パ ( 大阪市岱 終 普 通 賛 助 員

課) ｾ＠ flH藤 頁: ; F l 昭利 12il'. 12)] 2 11戦干E

I¥II I勝 十新 川i;/I 卒後 月 11電 量t宅 守沖 鹿 沼 昭 如 13ilミ1)-13 11逝 去

ポ 天市八 幡 Ｑ Ｑｉ ｲ ｾ 天信託ピ ノ レ Ｑ ＲＳ 披 Ａ ( 謎んで哀悼の主主公表 す〉
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，ＮＮＮ竺三ＺＺＺヨ聞ｾ・ Ｑ 生 可Ｎ‘

-
. - 量盤調. . . . . . A s

4・・Fコト・・・・・・ 1'<l!'て，岡，

1iI.戸J 圃副臨置圏圃. . .  

E・認- 竺空" -

編 穂

後 記

の薮令、将 叉、市街地主主築物法の改正等、時局

ｻ･多分に反映せる法規類は共の者 ￟ 皮ｾ報の主主で

め る。併せ御参照せられん こ とを。

半 本 令編 輯常務として多大の努力を惜まれな
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